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◇
…
党
名
や
看
板
が
変
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
俄
か
に
人
気
が
湧

く
訳
で
は
な
く
、
そ
の
逆
も
あ

り
得
る
。
民
主
、維
新
の
両
党
は
、

新
た
な
党
名
を
「
民
進
党
」
と

し
た
。
合
併
に
よ
る
国
会
議
員

は
一
五
一
人
（
衆
院
九
二
人
、
参
院
五
九

人
）。
野
党
に
よ
る
第
一
党
を
実
現
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
第
一
党
た
る
政
府
与
党
に
迫

ろ
う
と
す
る
も
の
。
た
だ
、
名
前
や
看
板

さ
え
付
け
か
え
る
の
は
、
来
る
べ
き
参
院

戦
を
期
待
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
目
算
通
り

ゆ
く
の
か
。
結
果
は
す
ぐ
見
え
て
く
る
。

街
を
通
り
過
ぎ
る
人
々
の
期
待
感
は
ど
の

く
ら
い
か
。

◇
…
権
力
主
義
の
権
化
マ
キ
ャ
ベ
ェ
リ
も

「
へ
つ
ら
い
者
を
避
け
、
賢
い
側
近
を
選
び

彼
ら
だ
け
に
直
言
さ
せ
よ
」「
吾
が
君
の
た

め
に
死
を
も
辞
せ
ぬ
」
と
い
っ
て
い
る
。

問
題
は
ど
う
し
た
ら
そ
う
し
た
側
近
だ
け

を
そ
ろ
え
る
か
だ
。
十
八
史
略
に
出
て
く

る
楚
の
話
が
面
白
い
。
忠
臣
、
伍
挙
と
蘇

従
の
話
が
出
て
く
る
。
二
人
い
ず
れ
も
自

ら
死
を
と
し
て
楚
の
荘
王
を
戒
め
た
の
だ

っ
た
。
以
来
楚
王
は
命
が
け
の
忠
臣
二
人

を
使
い
、
楚
の
盟
主
に
な
り
上
が
っ
た
。

◇
…
と
こ
ろ
で
「
民
進
党
」
の
こ
れ
か
ら

の
行
先
は
ど
う
か
。
先
ず
関
心
が
集
ま
っ

た
の
は
「
民
進
党
」
へ
の
支
持
で
は
な
く
、

民
主
党
に
対
す
る
不
信
の
根
深
さ
で
あ
る
。

ま
た
名
前
自
体
が
「
民
主
」「
維
新
」
か
ら

字
の
読
み
で
一
字
ず
つ
抜
い
た
点
で
あ
る
。

三
年
三
カ
月
の
民
主
党
政
権
で
は
普
天
間

問
題
も
扱
っ
て
ニ
ッ
チ
も
サ
ッ
チ
も
行
か

な
か
っ
た
。
現
在
の
維
新
の
党
代
表
の
松

野
氏
は
そ
の
時
に
民
主
党
を
離
党
し
た
。

政
党
政
治
家
の
一
挙
手
一
投
足
は
非
常
に

不
安
定
で
あ
る
。
常
に
付
和
雷
同
を
繰
り

返
し
て
一
カ
所
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
こ
れ

が
常
態
で
あ
り
、
誰
も
が
不
思
議
に
は
思

わ
な
い
。
こ
れ
が
政
治
の
マ
ン
ネ
リ
化
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

◇
…
実
際
に
直
言
し
て
く
れ
る
臣
を
持
つ

こ
と
は
難
し
い
。「
一
国
に
争
臣
な
け
れ
ば

あ
や
う
し
」
と
い
う
。
趙
の
簡
子
の
言
葉

に
「
千
羊
の
皮
は
一
孤
の
腋
に
し
か
ず
」

と
い
う
。
つ
ま
り
千
匹
の
羊
の
皮
が
あ
っ

て
も
一
匹
の
狐
の
腋
の
下
の
白
い
毛
皮
に

は
及
ば
な
い
。
確
か
に
民
進
党
は
頭
数
一

五
一
人
の
顔
を
そ
ろ
え
た
が
、
さ
て
次
の

参
院
戦
に
ど
れ
だ
け
力
を
発
揮
す
る
か
。

天
下
注
視
の
的
と
な
る
だ
ろ
う
。
大
い
に

注
視
し
て
眺
め
た
い
。（
Ｋ
）

　

筆
者
の
濱
本
氏
は
長
年
に
わ
た
り
香
川
県

の
水
産
行
政
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
同

県
は
ハ
マ
チ
養
殖
発
祥
の
地
で
す
。
そ
の
八
〇

周
年
の
記
念
事
業
で
「
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
」
が

デ
ビ
ュ
ー
。
県
特
産
の
オ
リ
ー
ブ
の
葉
の
粉
末

を
餌
に
混
ぜ
て
養
育
す
る
こ
と
で
ハ
マ
チ
の

高
品
質
化
を
実
現
し
ま
し
た
。
本
号
で
は
「
オ

リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
」
な
ど
県
産
養
殖
ブ
リ
類
の
国

内
で
の
販
売
促
進
や
海
外
輸
出
に
県
を
挙
げ

て
取
り
組
ま
れ
た
成
果
や
課
題
を
ま
と
め
て

頂
き
ま
し
た
。
筆
者
及
び
県
の
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
厚
く
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

「
水
産
振
興
」　
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「
水
産
振
興
」
発
刊
の
趣
旨

　

日
本
漁
業
は
、
沿
岸
、
沖
合
、
そ
し
て
遠

洋
の
漁
業
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
振
興
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
る
の
で
、
そ
の
為
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
分
析
、
乃
至
振
興
施
策

の
必
要
性
を
、
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
坊

間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
代
表
的
見
解
が
横
行
し

す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
が
国
民
経
済
の
な
か
に
お
け
る
日
本

漁
業
を
、
近
代
産
業
と
し
て
、
よ
り
発
展
振

興
さ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
水
産
業
の

個
別
的
分
析
の
徹
底
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

そ
の
総
合
的
視
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
、

世
界
経
済
と
と
も
に
発
展
振
興
す
る
方
策
の

樹
立
に
一
層
精
進
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
様
な
努
力
目
標
に
む
か
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
調
査
研
究
事
業
を
発
足
さ
せ
た
次
第
で

冊
子
の
生
れ
た
処
以
、
ま
た
こ
れ
へ
の
奉
仕

の
、
さ
さ
や
か
な
表
わ
れ
で
あ
る
。

　

昭
和
四
十
二
年
七
月

財
団
法
人　

東
京
水
産
振
興
会

（
題
字
は
井
野
碩
哉
元
会
長
）
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時事余聞

　
　
　
　
　
　目

　
　次

　オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
ち
ゃ
ん
奮
闘
記

―
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
を
作
っ
て
売
っ
て
食
べ
て
、

　
　そ
し
て
‘
笑
顔
’
に
！
―

第
五
七
九
号

は
じ
め
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1

第
一
章　

香
川
県
の
ハ
マ
チ
養
殖
と

　
　
　
　

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
誕
生
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4

（
１
）
香
川
県
の
ハ
マ
チ
養
殖
と
八
〇
周
年
記
念
事
業
…
…
4

（
２
）
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
誕
生
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
13

第
二
章　

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の

　
　
　
　

生
産
拡
大
と
販
売
促
進
・
販
路
開
拓
…
…
…
…
…
26

（
１
）
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
生
産
と
普
及
の
経
緯
…
…
…
…
26

（
２
）
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
国
内
販
売
…
…
…
…
…
…
…
…
34

（
３
）
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
海
外
展
開
…
…
…
…
…
…
…
…
51

第
三
章　

飛
躍
へ
の
課
題
と
展
望
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
75

お
わ
り
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
107

謝
辞
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
110

参
考
文
献
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
112

参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
115

　

時
事
余
聞

　編
集
後
記

濱は
ま

本も
と

俊
し
ゅ
ん

策さ
く

略
歴

▽
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
）
に  

香
川
県
に
奉
職
。
研
究
職
六
年
、  

司
法
警
察
員
で
漁
業
調
整
九
年
、

普
及
員
・
専
門
技
術
員
七
年
、企
画
・

振
興
・
合
併
・
養
殖
・
流
通
等
幅

広
く
担
当
し
、
農
政
水
産
部
水
産

課
長
で
二
〇
一
一
年
三
月
に
定
年

退
職
。
政
策
部
参
事
と
し
て
再
任

用
さ
れ
、（
一
財
）
か
が
わ
県
産
品

振
興
機
構
参
事
を
経
て
二
〇
一
五

年
三
月
に
退
職
。

　

現
在
、
香
川
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
会
長
、
瀬
戸
内
海
広
域
漁
業

調
整
委
員
会
委
員
、
香
川
県
水
産

審
議
会
委
員
、
さ
ぬ
き
海
の
幸
販

売
促
進
協
議
会
学
識
委
員
の
ほ
か
、

国
立
大
学
法
人 

香
川
大
学
大
学
院

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
非
常

勤
講
師
を
務
め
る
。
兵
庫
県
姫
路

市
出
身
。
宮
崎
大
学
大
学
院
農
学

研
究
科
水
産
増
殖
学
専
攻
修
了
。

漁
業
経
済
学
会
正
会
員
。
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は
じ
め
に

　

二
〇
一
六
年
（
平
成
二
十
八
年
）
四
月
、
さ
わ
や
か
な
春
風
の
中
、
こ
こ
瀬
戸
内
・
香
川
の
海
で

は
、
活
魚
船
で
遠
く
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
ハ
マ
チ
種
苗
を
養
殖
生
簀
に
移
し
替
え
る
光
景
が
、
春
の

風
物
詩
の
一
つ
と
し
て
自
然
に
目
に
入
る
。

　

ご
存
知
の
と
お
り
、香
川
県
の
東
端
、東
か
が
わ
市
引
田
の
安
戸
池
は
、昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）

　
　

香
川
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

濱

本

俊

策

会　

長

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
ち
ゃ
ん
奮
闘
記

―
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
を
作
っ
て
売
っ
て
食
べ
て
、

　

そ
し
て
‘
笑
顔
’
に
！
―
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二
〇
〇
八
年
、
香
川
県
の
行
政
と
水

産
業
界
が
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み

に
よ
り
デ
ビ
ュ
ー
し
た
「
オ
リ
ー
ブ

ハ
マ
チ
」

よ
び
関
係
団
体
の
努
力
、
そ
し
て
国
内
外
の
バ
イ
ヤ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
評
価
も
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、
少
し
で
も
ロ
マ
ン
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
薫
る
よ
う
、
ま
た
リ
ア
ル
か
つ
オ
ー
プ
ン
に

わ
か
り
易
く
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
つ
も
り
で
あ
る
。
な
お
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
文
中
の
写
真
は

筆
者
が
撮
影
し
た
か
そ
の
場
に
い
た
も
の
、
図
表
は
自
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
が
、
魚
類
養
殖
業
を
営
ま
れ
る
方
々
や
、
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ま
れ
る
方
々
の
ご

参
考
に
供
さ
れ
、
水
産
業
の
発
展
に
僅
か
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
、
筆
者
に
と
っ
て
望
外
の
歓
び
で

あ
り
、
か
つ
ま
た
大
い
な
る
記
念
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

に
当
地
の
網
元
の
子
息
で
あ
っ
た
野
網
和
三
郎
（
の
あ
み 

わ
さ
ぶ
ろ
う
）
氏
が
、
弱
冠
二
十
歳
に

し
て
世
界
で
初
め
て
ハ
マ
チ
な
ど
海
産
魚
類
養
殖
の
事
業
化
に
成
功
し
た
「
養
殖
発
祥
の
地
」
で
あ

る
。
そ
し
て
八
〇
年
の
時
を
経
た
二
〇
〇
八
年
、
野
網
氏
の
生
誕
一
〇
〇
年
と
、
平
成
七
年
に
全
国

第
二
六
番
目
の
「
県
魚
」
と
し
て
指
定
さ
れ
た
ハ
マ
チ
の
、
養
殖
成
功
八
〇
周
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
節
目
の
年
に
、
香
川
県
の
行
政
と
水
産
業
界
が
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
に
よ
り
デ
ビ
ュ
ー
し
た

の
が
「
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
」
で
あ
る
。

　

筆
者
は
昨
春
ま
で
の
三
九
年
間
、
主
に
県
職
員
と
し
て
水
産
業
の
振
興
に
微
力
な
が
ら
尽
く
し
て

き
た
が
、
と
り
わ
け
二
〇
〇
七
年
に
若
い
職
員
と
と
も
に
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
を
発
案
し
、
研
究
開
発

か
ら
技
術
の
確
立
、
養
殖
業
者
へ
の
普
及
を
図
る
一
方
で
、
県
内
を
足
掛
か
り
に
中
四
国
か
ら
京
阪

神
、
そ
し
て
首
都
圏
へ
の
販
売
促
進
、
さ
ら
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
香
港
・
台
湾
な
ど
東
南
ア
ジ
ア

各
国
へ
の
販
路
開
拓
に
直
接
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
最
後
の
九
年
間
は
、
水
産
の
技
術
屋
と
し
て
ま

さ
し
く
「
至
福
の
日
々
」
で
あ
っ
て
、今
と
な
っ
て
は
そ
の
巡
り
会
わ
せ
の
粋
に
、魚
の
神
様
に
（
た

ぶ
ん
ハ
マ
チ
で
し
ょ
う
！
）
心
の
奥
で
手
を
合
わ
せ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

　

今
回
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
取
り
ま
と
め
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
ハ
マ
チ
養
殖
に
携
わ
る

方
々
の
思
い
も
込
め
な
が
ら
、
筆
者
が
自
ら
見
て
、
聞
い
て
、
足
で
調
べ
て
得
た
知
識
と
情
報
、
公

表
さ
れ
た
資
料
、
お
よ
び
香
川
県
や
関
係
団
体
の
協
力
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
等
を
も
と
に
、

「
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
と
は
何
者
か
、
ど
こ
へ
ど
う
や
っ
て
売
っ
た
の
か
、
ど
ん
な
問
題
が
あ
っ
た
の

か
、
そ
し
て
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
」
等
々
に
つ
い
て
、
行
政
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
生
産
者
お
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野
網
和
三
郎
氏
は
戦
争
に
よ
る
中
断

を
経
て
一
九
五
一
年
か
ら
本
格
生
産

を
開
始
、
生
産
者
団
体
を
創
設
し
て

技
術
普
及
に
努
め
る
な
ど
、
そ
の
生

涯
を
海
産
魚
類
養
殖
の
振
興
発
展
に

捧
げ
た

第
一
章　

香
川
県
の
ハ
マ
チ
養
殖
と
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
誕
生

（
１
）
香
川
県
の
ハ
マ
チ
養
殖
と
八
〇
周
年
記
念
事
業

　

野
網
和
三
郎
と
香
川
の
ハ
マ
チ
養
殖
の
歴
史

　

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
話
に
入
る
前
に
、
ま
ず
香
川
の
ハ
マ
チ
養
殖
の
歴
史
を
お
さ
ら
い
し
た
い
。

野
網
和
三
郎
氏
は
戦
争
に
よ
る
中
断
を
経
て
一
九
五
一
年
か
ら
本
格
生
産
を
開
始
、
三
重
県
か
ら
海

女
を
導
入
す
る
な
ど
し
て
、
安
戸
池
を
中
四
国
有
数
の
観
光
地
に
仕
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
九
六
〇

年
一
二
月
五
日
に
、
生
産
者
団
体
で
あ
る
瀬
戸
内
海
か
ん
水
養
魚
協
会
（
現
（
一
社
）
全
国
海
水
養

魚
協
会
（
以
下
、
全
海
水
と
い
う
））
を
創
設
し
て
技
術
普
及
に
努
め
、
高
級
魚
で
あ
っ
た
ハ
マ
チ

を
国
民
が
気
軽
に
味
わ
え
る
親
し
み
易
い
魚
に
仕
上
げ
る
な
ど
、
そ
の
生
涯
を
海
産
魚
類
養
殖
の
振

興
発
展
に
捧
げ
ら
れ
た
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
ほ
か
国
内
の
多
種
多
様
な
海
産
魚
類
養

殖
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
チ
リ
の
サ
ー
モ
ン
養
殖
、
ス
ペ
イ
ン
や
メ
キ
シ
コ
の
マ
グ
ロ
蓄
養
も
、
元
は
と

い
え
ば
こ
こ
、
香
川
の
安
戸
池
で
培
わ
れ
た
技
術
で
あ
る
。

　

香
川
県
で
は
一
九
七
五
年
頃
ま
で
、
モ
ジ
ャ
コ
か
ら
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
前
後
の
当
年
ハ
マ
チ
を
養
殖

し
、
販
路
も
京
阪
神
地
域
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
九
州
産
ハ
マ
チ
の
台
頭
に
よ
り
、‘
生
き
残
る
た
め

に
は
首
都
圏
へ
の
進
出
が
不
可
避
’
と
の
判
断
に
よ
り
、
春
先
に
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
前
後
の
当
年
種
苗

昭和初期の野網和三郎氏　銅像は 1970 年 8 月 3 日に建立された。その眼前に広がる安
戸池には、現在、体験学習用の小割生簀と釣り筏が設置され、近県から多くのファンが
訪れている。（写真は「養殖発祥の地 香川―ハマチ養殖 80 周年のあゆみ―」より転載）
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餌
が
モ
イ
ス
ト
ペ
レ
ッ
ト
に
替
わ
っ

た
結
果
、
残
餌
や
排
泄
物
に
よ
る
漁

場
汚
染
が
軽
減
さ
れ
、
海
底
耕
う
ん

な
ど
生
産
者
の
努
力
も
あ
っ
て
、
ほ

ぼ
毎
年
猛
威
を
振
っ
て
い
た
大
規
模

な
有
害
赤
潮
も
、
こ
こ
一
〇
年
位
は

殆
ど
発
生
し
て
い
な
い

養
殖
ハ
マ
チ
の
『
ブ
ラ
ン
ド
化
』
の

成
功
例
は
少
な
く
普
及
も
限
定
的

感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
モ
イ
ス
ト
ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
シ
ス
テ
ム
を
各
自
が
船
上
に
保
有
し

て
い
た
こ
と
が
、結
果
的
に
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
ス
ム
ー
ズ
な
普
及
拡
大
に
繋
が
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

ハ
マ
チ
養
殖
八
〇
周
年
記
念
事
業
の
概
要

　

日
本
中
の
あ
ら
ゆ
る
産
品
と
同
様
、
養
殖
ハ
マ
チ
に
つ
い
て
も
『
ブ
ラ
ン
ド
化
』
の
‘
言
葉
’
だ

け
が
独
り
歩
き
し
て
行
政
・
業
界
の
枕
詞
に
さ
れ
て
久
し
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
生
産
者
や
飼
料
会
社

等
の
努
力
に
よ
っ
て
カ
テ
キ
ン
、
ブ
ド
ウ
種
子
、
ニ
ン
ニ
ク
、
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
多
種
多
様
な
飼
料
添

加
物
が
試
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
成
功
例
は
少
な
く
普
及
も
限
定
的
の
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
養
殖
技
術
そ
の
も
の
が
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
て
お
り
、
一
般
的
な
餌
と
管

理
で
そ
こ
そ
こ
の
魚
に
仕
上
が
る
こ
と
、
コ
ス
ト
を
か
け
て
特
別
な
魚
に
仕
上
げ
た
と
し
て
も
、
そ

の
コ
ス
ト
を
浜
値
（
生
産
者
価
格
）
に
上
乗
せ
し
て
回
収
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
、
さ
ら
に
浜
値

自
体
が
他
県
の
生
産
量
（
在
池
量
）
や
天
然
ブ
リ
・
サ
ケ
の
漁
獲
量
、
サ
ー
モ
ン
の
輸
入
量
な
ど
の

影
響
で
乱
高
下
す
る
こ
と
な
ど
、
生
産
者
が
安
心
し
て
経
営
を
続
け
る
こ
と
が
難
し
い
業
態
に
変
貌

し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
ブ
ラ
ン
ド
魚
」
づ
く
り
に
取
り
組
む
余
裕
も
意
欲
も
、
よ
ほ
ど

で
な
い
限
り
持
ち
続
け
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
で
は
、
全
海
水
が
毎
年
定
め
る
割
り
当
て
尾
数
を
守
ら
ず
に
生
産
過
剰
で
浜
値
の
暴
落
を
招

い
た
り
、
逆
に
種
苗
導
入
を
控
え
過
ぎ
て
価
格
高
騰
を
招
く
な
ど
、
個
々
の
生
産
者
が
遵
守
す
べ
き

こ
と
を
な
お
ざ
り
に
し
た
た
め
、
も
と
よ
り
高
騰
す
る
餌
料
費
な
ど
を
カ
バ
ー
す
る
余
力
に
乏
し
い

を
九
州
地
区
な
ど
か
ら
導
入
し
、
秋
口
か
ら
年
末
に
か

け
て
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
余
り
に
肥
育
し
て
販
売
す
る
二

年
魚
養
殖
に
徐
々
に
切
り
替
え
、
現
在
は
す
べ
て
二
年

魚
養
殖
で
あ
る
。
餌
は
か
つ
て
の
冷
凍
魚
の
ミ
ン
チ
の

み
か
ら
、
配
合
飼
料
を
半
分
程
度
混
ぜ
て
毎
日
各
自
が

船
上
で
製
造
す
る
モ
イ
ス
ト
ペ
レ
ッ
ト
（
Ｍ
Ｐ
）
に
切

り
替
わ
り
、
一
部
で
は
高
温
高
圧
ペ
レ
ッ
ト
（
Ｅ
Ｐ
）

に
進
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
残
餌
や
排
泄
物
に
よ
る
漁

場
汚
染
が
軽
減
さ
れ
、
海
底
耕
う
ん
な
ど
生
産
者
の
努

力
も
あ
っ
て
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
播
磨
灘
沿
岸
域
を

中
心
に
ほ
ぼ
毎
年
猛
威
を
振
る
い
、
本
県
の
ハ
マ
チ
養

殖
業
を
壊
滅
さ
せ
る
ほ
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
大

規
模
な
有
害
赤
潮
も
、
こ
こ
一
〇
年
位
は
殆
ど
発
生
し

て
い
な
い
。

　

赤
潮
に
よ
る
脅
威
は
軽
減
さ
れ
た
も
の
の
、
ハ
マ
チ

養
殖
業
の
生
産
コ
ス
ト
に
占
め
る
餌
料
費
の
割
合
は
、

配
合
飼
料
の
高
騰
で
年
々
上
昇
し
て
い
た
。
そ
れ
で
も

販
売
価
格
が
伸
び
な
い
た
め
に
生
産
者
は
強
い
危
機

赤潮によってへい死した養殖ハマチ
　（香川県三豊市志々島地先 2004.7.22）

養殖ハマチをへい死に至らしめる
シャットネラ・アンティカ　

（播磨灘中央部 1978.7.21 深夜）
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「
ハ
マ
チ
養
殖
八
〇
周
年
」
と
い
う

大
き
な
節
目
が
、「
養
殖
発
祥
地
と

し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
生
産
者
に
覚
醒

さ
せ
、
再
び
香
川
の
ハ
マ
チ
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
」

と
確
信

二
〇
〇
七
年
度
大
き
く
二
つ
の
事
業

を
実
施
。
①
六
つ
の
記
念
事
業
、
②

四
つ
の
班
を
設
置
し
て
戦
略
的
に
取

り
組
む
生
産
強
化
対
策
事
業

ち
）、
作
品
展
、
体
験
学
習
、
記
念
誌
、
遺
品
展
な

ど
六
つ
の
記
念
事
業
を
、
も
う
一
つ
は
製
品
向
上
、

加
工
品
開
発
、
地
域
団
体
商
標
登
録
、
生
産
情
報

公
表
Ｊ
Ａ
Ｓ
、
の
四
つ
の
班
を
設
置
し
て
戦
略
的

に
取
り
組
む
生
産
強
化
対
策
事
業
で
、
そ
れ
ら
全

て
を
同
時
並
行
で
進
め
る
と
い
う
盛
沢
山
な
事
業

と
し
た
。
詳
細
は
既
に
報
告
済
み
で
あ
る
の
で
こ

こ
で
は
省
略
す
る
が
、
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
は
製
品

向
上
班
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
こ
の
世
に
誕
生
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
こ
れ
ら
の
事
業
を
け
ん
引
し
た
事
務
局
員

は
、
水
産
課
な
ど
県
機
関
や
県
漁
連
な
ど
関
係
団
体

か
ら
公
募
や
自
薦
・
他
薦
で
約
五
〇
名
も
集
ま
る

な
ど
か
つ
て
な
い
陣
容
と
な
り
、
班
ご
と
に
頻
繁

に
会
議
を
持
ち
な
が
ら
極
め
て
熱
い
体
制
で
、
最

後
ま
で
計
画
的
に
事
業
全
体
を
進
捗
さ
せ
て
成
功

に
導
い
て
く
れ
た
。

小
規
模
事
業
者
は
、
体
力
の
消
耗
と
と
も
に
生
産
意
欲
を
失
っ
て
、
つ
い
に
は
廃
業
に
至
っ
て
し
ま

う
、
当
然
に
後
継
者
も
育
た
な
い
、
と
い
う
悪
循
環
に
陥
り
、
一
九
六
〇
年
代
は
全
国
一
の
生
産
量

を
誇
っ
た
本
県
で
も
、
二
〇
〇
七
年
当
時
に
は
そ
の
順
位
を
五
位
に
ま
で
下
げ
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
「
ハ
マ
チ
養
殖
八
〇
周
年
」
と
い
う
大
き
な
節
目
が
、「
養
殖
発
祥
地
と
し
て

の
プ
ラ
イ
ド
を
生
産
者
に
覚
醒
さ
せ
、
再
び
香
川
の
ハ
マ
チ
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
」
と
確
信
し
、
筆
者
は
そ
の
数
年
前
か
ら
少
し
ず
つ
準
備
を
進
め
、
事
前
に
香
川
県
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
（
以
下
、
県
漁
連
と
い
う
）
の
服
部
郁
弘
代
表
理
事
会
長
と
香
川
県
か
ん
水
養
殖
漁
業
協

同
組
合
（
以
下
、
県
か
ん
水
と
い
う
）
の
嶋
野
勝
路
組
合
長
の
協
力
を
取
り
付
け
、
県
側
も
緊
縮
財

政
の
な
か
、
真
鍋
武
紀
前
知
事
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
う
し
て
事
務
局
の
実
質

責
任
者
と
し
て
意
気
揚
々
と
取
り
組
ん
だ
の
が
「
野
網
和
三
郎
生
誕
一
〇
〇
年
・
ハ
マ
チ
養
殖
八
〇

周
年
記
念
事
業
」
で
あ
る
。
事
業
期
間
は
二
〇
〇
七
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
九
年
三
月
ま
で
の
二
ヵ
年

間
で
、
県
漁
連
、
県
か
ん
水
、
引
田
漁
業
協
同
組
合
、
香
川
県
、
東
か
が
わ
市
の
五
団
体
で
実
行
委

員
会
を
設
置
し
、
会
長
は
服
部
会
長
で
委
員
は
一
五
名
で
あ
っ
た
。
共
催
は
香
川
県
信
用
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
ほ
か
県
関
係
水
産
七
団
体
、
そ
し
て
水
産
庁
、（
社
）
大
日
本
水
産
会
、
全
国
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
（
以
下
、
全
漁
連
と
い
う
）、（
株
）
み
な
と
山
口
合
同
新
聞
社
、（
社
）
日
本
養
魚

飼
料
協
会
か
ら
も
ご
後
援
を
い
た
だ
い
た
。

　

二
〇
〇
七
年
度
は
事
業
費
二
七
，
〇
〇
〇
千
円
（
う
ち
県
費
五
，
〇
〇
〇
千
円
）
で
大
き
く
二
つ

の
事
業
を
実
施
し
た
。
一
つ
は
野
網
和
三
郎
翁
を
顕
彰
す
る
式
典
を
中
心
に
、
に
ぎ
わ
い
市
（
い記念式典のプログラムと同時開催のにぎわい市のパンフレット、のぼり （2008.3.2）
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高
品
質
な
ハ
マ
チ
を
誕
生
さ
せ
る
た

め
開
発
さ
れ
た
の
が
、
オ
リ
ー
ブ
の

葉
の
粉
末
を
餌
に
添
加
し
て
養
殖
す

る
「
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
」

ハ
マ
チ
養
殖
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る

野
網
和
三
郎
氏
を
顕
彰
す
る
記
念
事

業
の
一
環
で
あ
り
、
養
殖
業
界
に
貢

献
す
る
こ
と
が
究
極
の
目
標
で
も
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
関
係
者
の
理
解
と

了
解
を
得
た
う
え
で
試
験
を
始
め
た

　

そ
う
し
て
同
年
七
月
九
日
か
ら
一
〇
月
一
〇
日
ま
で
、
ま
ず
タ
ウ
リ
ン
添
加
実
証
試
験
を
実
施
、

一
〇
メ
ー
ト
ル
四
方
の
鋼
管
生
簀
三
基
に
各
三
，
三
〇
〇
尾
を
収
容
、
使
用
し
た
飼
料
は
（
社
）
日

本
養
魚
飼
料
協
会
、
日
清
飼
料
（
株
）
の
協
力
で
出
来
上
が
っ
た
、
魚
粉
五
〇
％
、
魚
粉
三
〇
％
、

魚
粉
二
〇
％
＋
天
然
タ
ウ
リ
ン
〇
・
五
％
添
加
の
三
種
類
の
Ｅ
Ｐ
で
、そ
れ
ぞ
れ
三
ヶ
月
間
給
餌
し
、

県
漁
連
お
よ
び
県
か
ん
水
職
員
が
合
同
で
サ
ン
プ
リ
ン
グ
と
デ
ー
タ
収
集
に
努
め
た
。
そ
の
間
、
嶋

野
氏
は
毎
日
毎
日
、
極
め
て
几
帳
面
に
飼
育
経
過
を
記
録
し
な
が
ら
、
試
験
方
法
の
改
善
点
を
提
案

す
る
な
ど
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
た
。

　

当
時
は
安
価
な
人
工
タ
ウ
リ
ン
を
養
魚
飼
料
に
添
加
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
そ
の
実
用
化
を
目
指
す
試
験
は
小
規
模
な
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
。
も
し
養
殖
現
場
で
試
験
を

行
う
な
ら
、
育
て
た
ハ
マ
チ
の
販
売
を
前
提
と
す
る
限
り
、
人
工
タ
ウ
リ
ン
の
三
十
倍
以
上
も
高
価

な
天
然
タ
ウ
リ
ン
を
使
う
必
要
が
あ
っ
た
が
、
ハ
マ
チ
養
殖
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
野
網
和
三
郎
氏

を
顕
彰
す
る
記
念
事
業
の
一
環
で
あ
り
、
養
殖
業
界
に
貢
献
す
る
こ
と
が
究
極
の
目
標
で
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
関
係
者
の
理
解
と
了
解
を
得
た
う
え
で
試
験
を
始
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

天
然
タ
ウ
リ
ン
〇
・
五
％
添
加
の
Ｅ
Ｐ
で
育
て
た
ハ
マ
チ
は
極
め
て
順
調
に
成
長
し
、
試
食
し
て

も
食
感
が
良
く
て
通
常
区
と
ま
っ
た
く
遜
色
が
な
く
、
そ
の
有
効
性
を
事
業
規
模
で
初
め
て
証
明
で

き
た
こ
と
か
ら
、後
に
合
成
タ
ウ
リ
ン
の
使
用
を
国
が
認
可
す
る
際
の
参
考
デ
ー
タ
と
さ
れ
る
な
ど
、

業
界
団
体
の
取
り
組
み
を
大
き
く
前
進
さ
せ
て
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
し
て
二
つ
目
の
テ
ー
マ
、
高
品
質
な
ハ
マ
チ
を
誕
生
さ
せ
る
た
め
の
餌
添
加
物
の
開
発
に
取
り

　

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
誕
生
の
き
っ
か
け

　

前
述
の
製
品
向
上
班
が
考
え
た
テ
ー
マ
は
大
き
く
二
つ
、
一
つ
は
餌
コ
ス
ト
の
削
減
と
、
も
う
一

つ
は
高
品
質
な
ハ
マ
チ
の
開
発
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
高
騰
す
る
魚
粉
の
使
用
量
を
減
ら
す
た

め
に
、
そ
の
代
替
え
と
し
て
研
究
さ
れ
て
い
た
植
物
性
タ
ン
パ
ク
質
と
そ
の
欠
点
を
補
う
タ
ウ
リ
ン

の
添
加
効
果
を
現
場
で
実
証
す
る
こ
と
と
、
低
迷
す
る
養
殖
ハ
マ
チ
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
に
、

ハ
マ
チ
養
殖
発
祥
の
地
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
高
品
質
な
ハ
マ
チ
を
誕
生
さ
せ
る
た
め
の
餌
添
加
物
の

開
発
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
番
目
の
テ
ー
マ
で
開
発
さ
れ
た
の
が
、
オ
リ
ー
ブ
の
葉
の
粉
末
を
餌
に
添

加
し
て
、
切
り
身
に
し
て
も
血
合
肉
の
変
色
が
少
な
い
カ
ン
パ
チ
に
対
抗
で
き
る
特
別
な
ハ
マ
チ
、

す
な
わ
ち
「
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
」
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
七
年
五
月
九
日
に
低
魚
粉
飼
料
の
研
究
で
著
名
な
、
東
京
海
洋
大
学
佐
藤
秀
一
教
授
を
委

員
長
に
製
品
向
上
研
究
会
を
設
置
、
い
ず
れ
の
テ
ー
マ
も
水
槽
実
験
程
度
で
は
実
用
化
に
繋
が
ら
な

い
と
考
え
、
当
初
か
ら
生
産
現
場
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
試
験
に
挑
ん
だ
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
。

　

養
殖
現
場
で
正
確
に
試
験
を
行
っ
て
も
ら
う
た
め
、
県
内
の
全
養
殖
業
者
に
声
を
掛
け
た
が
、
タ

ウ
リ
ン
実
証
試
験
は
良
し
と
し
て
も
、
オ
リ
ー
ブ
の
葉
に
関
し
て
は
、「
未
知
の
物
質
を
餌
に
混
ぜ

て
養
殖
す
る
な
ど
、
ハ
マ
チ
が
死
ん
だ
り
売
れ
な
く
な
る
リ
ス
ク
が
大
き
過
ぎ
る
」
と
し
て
、
当
初

は
誰
も
や
る
と
は
言
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
唯
一
、
嶋
野
組
合
長
の
子
息
で
あ
る
庵
治
漁
協
の
嶋
野

文
太
氏
が
、
そ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な
餌
添
加
物
を
独
自
に
工
夫
し
て
き
た
経
験
か
ら
興
味
を
持
ち
、
自

ら
協
力
を
申
し
出
て
く
れ
た
が
、
結
果
的
に
は
そ
れ
が
大
正
解
で
あ
っ
た
。
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オ
リ
ー
ブ
葉
粉
末
入
り
Ｍ
Ｐ
を
投
与

し
た
ハ
マ
チ
は
、
体
表
の
縦
じ
ま
が

金
色
に
輝
い
て
外
観
が
美
し
く
、
血

合
肉
も
長
時
間
変
色
せ
ず
に
試
食
会

で
高
い
評
価
を
得
、
量
産
化
を
望
む

声
が
数
多
く
聞
か
れ
る
な
ど
当
初
の

予
想
を
上
回
る
成
果
が
得
ら
れ
た

国
が
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
自
給
し
て

オ
イ
ル
サ
ー
デ
ィ
ン
な
ど
を
製
造

し
、
輸
出
し
て
外
貨
を
稼
ぐ
目
的
で

一
九
〇
八
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
苗
木

を
輸
入
し
て
鹿
児
島
、
三
重
、
香
川

の
三
県
に
移
植
し
、
唯
一
育
っ
た
の

が
小
豆
島
で
あ
っ
た

は
し
な
か
っ
た
が
、
オ
リ
ー
ブ
の
葉
が
ハ
マ
チ
の
健
康
に
何
が
し
か
の
影
響
を
与
え
な
い
か
、
福
山

大
学
の
河
原
栄
二
郎
助
教
授
（
当
時
）
に
調
べ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
む
し
ろ
免
疫
力
の
向
上
が

示
唆
さ
れ
健
康
に
も
良
い
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
２
）
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
誕
生

　

な
ぜ
オ
リ
ー
ブ
の
葉
だ
っ
た
の
か

　

瀬
戸
内
海
は
「
世
界
の
宝
石
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
美
し
さ
で
、
魚
介
類
も
極
め
て
豊
富
で
あ

る
。
国
産
オ
リ
ー
ブ
栽
培
発
祥
の
地
は
、
そ
の
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
香
川
県
の
小
豆
島
で
あ
る
。
オ

リ
ー
ブ
の
原
産
地
は
地
中
海
沿
岸
と
さ
れ
る
が
、
国
が
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
自
給
し
て
オ
イ
ル
サ
ー

デ
ィ
ン
な
ど
を
製
造
し
、
輸
出
し
て
外
貨
を
稼
ぐ
目
的
で
一
九
〇
八
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
苗
木
を
輸

入
し
て
鹿
児
島
、
三
重
、
香
川
の
三
県
に
移
植
し
、
唯
一
育
っ
た
の
が
小
豆
島
で
あ
っ
た
と
い
う
。

一
九
六
六
年
に
香
川
県
の
「
県
花
・
県
木
」
に
指
定
さ
れ
、
二
〇
一
三
年
現
在
で
は
香
川
県
の
栽
培

面
積
は
小
豆
島
を
中
心
に
一
七
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
九
州
全
県
が
八
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
そ
の
他
の
県

三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
が
、
香
川
県
以
外
は
ま
だ
取
り
組
み
が
浅
い
た
め
、
国
産
オ
リ
ー
ブ
収
穫

量
二
六
一
ト
ン
の
う
ち
二
五
二
ト
ン
、
九
七
％
が
香
川
県
産
で
あ
る
。
な
お
、
オ
リ
ー
ブ
は
世
界
で

一
，
二
七
五
品
種
ほ
ど
も
あ
る
ら
し
く
、
香
川
県
で
は
特
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
八
割
で
、
ル
ッ
カ
、
マ

ン
ザ
ニ
ロ
、
ネ
バ
デ
ィ
ロ
・
ブ
ラ
ン
コ
の
四
品
種
が
主
に
栽
培
さ
れ
、
収
穫
さ
れ
た
オ
リ
ー
ブ
の
実

か
か
っ
た
。
当
時
で
も
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
持
つ
抗
酸
化
力
は
す
で
に
認
知
さ
れ
始
め
て
い
た
が
、

そ
れ
を
香
川
の
何
を
使
っ
て
発
現
さ
せ
る
か
と
い
う
部
分
で
い
ろ
い
ろ
と
議
論
し
た
。
そ
し
て
最
終

的
に
香
川
で
は
誰
も
が
思
い
付
く「
オ
リ
ー
ブ
」に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
オ
リ
ー

ブ
の
何
を
使
う
か
に
つ
い
て
香
川
県
農
業
試
験
場
、
香
川
県
畜
産
試
験
場
、
香
川
県
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
発
酵
食
品
研
究
所
、
オ
リ
ー
ブ
生
産
業
者
等
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、
オ
イ

ル
の
搾
り
か
す
、
オ
リ
ー
ブ
の
葉
で
種
々
検
討
し
た
結
果
、
養
殖
現
場
で
使
い
易
く
か
つ
強
い
抗
酸

化
力
を
持
つ
オ
リ
ー
ブ
の
葉
を
使
う
こ
と
に
決
め
、
同
年
一
〇
月
三
〇
日
か
ら
生
産
試
験
を
開
始
し

た
。

　

オ
リ
ー
ブ
葉
粉
末
入
り
Ｍ
Ｐ
を
投
与
し
た
ハ
マ
チ
は
、
体
表
の
縦
じ
ま
が
金
色
に
輝
い
て
外
観
が

美
し
く
、
血
合
肉
も
長
時
間
変
色
せ
ず
に
試
食
会
で
高
い
評
価
を
得
、
量
産
化
を
望
む
声
が
数
多
く

聞
か
れ
る
な
ど
当
初
の
予
想
を
上
回
る
成
果
が
得
ら
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
県
産
の
オ
リ
ー
ブ
葉
を
使
っ
た
「
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
」
は
、
本
県
特
産
の
ブ
ラ
ン
ド
魚

に
で
き
る
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
結
論
し
、
引
き
続
き
研
究
を
続
け
て
翌
二
〇
〇
八
年
か

ら
量
産
化
し
て
市
販
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
成
果
は
、
新
た
に
開
発
し
た
可
般
型
ハ
マ
チ
脂
質
含
量
測
定
器
の
デ
ー
タ
も
あ
わ
せ
て
、

二
〇
〇
八
年
三
月
三
〇
日
に
静
岡
市
の
東
海
大
学
海
洋
学
部
で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
二
十
年
度
日
本

水
産
学
会
春
季
大
会
」
で
直
ち
に
口
頭
発
表
し
た
。

　

な
お
、
供
試
魚
は
販
促
体
制
の
整
備
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
、
試
食
に
使
っ
た
の
み
で
市
販
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効
能
を
特
に
期
待
し
た
の
が
、
オ
レ

ウ
ロ
ペ
イ
ン
が
持
つ
強
い
抗
酸
化
力

二
〇
〇
八
年
は
、「
県
花
・
県
木
」

の
オ
リ
ー
ブ
と
「
県
魚
」
ハ
マ
チ
が

と
も
に
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ヤ
ー
で
あ
っ

た

の
一
種
オ
レ
ウ
ロ
ペ
イ
ン
に
つ
い
て
も
、
強
い
抗
酸
化
力
だ
け
で
な
く
、
食
品
素
材
と
し
て
注
目
を

集
め
て
お
り
、
血
糖
降
下
作
用
、
抗
高
血
圧
、
抗
ピ
ロ
リ
菌
活
性
な
ど
の
機
能
性
が
す
で
に
数
多
く

報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

た
だ
、
我
々
が
そ
の
効
能
を
特
に
期
待
し
た
の
が
、
前
述
の
と
お
り
オ
レ
ウ
ロ
ペ
イ
ン
が
持
つ
強

い
抗
酸
化
力
で
あ
っ
た
。

　

通
常
、
ハ
マ
チ
の
切
り
身
は
パ
ッ
ク
詰
め
さ
れ
て
店
頭
に
並
ぶ
と
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
血
合

肉
か
ら
黒
褐
色
に
色
変
わ
り
し
、
見
栄
え
も
悪
く
商
品
価
値
が
著
し
く
低
下
す
る
た
め
、
最
後
は
見

切
り
品
で
処
分
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
原
因
は
血
合
肉
中
の
「
ミ
オ
グ
ロ
ビ
ン
」
と
い
う
成
分
が
、

ま
ず
パ
ッ
ク
内
の
酸
素
に
よ
っ
て
酸
化
さ
れ
て
「
メ
ト
ミ
オ
グ
ロ
ビ
ン
」
に
変
化
し
、
身
肉
に
蓄
積

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

も
と
も
と
ミ
オ
グ
ロ
ビ
ン
は
血
合
肉
中
に
多
く
、
酸
素
分
子
を
代
謝
に
必
要
な
時
ま
で
貯
蔵
す
る

役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
ハ
マ
チ
・
ブ
リ
は
広
域
回
遊
魚
で
あ
る
た
め
に
特
に
血
合
肉
が
発
達
し
て

お
り
、
こ
れ
が
旨
味
の
元
と
な
る
反
面
、
鮮
度
低
下
の
元
凶
と
も
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
防
ぐ
に

は
抗
酸
化
力
を
身
肉
自
身
に
つ
け
さ
せ
る
の
が
一
番
と
の
発
想
で
、
剪
定
し
た
オ
リ
ー
ブ
の
枝
葉
を

乾
燥
し
、
葉
だ
け
を
ち
ぎ
っ
て
（
こ
れ
が
固
く
て
手
作
業
で
は
か
な
り
な
労
力
を
要
す
）
粉
末
に
加

工
し
、
餌
に
混
ぜ
て
投
与
す
る
こ
と
と
し
た
。

は
本
場
イ
タ
リ
ア
か
ら
も
最
高
品
質
と
評
価
さ
れ
る

エ
キ
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
イ
ル
や
、
毎
年
一
〇
月
頃

に
は
新
漬
け
、
化
粧
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
に
加

工
さ
れ
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
二
〇
〇
八
年
は
、「
県
花
・
県
木
」
の
オ
リ
ー

ブ
と
「
県
魚
」
ハ
マ
チ
が
と
も
に
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ヤ
ー

で
あ
っ
た
。
う
ま
く
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
れ
ば

話
題
性
も
あ
り
、
こ
の
上
な
い
好
感
度
を
も
っ
て
県

民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
ま
ず
は

閃
い
た
。
ま
た
、
オ
リ
ー
ブ
の
葉
は
ご
く
少
量
が
オ

リ
ー
ブ
茶
に
使
用
さ
れ
る
の
み
で
ほ
と
ん
ど
未
利
用

で
あ
っ
て
、
良
い
果
実
を
取
る
た
め
に
は
剪
定
も
不

可
欠
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
な
ら
ば
本
県
の
養
殖
規
模

な
ら
十
分
に
必
要
量
が
賄
え
る
だ
ろ
う
と
の
計
算
も

あ
っ
た
。
さ
ら
に
実
際
に
試
験
を
進
め
な
が
ら
い
ろ

い
ろ
調
べ
て
み
る
と
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
高
い
効

能
は
す
で
に
世
界
的
に
認
知
さ
れ
て
い
た
が
、
オ
リ
ー

ブ
の
葉
に
含
ま
れ
る
主
要
成
分
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

成熟したオリーブ果実と小豆島のオリーブ園　（香川県 HP より）
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オ
リ
ー
ブ
葉
粉
末
を
投
与
し
た
ハ
マ

チ
の
体
側
中
央
部
の
血
合
肉
を
取
り

出
し
て
メ
ト
ミ
オ
グ
ロ
ビ
ン
生
成
率

の
変
化
を
調
べ
た
結
果
、
二
週
間
目

で
す
で
に
差
が
出
始
め
、
四
週
間
で

は
サ
ン
プ
リ
ン
グ
後
の
す
べ
て
の
経

過
時
間
に
お
い
て
も
有
意
差
が
認
め

ら
れ
た

　

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
開
発
試
験
の
方
法

　

二
〇
〇
七
年
の
試
験
の
概
要
を
述
べ
る
と
、
嶋
野
氏
が
毎
朝
六
時
頃
か
ら
船
上
で
オ
リ
ー
ブ
葉
粉

末
入
り
の
モ
イ
ス
ト
ペ
レ
ッ
ト
を
製
造
し
、
直
ち
に
圧
搾
空
気
で
小
割
生
簀
ま
で
飛
ば
し
、
一
生
簀

あ
た
り
一
時
間
以
上
の
時
間
を
か
け
て
万
遍
な
く
摂
餌
さ
せ
る
。
苦
い
餌
で
は
あ
る
が
ハ
マ
チ
は
一

気
に
飲
み
込
む
。
試
験
開
始
後
は
隔
週
に
一
回
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
い
、
摂
餌
と
成
長
、
増
肉
の
度

合
い
、
血
液
性
状
、
内
臓
の
形
状
な
ど
、
成
長
と
機
能
に
異
常
が
起
き
て
い
な
い
か
詳
し
く
観
察
し

て
、
身
肉
の
性
状
と
色
彩
変
化
な
ど
基
本
と
な
る
項
目
に
つ
い
て
六
週
間
に
亘
っ
て
追
跡
調
査
を
実

施
し
た
。

　

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
開
発
試
験
の
結
果

　

オ
リ
ー
ブ
葉
粉
末
を
投
与
し
た
ハ
マ
チ
の
体
側
中
央
部
の
血
合
肉
を
取
り
出
し
て
メ
ト
ミ
オ
グ
ロ

ビ
ン
生
成
率
の
変
化
を
調
べ
た
結
果
、
二
週
間
目
で
す
で
に
差
が
出
始
め
、
四
週
間
で
は
サ
ン
プ
リ

ン
グ
後
の
す
べ
て
の
経
過
時
間
に
お
い
て
も
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
（
図
１
―
１
）。
ま
た
六
週
間

目
の
切
り
身
は
、
七
二
時
間
後
で
も
無
添
加
ハ
マ
チ
の
二
四
時
間
経
過
後
よ
り
も
メ
ト
ミ
オ
グ
ロ
ビ

ン
の
生
成
率
が
低
か
っ
た
。
よ
っ
て
血
合
肉
の
褐
変
化
の
原
因
で
あ
る
メ
ト
ミ
オ
グ
ロ
ビ
ン
の
生
成

が
、
オ
リ
ー
ブ
葉
粉
末
の
投
与
に
よ
っ
て
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
六
週
間
目
の
ハ
マ
チ
の
片
身
を
肛
門
直
上
部
で
厚
さ
一
セ
ン
チ
に
カ
ッ
ト
し
て
色
調
の
変

化
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
無
添
加
ハ
マ
チ
は
切
り
身
に
し
て
二
四
時
間
で
褐
変
し
始
め
、
四
八
時
間
後
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嶋野文太氏と船上モイストペレット造粒機 釜の中に柄杓でオリーブ葉粉末を添加

ハマチの尾部大動脈から採血し保存　内臓をすべて取出し病変の有無を検査

血合肉のみを取出し、4℃の冷蔵庫内で
サンプルを調整

真夜中のサンプリングも比較のため実施

図1-1　オリーブ葉粉末を投与したハマチの切り身で認められた
メトミオグロビン生成率の変化　　　　　　　
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仕
上
が
っ
た
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
を
刺

身
・
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
・
に
ぎ
り
寿
司

に
し
て
、
事
務
局
員
を
中
心
に
四
三

名
で
試
食
し
た
結
果
、
香
り
、
旨
味
、

見
た
目
も
良
い
と
い
う
こ
と
で
総
合

で
高
い
評
価
で
あ
っ
た

に
は
部
分
的
な
腐
敗
も
始
ま
っ
た
が
、
オ
リ
ー
ブ
葉
粉
末
投
与
区
は
、
七
二
時
間
経
過
後
に
褐
変
が

始
ま
っ
た
程
度
で
、
見
た
目
だ
け
で
も
大
き
な
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。

　

以
上
、
オ
リ
ー
ブ
葉
粉
末
を
六
週
間
連
続
で
投
与
し
た
ハ
マ
チ
は
、
切
り
身
に
し
て
七
二
時
間
経

過
後
も
褐
変
が
殆
ど
認
め
ら
れ
ず
、
身
肉
の
分
析
を
し
た
結
果
、
オ
レ
ウ
ロ
ペ
イ
ン
様
物
質
も
検
出

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
餌
の
モ
イ
ス
ト
ペ
レ
ッ
ト
に
混
ぜ
た
オ
リ
ー
ブ
葉
粉
末
に
由
来

す
る
オ
レ
ウ
ロ
ペ
イ
ン
が
、
魚
体
内
に
取
り
込
ま
れ
て
肉
質
の
改
善
に
直
接
寄
与
し
た
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
た
。

　

以
上
の
結
果
は
原
著
論
文
と
し
て
二
〇
一
〇
年
四
月
に
日
本
水
産
増
殖
学
会
（Japanese 

S
ociety for A

quaculture R
esearch

）
会
報
第
五
八
巻
第
二
号
に
掲
載
さ
れ
、
学
術
的
に
も
認
知

さ
れ
た
。

　

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
試
食

　

仕
上
が
っ
た
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
を
刺
身
・
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
・
に
ぎ
り
寿
司
に
し
て
、
事
務
局
員
を

中
心
に
四
三
名
（
男
性
四
〇
名
、
女
性
三
名
）
で
試
食
し
た
結
果
、
香
り
、
旨
味
、
見
た
目
も
良
い

と
い
う
こ
と
で
総
合
で
高
い
評
価
で
あ
っ
た
（
図
１
―
２
）。

　

そ
の
後
、
二
〇
一
二
年
八
～
九
月
に
引
田
漁
協
に
お
い
て
オ
リ
ー
ブ
葉
粉
末
入
り
Ｅ
Ｐ
を
使
っ
て

給
餌
試
験
を
実
施
し
、
身
肉
の
遊
離
ア
ミ
ノ
酸
量
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
オ
リ
ー
ブ
投
与
区
の
背
肉

普
通
筋
、
腹
肉
普
通
筋
と
も
に
甘
味
成
分
の
元
で
あ
る
グ
リ
シ
ン
と
ア
ラ
ニ
ン
が
、
図
１
―
３
の
と

図1-3　オリーブ葉粉末入りＥＰを使った給餌試験の結果
（日本水産学会春季大会で香川県水産試験場 大山主任研究員口頭発表 2013.3）

図1-2　オリーブハマチの試食結果のレーダーチャート （計 43 名による）
注：実線はオリーブハマチ、破線は通常ハマチを示す。
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た
次
第
で
あ
る
。

　

瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す

る
香
川
県
海
域
の
水
温
は
、
夏
期
に

二
九
℃
程
度
ま
で
上
が
る
反
面
、
冬

期
は
逆
に
七
度
℃
程
度
ま
で
下
が

る
。
そ
れ
が
こ
の
海
域
の
大
き
な
特

徴
で
、
こ
の
水
温
で
は
ハ
マ
チ
は
越

冬
不
可
で
あ
っ
て
周
年
養
殖
が
で
き

な
い
も
の
の
、
秋
口
か
ら
急
激
に
水

温
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
肉

に
脂
が
一
気
に
乗
る
。
そ
れ
が
他
の

海
域
の
養
殖
ハ
マ
チ
や
天
然
ハ
マ
チ

よ
り
も
早
く
に
旬
を
迎
え
る
所
以
で

あ
る
。
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
が
‘
脂
が

乗
っ
て
い
る
の
に
さ
っ
ぱ
り
し
て
い

る
’
と
言
わ
れ
る
美
味
し
さ
の
‘
秘

密
’
が
こ
こ
に
あ
る
。

お
り
無
添
加
区
よ
り
顕
著
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ

れ
が
、「
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
は
ほ
の
か
な
甘
み
が
あ
っ
て
美
味
し
い
」

と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
切
り
身
の
経
時
変
化

　

毎
年
量
販
店
で
刺
身
パ
ッ
ク
を
購
入
し
、
自
分
で
食
べ
て
み
て
品

質
を
確
認
し
て
い
る
が
、
二
〇
一
五
年
は
九
月
一
五
日
の
一
斉
販
売

を
前
に
、
嶋
野
氏
が
飼
育
し
た
体
重
四
・
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
オ
リ
ー

ブ
ハ
マ
チ
を
同
月
一
一
日
に
受
け
取
っ
て
三
枚
に
下
ろ
し
、
四
分
一

の
背
身
中
央
部
二
〇
セ
ン
チ
分
を
家
庭
用
冷
蔵
庫
の
チ
ル
ド
室
内

（
〇
～
二
℃
）
に
保
存
し
て
、
あ
ら
た
め
て
身
肉
の
変
化
を
追
っ
て

み
た
。

　

開
始
日
か
ら
七
日
目
に
柵
か
ら
切
り
分
け
た
身
肉
（
Ｃ
）
は
、
見

た
目
、
匂
い
と
も
変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
切
り
分
け

て
四
～
五
日
経
過
す
る
と
身
の
下
側
（
背
端
）
の
血
合
い
部
分
か
ら

変
色
し
始
め
（
Ａ
・
Ｆ
）、
一
〇
日
目
に
は
全
体
に
広
が
っ
た
が
腐

敗
は
し
て
い
な
い
（
Ｄ
）。
し
た
が
っ
て
チ
ル
ド
で
柵
の
ま
ま
保
存

す
れ
ば
、
一
週
間
は
生
食
で
何
ら
問
題
が
な
い
こ
と
が
再
確
認
で
き
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＜生産地＞

   

オリーブハマチ発祥の地は、 香川県のほぼ中央の庵治漁業協同組合が免許を受けて

いる、 ここ高松市庵治町沖の大島地先漁場である。 水深は約 8 ｍあり 10 ｍ四方の小割

生簀が十数台連なる。 写真は開発当初から現在まで一貫してこだわりの生産を続けてい

る嶋野文太氏と、 所有する給餌船である。

2015 年は庵治漁協ほか引田、 鴨庄、 さぬき市、 牟礼、 直島の県下 6 漁協において

13 業者がオリーブハマチを生産して日々技術の改善を図っている。

＜プロフィール＞

「オリーブハマチ」 は、 消費者の

皆さんによく間違われるが種類名で

はない。 「オリーブの葉の粉末を餌に

混ぜて食べさせた香川県特産のブラ

ンドハマチです！」 と笑顔で説明し、

試食もしていただきながら販売促進を

行っている。 また海外輸出の際に書

類に記載する名称は、 当然ながら学

名 Seriola quinqueradiata、 英名は

Young Yellowtail であり、 特段通常の

ハマチ ・ ブリと変わらないが、 販売

時のパック表示は、 台湾では 「橄欖

青 」、 香港では 「橄欖油甘魚」 で

ある。 カンランはオリーブの木のこと

オリーブハマチ・ガイダンスで、 ハマチを示す油甘魚はまさしく味そのものを表現しており、 誠に興味深い。

2009 年 6 月 26 日に県かん水が商標登録を行い、 さらに販売先からの要望を受けて、

4.5kg 以上のサイズのオリーブハマチを 「オリーブぶり」 と命名し、 2011 年 4 月 15 日に

商標登録を行って販売拡大を図っている。 箱出荷の際には刺身パック貼付用の楕円形

シールが、 通常一尾あたり 20 枚添付される。

＜認定基準 （県かん水制定） ＞

①　組合員が毎年 4 ～ 6 月に香川県海域に導入し養殖した香川県産 2 年魚ハマチ

②　組合が指定した業者が摘採 ・ 製造した香川県産オリーブ葉粉末を飼料に 2％以上

添加

③　出荷直前まで 20 日以上連続して給餌

＜アピールポイント＞

●血合肉中のメトミオグロビン （metMb） 生成率 ： 給餌 2 週間で低下が認められて鮮度

維持

●血合肉中の遊離アミノ酸量 ： グリシン ・ アラニンが特に多く含まれ、 ほのかな甘味を感

じる

●食味 ： 脂っこくなく食べ易い、 旨みがある、 魚臭さがない、 などバランスよく高評価

☆県漁連は 2003 年に東かがわ市に香川県漁業協同組合連合会 引田水産加工セン

ター （以下、 引田加工場という） を整備し、 生簀から取り揚げた 2 時間後には新鮮なフィ

レが真空パックされて箱詰される。 2014 年 10 月 14 日に HACCP の認定を受け、 輸出対

応も強化された。 自画自賛になるが、オリーブハマチは三枚に下ろす際に表皮も剥ぎ易く、

刺身も角がきっちり立って色白で臭いもなく、見栄えも非常に良い。 脂もきめ細かく「さらっ」

として断面も滑らかに輝き、 旨みがあって刺身はもちろん握り鮨、 カルパッチョ、 しゃぶしゃ

ぶなど用途は幅広い。
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他
の
記
念
事
業
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
事
業
費
一
三
，
〇
〇
〇
千
円
で

同
時
並
行
の
形
で
引
き
続
き
数
多
く

の
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ

が
、
と
り
わ
け
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
は

そ
の
中
心
的
な
位
置
付
け
で
あ
っ
た

『
香
川
ブ
ラ
ン
ド
ハ
マ
チ
三
兄
弟
』

覧
会
及
び
試
食
会
を
開
催
、
ハ
マ
チ
ハ
ン
タ
ー
選
手
権
大
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
京
浜
・
京
阪
神
地
域
、
さ
ら
に
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
ハ
マ
チ
フ
ェ
ア
を
主
催
し
た
。
特
に
地
域

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
定
を
受
け
た
直
後
の
「
ひ
け
た
鰤
」
に
、

「
な
お
し
ま
ハ
マ
チ
」
と
「
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
」
を
加
え
て

命
名
し
た
『
香
川
ブ
ラ
ン
ド
ハ
マ
チ
三
兄
弟
』
は
、そ
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
が
当
た
り
、
県
産
養
殖
ハ
マ
チ
の
宣
伝
に
大
い
に
貢

献
し
た
。
よ
っ
て
こ
の
二
〇
〇
八
年
が
、
ま
さ
し
く
オ
リ
ー

ブ
ハ
マ
チ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ビ
ュ
ー
の
年
で
あ
り
、
同
年
一
一

月
一
六
日
が
記
念
す
べ
き
初
売
り
の
日
で
あ
っ
て
、
生
産
し

た
一
万
尾
は
ご
く
短
い
期
間
で
売
り
切
れ
る
な
ど
大
き
な
反

響
が
あ
っ
た
。‘
切
り
身
に
し
た
後
も
変
色
せ
ず
大
変
使
い

易
い
’
と
い
っ
た
業
者
か
ら
の
反
応
に
加
え
て
、
そ
れ
を
食

べ
た
一
般
消
費
者
か
ら
は
、‘
脂
が
乗
っ
て
い
て
も
サ
ッ
パ

リ
と
し
て
お
り
、
臭
み
が
無
く
て
後
味
も
良
い
’
と
い
っ
た

温
か
く
好
意
的
な
言
葉
が
届
け
ら
れ
、
想
定
以
上
の
反
響
で

あ
っ
た
。

　

翌
年
度
以
降
、
県
か
ん
水
が
毎
年
苦
労
し
て
オ
リ
ー
ブ
葉

第
二
章　

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の

　
　
　
　

生
産
拡
大
と
販
売
促
進
・
販
路
開
拓

（
１
）
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
生
産
と
普
及
の
経
緯

　

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
生
産

　

二
〇
〇
八
年
度
は
「
ハ
マ
チ
養
殖
八
〇
周
年
」
を
前
面
に
出
し
て
実
行
委
員
会
を
衣
替
え
し
、
県

産
ハ
マ
チ
の
普
及
啓
発
や
販
売
促
進
、
販
路
拡
大
に
本
格
的
に
着
手
し
た
。
お
り
し
も
香
川
県
で
は

瀬
戸
大
橋
開
通
二
〇
周
年
、
オ
リ
ー
ブ
植
栽
一
〇
〇
周
年
、
手
袋
生
誕
一
二
〇
年
と
い
う
節
目
も
迎

え
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
周
年
事
業
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
事
業
費
一
三
，
〇
〇
〇
千
円
（
う
ち

県
費
五
，
〇
〇
〇
千
円
、
残
り
は
業
界
団
体
）
で
同
時
並
行
の
形
で
引
き
続
き
数
多
く
の
事
業
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
が
、
と
り
わ
け
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
は
そ
の
中
心
的
な
位
置
付
け
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
小
豆
島
の
オ
リ
ー
ブ
業
者
や
県
農
業
試
験
場
、
高
松
市
内
の
沿
木
な
ど
か
ら
オ
リ
ー
ブ
葉

を
集
め
て
品
質
等
を
吟
味
の
う
え
、
県
内
の
魚
粉
会
社
に
依
頼
し
て
最
終
的
に
五
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
粉
末
を
製
造
、
水
産
試
験
場
で
の
予
備
試
験
を
経
て
一
〇
月
三
日
か
ら
庵
治
漁
協
の
二
業
者
が
計

一
万
尾
の
生
産
に
着
手
し
た
。
そ
し
て
実
行
委
員
会
が
「
ハ
マ
チ
大
使
」
を
公
募
に
よ
り
任
命
し
、

一
〇
月
二
一
日
に
は
東
京
・
築
地
な
ど
県
内
外
の
流
通
関
係
者
五
〇
名
を
招
待
し
て
漁
場
見
学
・
内香川ブランドハマチ試食会での服部会長と嶋野組合長 （2008.10.21）
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「
三
〇
万
尾
の
安
定
生
産
」
も
確
実

に
射
程
に
入
っ
た

を
集
め
た
こ
と
、
ま
た
生
産
者
が
積
極
的
に
増
産
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
図
２
―
１
の
と
お
り
毎

年
五
万
尾
ず
つ
増
え
、
二
〇
一
三
年
度
以
降
は
浜
値
の
上
昇
も
あ
っ
て
若
干
伸
び
悩
ん
だ
も
の
の
、

二
〇
一
五
年
度
は
一
三
経
営
体
で
二
七
万
一
千
尾
と
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
こ
れ
は
年
末
前
後
に

天
然
ブ
リ
・
ハ
マ
チ
が
不
漁
で
、
し
か
も
一
月
の
水
温
が
高
め
に
推
移
し
た
た
め
、
例
年
よ
り
出
荷

期
間
を
延
長
で
き
た
こ
と
が
大
き
い
が
、嶋
野
組
合
長
が
開
発
当
初
か
ら
目
標
と
し
て
き
た「
三
〇
万

尾
の
安
定
生
産
」
も
、
こ
れ
で
確
実
に
射
程
に
入
っ
た
。

　

二
〇
一
五
年
の
初
売
り
は
九
月
一
五
日
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
で
初
売
り
は
毎
年
九
月
中
旬
で
定

着
し
た
。
販
売
サ
イ
ド
の
要
望
も
あ
っ
て
マ
ス
コ
ミ
に
告
知
も
し
た
う
え
で
、
県
内
は
も
と
よ
り
首

都
圏
の
量
販
店
や
小
売
店
の
店
頭
に
、
一
斉
に
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
が
並
ぶ
シ
ス
テ
ム
を
す
で
に
構
築

済
み
で
あ
る
。

　

以
上
の
と
お
り
、
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
は
、
次
の
世
代
ま
で
何
と
し
て
で
も
魚
類
養
殖
業
を
繋
い
で

い
こ
う
と
日
々
努
力
と
研
鑚
を
重
ね
、幾
多
の
辛
苦
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
生
産
者
の
方
々
の‘
夢

と
人
生
の
融
合
体
’
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
名
実
と
も
に
香
川
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る
日
も

近
い
と
確
信
し
て
い
る
。

　

さ
ぬ
き
海
の
幸
販
売
促
進
協
議
会
と
香
川
県
の
活
動

　

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
ほ
か
香
川
ブ
ラ
ン
ド
ハ
マ
チ
三
兄
弟
の
販
売
促
進
・
販
路
開
拓
活
動
を
牽
引
し

て
き
た
の
は
、
香
川
の
水
産
団
体
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
販
売
事
業
売
上
高
が
北
海
道
漁
連
に
次
ぐ

図 2-1　年度別オリーブハマチ生産尾数と経営体の推移 （県かん水調べ）

2013･2014 年の初売り風景 （高松市中央卸売市場）
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試
食
宣
伝
や
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
の
人
的

支
援
は
、
三
者
で
組
織
す
る
「
さ
ぬ

き
海
の
幸
販
売
促
進
協
議
会
」
で
対

応

全
国
第
二
位
で
あ
る
県
漁
連
の
服
部
会
長
の
力
が
一
番
大
き

い
。
そ
し
て
店
頭
で
の
試
食
宣
伝
や
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
の
人
的

支
援
は
、
県
か
ん
水
の
嶋
野
組
合
長
を
先
頭
に
、
県
漁
連
と

（
一
社
）
香
川
県
水
産
振
興
協
会
、
香
川
県
（
農
政
水
産
部

水
産
課
）
の
三
者
で
組
織
す
る
「
さ
ぬ
き
海
の
幸
販
売
促
進

協
議
会
」の
事
務
局
員
が
役
割
分
担
の
う
え
交
代
で
対
応
し
、

毎
年
度
必
要
と
す
る
約
一
，
五
〇
〇
万
円
の
事
業
費
は
、
県

漁
連
ほ
か
水
産
団
体
と
関
係
漁
協
か
ら
の
拠
出
金
で
賄
っ
て

い
る
。

　

加
え
て
ハ
マ
チ
は
「
県
魚
」
で
あ
り
、
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ

は
県
の
重
要
な
ブ
ラ
ン
ド
産
品
で
あ
る
た
め
、
真
鍋
前
知
事

に
引
き
続
き
浜
田
恵
造
知
事
も
就
任
当
初
よ
り
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
県
内
は
も
と
よ
り
京
阪
神

か
ら
首
都
圏
、
さ
ら
に
は
香
港
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
海
外

で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
さ
ぬ
き
海
の
幸
販
売
促
進
協
議
会
は
ど
う
し
て
も

国
内
中
心
の
活
動
と
な
る
た
め
、
海
外
に
つ
い
て
は
主
に
香

川
県
交
流
推
進
部
県
産
品
振
興
課
と
（
一
財
）
か
が
わ
県
産

2015 年の各量販店での初売り風景 （2015.9.15）

服部会長がセールス
 （ゆめタウン高松 2008.12.28）

嶋野組合長がセールス
 （イオン洛南店 2011.11.3）
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首
都
圏
お
よ
び
京
阪
神
地
区
で
の
流

通
懇
談
会
を
は
じ
め
量
販
店
等
の
店

頭
に
お
い
て
、
明
る
い
‘
笑
顔
’
で

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
Ｐ
Ｒ
や
試
食
の

提
供
を
し
て
評
判
も
良
か
っ
た

品
振
興
機
構
が
他
の
県
産
品
と
あ
わ
せ
て
販
促
活
動
を
行

い
、
国
内
で
も
政
策
的
に
必
要
な
取
引
先
は
主
体
的
に
動
く

な
ど
、
業
界
団
体
と
県
と
が
そ
れ
ぞ
れ
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
最
大
活
用
し
な
が
ら
、‘
攻
め
’の
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

香
川
お
さ
か
な
大
使
の
活
躍

　

二
〇
〇
八
年
に
公
募
し
た
「
ハ
マ
チ
大
使
」
は
予
期
以
上

の
活
躍
で
大
変
好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
翌
年
か
ら
県
漁
連
が

県
産
水
産
物
全
体
の
販
売
を
促
進
す
る
「
香
川
お
さ
か
な
大

使
」
を
公
募
し
、
二
〇
一
五
年
で
は
や
七
代
目
を
迎
え
た
。

首
都
圏
お
よ
び
京
阪
神
地
区
で
の
流
通
懇
談
会
を
は
じ
め
量
販
店
等
の
店
頭
に
お
い
て
、明
る
い‘
笑

顔
’
で
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
Ｐ
Ｒ
や
試
食
の
提
供
を
し
て
評
判
も
良
か
っ
た
。
そ
の
活
動
範
囲
は
、

二
〇
〇
九
年
は
県
内
中
心
で
ま
ず
県
民
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
を
図
り
、
特
に
二
〇
一
二
年
か
ら
は
県

外
を
主
軸
に
幅
広
く
試
食
宣
伝
活
動
を
行
っ
て
、
認
知
度
の
向
上
と
販
売
促
進
に
大
い
に
貢
献
し
て

く
れ
た
。
近
年
は
魚
以
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
声
が
か
か
る
な
ど
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
が
、
大
学

生
が
多
い
た
め
に
学
業
優
先
で
、
若
干
活
動
が
鈍
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
（
図
２
―
２
）。
も

ち
ろ
ん
県
職
員
や
業
界
団
体
職
員
も
一
緒
に
な
っ
て
精
力
的
に
販
売
促
進
に
取
り
組
ん
だ
結
果
が
、

現
在
の
生
産
・
販
売
数
量
に
繋
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。

浜田知事がトップセールス 
（イオン野田阪神店 2012.10.19）

活躍してくれた‘笑顔’のハマチ大使と歴代の香川おさかな大使

図 2-2　ハマチ大使・香川おさかな大使派遣店舗数の推移 （毎年度 9 ～ 1 月分）
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順
調
に
販
売
数
量
を
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
さ
ぬ
き
海
の
幸
販
売

促
進
協
議
会
が
毎
年
事
業
計
画
を
立

て
て
普
及
・
販
売
促
進
活
動
を
計
画

的
効
率
的
に
実
施
し
、
県
内
の
大
・

小
す
べ
て
の
量
販
店
と
二
百
を
超
え

る
鮮
魚
小
売
店
か
ら
絶
大
な
支
援
と

協
力
を
得
た
賜
物

（
２
）
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
国
内
販
売

　

県
内

　

・
販
促
の
経
過
と
結
果

　

二
〇
〇
八
年
に
一
万
尾
を
販
売
し
て
以
降
、
今
日
ま
で
本
県
の
期
間
限
定
の
特
産
品
と
し
て
定
着

さ
せ
る
た
め
、
量
販
店
等
の
店
頭
で
切
れ
目
な
く
試
食
宣
伝
を
繰
り
返
し
て
、
ま
ず
は
オ
リ
ー
ブ
ハ

マ
チ
の
認
知
度
の
向
上
に
努
め
て
き
た
。
そ
う
し
て
翌
二
〇
〇
九
年
に
五
万
尾
に
増
や
し
、
そ
の
後

も
順
調
に
販
売
数
量
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
さ
ぬ
き
海
の
幸
販
売
促
進
協
議
会
が
毎
年
事

業
計
画
を
立
て
て
普
及
・
販
売
促
進
活
動
を
計
画
的
効
率
的
に
実
施
し
、
県
内
の
大
・
小
す
べ
て
の

量
販
店
と
二
百
を
超
え
る
鮮
魚
小
売
店
か
ら
絶
大
な
支
援
と
協
力
を
得
た
賜
物
で
あ
る
。
そ
し
て
消

費
者
に
安
心
し
て
購
入
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
も
と
よ
り
そ
れ
は
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
品
質
自
体
が

素
晴
ら
し
く
、
驚
き
と
喜
び
を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
リ
ピ
ー
タ
ー
が
倍
々
ゲ
ー

ム
で
増
え
て
い
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

こ
の
間
の
協
議
会
の
活
動
を
年
度
順
に
概
略
整
理
し
た
。

　

二
〇
〇
九
年
度
：
一
一
月
一
〇
日
に
東
京
・
大
阪
な
ど
県
内
外
か
ら
関
係
者
約
一
三
〇
名
を
招
待

し
て
漁
場
見
学
会
と
試
食
会
を
開
催
。「
香
川
ブ
ラ
ン
ド
ハ
マ
チ
三
兄
弟
」
を
前
面
に
、
マ
ル
ヨ
シ

セ
ン
タ
ー
、
マ
ル
ナ
カ
、
イ
オ
ン
、
イ
ズ
ミ
、
三
越
、
天
満
屋
、
コ
ー
プ
な
ど
で
試
食
宣
伝
を
行
う
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数
の
量
販
店
で
試
食
宣
伝
を
行
う
と
と
も
に
、
オ
リ
ー
ブ

ハ
マ
チ
の
一
斉
販
売
や
「
た
か
ま
つ
市
場
フ
ェ
ス
タ
」
で

の
試
食
宣
伝
、
食
育
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
Ｐ
Ｒ
に

努
め
た
。

　

二
〇
一
四
年
度
：
国
の
補
助
を
得
て
九
月
二
五
日
か
ら

三
か
月
間
、高
松
琴
平
電
気
鉄
道
（
株
）
の
琴
平
線
に
ラ
ッ

ピ
ン
グ
電
車
を
一
日
八
往
復
走
ら
せ
て
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ

を
Ｐ
Ｒ
。
日
本
さ
か
な
検
定
（
第
五
回
）
を
高
松
市
で
開

催
。
県
内
の
市
や
町
で
開
催
さ
れ
る
マ
ル
シ
ェ
や
地
域
イ

ベ
ン
ト
、
県
が
開
催
す
る
「
食
の
大
博
覧
会
」
な
ど
に
参

画
。
多
数
の
量
販
店
で
試
食
宣
伝
を
行
う
と
と
も
に
、
オ

リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
一
斉
販
売
や
「
た
か
ま
つ
市
場
フ
ェ
ス

タ
」
で
の
試
食
宣
伝
、
食
育
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
し
て

Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
。

　

二
〇
一
五
年
度
：
一
一
月
七
日
に
高
松
市
の
中
心
街
で

「
ハ
マ
チ
の
県
魚
指
定
二
〇
周
年
」記
念
式
典
を
執
り
行
っ

た
。
ま
た
、
金
毘
羅
宮
へ
の
香
川
ブ
ラ
ン
ド
ハ
マ
チ
三
兄

弟
の
奉
納
、
金
毘
羅
参
道
や
栗
林
公
園
の
県
の
ア
ン
テ
ナ

と
と
も
に
一
一
月
一
三
日
に
魚
商
組
合
と
連
携
し
て
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
一
斉
販
売
を
実
施
、
翌
年

以
降
定
番
化
さ
れ
た
。
前
年
好
評
で
あ
っ
た
ハ
マ
チ
ハ
ン
タ
ー
選
手
権
大
会
・
親
子
ハ
マ
チ
つ
か
み

取
り
大
会
を
開
催
。
食
育
教
室
や
料
理
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
普
及
啓
発
に
努
め
た
。
飲
食
店

に
特
製
提
灯
を
配
布
し
て
県
産
ハ
マ
チ
の
消
費
拡
大
を
図
っ
た
。

　

二
〇
一
〇
年
度
：
一
一
月
七
日
に
高
松
市
の
中
心
街
で
「
ハ
マ
チ
の
県
魚
指
定
一
五
周
年
」
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。「
香
川
ブ
ラ
ン
ド
ハ
マ
チ
三
兄
弟
」
を
前
面
に
、
多
数
の
量
販
店
で
試
食
宣
伝

を
行
う
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
二
日
に
魚
商
組
合
と
連
携
し
て
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
一
斉
販
売
を

行
っ
た
。

　

二
〇
一
一
年
度
：
県
内
の
市
や
町
で
開
催
さ
れ
る
マ
ル
シ
ェ
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参

画
。
引
き
続
き
多
数
の
量
販
店
で
試
食
宣
伝
を
行
う
と
と
も
に
、
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
一
斉
販
売
や

高
松
市
中
央
卸
売
市
場
で
年
一
回
開
催
さ
れ
る
「
た
か
ま
つ
市
場
フ
ェ
ス
タ
」
で
の
大
試
食
会
、
食

育
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
。

　

二
〇
一
二
年
度
：
大
好
評
の
ハ
マ
チ
ハ
ン
タ
ー
選
手
権
大
会
・
親
子
ハ
マ
チ
つ
か
み
取
り
大
会
を

三
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
。
県
内
の
市
や
町
で
開
催
さ
れ
る
マ
ル
シ
ェ
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
参
画
。
多

数
の
量
販
店
で
試
食
宣
伝
を
行
う
と
と
も
に
、
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
一
斉
販
売
や
「
た
か
ま
つ
市
場

フ
ェ
ス
タ
」
で
試
食
宣
伝
、
食
育
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
。

　

二
〇
一
三
年
度
：
日
本
さ
か
な
検
定
（
第
四
回
）
を
高
松
市
で
初
め
て
開
催
。
県
内
の
市
や
町
で

開
催
さ
れ
る
マ
ル
シ
ェ
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
、
県
が
開
催
す
る
「
食
の
大
博
覧
会
」
な
ど
に
参
画
。
多琴電琴平線のラッピング電車の出発式 （2014.9.25）
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事
務
局
員
は
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
き
っ
か

け
を
作
り
、
見
つ
け
、
店
舗
等
か
ら

の
要
望
を
で
き
る
だ
け
受
け
止
め

て
、
時
と
場
所
は
気
に
せ
ず
、
そ
し

て
ど
こ
へ
で
も
出
か
け
て
行
っ
て
積

極
的
に
県
産
水
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
た

量
販
店
で
は
、
目
先
を
変
え
る
た
め

に
、
そ
ろ
そ
ろ
他
県
産
の
養
殖
ハ
マ

チ
や
天
然
ブ
リ
を
店
頭
に
並
べ
る
兆

し
が
垣
間
見
え
る

行
政
の
推
進
’
に
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
、
旬
の
情
報
を
臨
機
に
提
供
す
れ
ば
、
取

材
の
可
否
は
あ
ち
ら
任
せ
で
は
あ
っ
て
も
、
取
り
上
げ
て
も
ら
え
ば
大
き
な
Ｐ
Ｒ
に
な
る
。
特
に
オ

リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
は
手
あ
か
の
つ
い
て
い
な
い
好
イ
メ
ー
ジ
の
素
材
で
あ
っ
た
た
め
、
数
多
く
の
取
材

を
受
け
た
。
と
り
わ
け
販
売
初
年
度
の
二
〇
〇
八
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
松
放
送
局
の
斉
藤
政
直
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
が
幅
広
く
取
材
を
さ
れ
、
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
を
経
て
一
二
月
二
五
日
に
は
「
お
元
気
で
す
か

日
本
列
島
」
で
初
め
て
全
国
放
送
さ
れ
て
以
降
、
毎
年
同
局
を
は
じ
め
四
国
新
聞
社
ほ
か
県
内
の
マ

ス
コ
ミ
各
社
に
温
か
く
好
意
的
に
数
多
く
の
報
道
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
お
か
げ
で
熾
烈
な
水

産
物
流
通
市
場
に
、
ま
さ
し
く
躍
り
出
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
本
当
に
感
謝
に
堪
え
な
い
。
こ
れ

が
、
県
が
開
発
に
携
わ
っ
た
こ
と
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

・
今
後
の
方
向
性

　

県
内
消
費
は
、
こ
れ
か
ら
は
当
分
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
今
で
は
九
月
中
旬
か

ら
一
月
半
ば
の
間
は
「
店
頭
に
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
が
並
ん
で
い
て
当
然
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
ほ
ぼ

完
全
に
定
着
で
き
て
い
る
。
し
か
し
量
販
店
で
は
、
目
先
を
変
え
る
た
め
に
、
そ
ろ
そ
ろ
他
県
産
の

養
殖
ハ
マ
チ
や
天
然
ブ
リ
を
店
頭
に
並
べ
る
兆
し
が
垣
間
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
お
し
な
べ
て
価
格
が

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
よ
り
安
く
、
見
た
目
だ
け
で
も
そ
の
品
質
の
違
い
が
わ
か
る
。
品
質
よ
り
価
格
で

購
入
を
決
め
る
お
客
が
増
え
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、‘
高
く
て
も
買
う
’
が
通
用
し
な
く
な

る
と
ブ
ラ
ン
ド
化
は
意
味
を
な
さ
な
く
な
る
た
め
、
引
き
続
き
多
数
の
量
販
店
で
試
食
宣
伝
を
行
う

と
と
も
に
、
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
一
斉
販
売
や
「
た
か
ま
つ
市
場
フ
ェ
ス
タ
」
で
の
試
食
宣
伝
、
食

シ
ョ
ッ
プ
‘
栗
林
庵
’
で
の
大
々
的
な
試
食
提
供
も
実
施
。

長
野
市
の
ア
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
安
茂
里
店
で
、お
さ
か
な
シ
ャ

ト
ル
（
海
産
魚
の
普
及
宣
伝
用
の
移
動
水
族
館
）
も
活
用

し
て
「
さ
ぬ
き
海
の
幸
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
。
日
本
さ
か

な
検
定
（
第
六
回
）
を
高
松
市
で
開
催
。
県
内
の
市
や
町

で
開
催
さ
れ
る
マ
ル
シ
ェ
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
、
県
が
開
催

す
る
「
食
の
大
博
覧
会
」
な
ど
に
参
画
。
多
数
の
量
販
店

で
試
食
宣
伝
を
行
う
と
と
も
に
、
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
一

斉
販
売
や
「
た
か
ま
つ
市
場
フ
ェ
ス
タ
」
で
の
試
食
宣
伝
、

食
育
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
。

　

以
上
、
事
務
局
員
は
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
き
っ
か
け
を
作
り
、

見
つ
け
、
店
舗
等
か
ら
の
要
望
を
で
き
る
だ
け
受
け
止
め

て
、
時
と
場
所
は
気
に
せ
ず
、
そ
し
て
ど
こ
へ
で
も
出
か

け
て
行
っ
て
積
極
的
に
県
産
水
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。
そ
の

姿
勢
は
、
現
在
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
開
発
当
初
か
ら
一
貫
し
て
実
行
し
て
き
た
の
が
、

‘
報
道
機
関
へ
の
情
報
提
供
を
怠
ら
な
い
’
こ
と
で
あ
る
。

県
庁
に
は
記
者
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
て
‘
県
民
に
開
か
れ
た
県

県魚 ｢ ハマチ ｣ 指定 20 周年記念式典 （2015.11.7）
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サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ア
＆
ス
ピ
リ
ッ
ツ

（
株
）
と
五
年
連
続
で
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン双
方
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
更
な

る
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
の
思
い
が
一

致
し
た
共
同
企
画
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
に
量
販
店
も
相
乗
り
し
た
格
好
で

展
開
で
き
て
い
る

レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
双
方
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
更
な
る
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
の
思
い
が
一
致
し
た

共
同
企
画
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
量
販
店
も
相
乗
り
し
た
格
好
で
展
開
で
き
て
い
る
。
二
〇
一
一
年

五
月
一
七
日
に
申
し
合
わ
せ
調
印
式
を
、
そ
し
て
四
国
内
で
二
〇
一
二
年
一
八
二
店
舗
、
二
〇
一
三

年
二
五
〇
店
舗
と
拡
大
、
県
漁
連
が
サ
ン
ト
リ
ー
と
香
川
県
に
協
力
す
る
形
で
、
店
頭
に
お
い
て
連

続
的
に
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
た
が
、
も
と
よ
り
最
高
品
質
の
両
者
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
取
り
組
み
自

体
が
宣
伝
に
な
っ
た
。
夏
は
オ
リ
ー
ブ
牛
、
冬
は
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
で
す
で
に
定
番
化
し
た
フ
ェ
ア

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
実
藤
重
幸
支
店
長
（
現 

サ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
（
株
）

西
部
支
社　

副
支
社
長
）
の
尽
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

・
今
後
の
方
向
性

　

企
業
と
の
連
携
は
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
最
も
重
要
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
実
施
場
所
・
店
舗
選

び
も
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
ま
た
双
方
の
担
当
者
が
変
わ
れ
ば
そ
れ
で
す
ぐ
に
終
了
、
と
い

う
こ
と
も
多
い
し
い
ず
れ
の
商
品
に
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
て
も
怖
い
。
幸
い
に
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
五
年
間
も
続
く
と
い
う
こ
と
は
稀
で
あ
ろ
う
か
ら
、
今
後
も
ぜ
ひ
続
け
て
双
方
の
実
売
に
繋
が
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

中
四
国
・
近
畿

　

・
販
促
の
経
過
と
結
果

　

近
畿
で
は
、
県
漁
連
と
県
が
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
隔
年
で
一
一
月
に
大
阪
市
中
央

育
教
室
の
開
催
な
ど
き
め
細
か
く
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
最
高
の
応
援
団
で
あ
る
県
内
消
費
者
の
購
買
意

欲
を
絶
対
に
落
と
さ
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ア
＆
ス
ピ
リ
ッ
ツ
（
株
）
と
の
連
携

　

・
販
促
の
経
過
と
結
果

　

販
売
当
初
か
ら
企
業
連
携
の
宣
伝
販
売
は
い
く

つ
か
取
り
組
ん
だ
が
、
な
か
で
も
サ
ン
ト
リ
ー
ビ

ア
＆
ス
ピ
リ
ッ
ツ
（
株
）
中
国
・
四
国
支
社
は
、

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
と
同
社
の
プ
レ
ミ
ア
ム
モ
ル
ツ

を
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
て
、
二
〇
一
一
年
か

ら
二
〇
一
五
年
ま
で
五
年
連
続
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
打
ち
、
デ
パ
ー
ト
や
量
販
店
で
消
費
者
向
け
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
な
が
ら
、
県
内
は
も
と
よ

り
四
国
内
で
の
周
知
性
の
向
上
と
販
売
拡
大
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
七
年

の
三
年
連
続
で
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
最
高
金

賞
を
受
賞
し
た
同
社
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
、
香

川
県
産
ハ
マ
チ
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
の
コ
ラ
ボ

申し合わせ調印式 （向かって左から服部会長、井上支社長、
浜田知事、田辺 JA 香川県理事長 2011.5.17）
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ジ
ャ
ス
コ
（
イ
オ
ン
）
洛
南
店
は
毎

年
一
一
月
頃
に
開
催
す
る
「
香
川
県

フ
ェ
ア
」
で
は
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
・

ぶ
り
を
扱
い
、
二
〇
一
三
年
以
降
は

さ
ら
に
な
お
し
ま
ハ
マ
チ
を
定
番

化
、
イ
オ
ン
野
田
阪
神
店
も
二
〇
一

二
年
か
ら
な
お
し
ま
ハ
マ
チ
を
旬
の

ハ
マ
チ
と
し
て
定
番
化
さ
れ
て
い
る

卸
売
市
場
に
て
京
阪
神
流
通
懇
談
会
を
開
催
し
て
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
も
実
施
し
て
い
る
。
そ
れ
に
先

立
っ
て
阪
神
百
貨
店
地
下
で
日
本
有
数
の
鮮
魚
売
上
高
を
誇
る（
株
）阪
神
髭
定
の
川
口 

保
社
長
が
、

二
〇
〇
七
年
の
試
食
段
階
か
ら
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
を
高
く
評
価
し
て
、
発
売
と
同
時
に
旬
の
定
番
品

と
し
て
取
扱
い
を
始
め
、
毎
年
安
定
し
た
数
量
を
販
売
さ
れ
て
い
る
。
ル
ー
ト
は
大
阪
市
中
央
卸
売

市
場
の
（
株
）
う
お
い
ち
を
経
由
し
て
（
株
）
阪
神
髭
定
で
あ
る
。
ま
た
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
（
株
）

は
二
〇
〇
八
年
か
ら
京
都
・
大
阪
の
ジ
ャ
ス
コ
で
取
り
扱
い
を
開
始
、
特
に
ジ
ャ
ス
コ
（
イ
オ
ン
）

洛
南
店
は
毎
年
一
一
月
頃
に
開
催
す
る
「
香
川
県
フ
ェ
ア
」
で
は
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
・
ぶ
り
を
扱
い
、

二
〇
一
三
年
以
降
は
さ
ら
に
な
お
し
ま
ハ
マ
チ
を
定
番
化
、
イ
オ
ン
野
田
阪
神
店
も
二
〇
一
二
年
か

ら
な
お
し
ま
ハ
マ
チ
を
旬
の
ハ
マ
チ
と
し
て
定
番
化
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
（
株
）
中
四
国
カ
ン
パ
ニ
ー
は
二
〇
一
一
年
一
〇
月
か
ら
、
オ
リ
ー

ブ
葉
粉
末
入
り
の
特
注
Ｅ
Ｐ
を
餌
に
し
て
育
て
た
引
田
産
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
フ
ィ
レ
を
使
い
、
香

川
・
岡
山
の
八
店
舗
で
ハ
マ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
店
舗
間
競
争
）
を
開
催
し
て
四
，
四
〇
〇
尾
分
を

取
り
扱
い
、
年
々
そ
の
エ
リ
ア
・
数
量
を
拡
大
し
て
二
〇
一
三
年
は
一
七
，
二
〇
〇
尾
に
、
さ
ら

に
、
ひ
け
た
鰤
と
同
じ
二
五
メ
ー
ト
ル
四
方
の
大
型
生
簀
で
育
て
た
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
を
、
同
社
の

ト
ッ
プ
バ
リ
ュ
ー
に
認
定
す
べ
く
、
生
産
者
の
服
部
会
長
の
子
息
で
あ
る
引
田
漁
協
の
服
部
秀
俊
氏

と
、
県
漁
連
引
田
加
工
場
と
の
交
渉
を
重
ね
、
価
格
・
数
量
・
表
示
方
法
等
の
細
部
の
調
整
を
経
て

二
〇
一
五
年
に
晴
れ
て
認
定
と
な
っ
た
。
同
年
九
月
一
五
日
か
ら
一
月
中
旬
ま
で
の
四
か
月
間
で
約

三
一
，
五
〇
〇
尾
分
も
の
フ
ィ
レ
が
、
中
四
国
・
近
畿
・
南
関
東
・
北
関
東
新
潟
の
各
カ
ン
パ
ニ
ー

引田漁協の服部秀俊氏と大型生簀でのEPの投餌風景 イオントップバリュー
商品 （2015.10.16）
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隣
県
・
近
県
で
は
、
愛
媛
県
の
フ
レ

ッ
シ
ュ
バ
リ
ュ
ー
、
徳
島
県
の
キ
ョ

ー
エ
イ
、
岡
山
県
の
天
満
屋
、
イ
ト

ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
、
イ
オ
ン
、
広
島
県
・

兵
庫
県
・
鳥
取
県
の
イ
オ
ン
、
大
阪

府
の
万
代
、
ラ
イ
フ
な
ど
、
す
で
に

多
く
の
府
県
の
量
販
店
で
オ
リ
ー
ブ

ハ
マ
チ
フ
ェ
ア
を
開
催
済
み

二
〇
〇
八
・
二
〇
〇
九
年
連
続
で
流

通
関
係
者
を
香
川
県
に
招
待
し
て
漁

場
見
学
会
と
試
食
会
を
大
々
的
に
開

催

　

首
都
圏

　

・
販
促
の
経
過
と
結
果

　
　
（
全
般
）

　

二
〇
〇
八
年
の
販
売
開
始
当
初
か
ら
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
首
都
圏
進
出
は
重
要
課
題
で
あ
り
既
定

路
線
で
も
あ
っ
た
た
め
、
二
〇
〇
八
・
二
〇
〇
九
年
連
続
で
流
通
関
係
者
を
香
川
県
に
招
待
し
て
漁

場
見
学
会
と
試
食
会
を
大
々
的
に
開
催
し
た
。
あ
わ
せ
て
県
漁
連
と
県
が
二
〇
〇
八
年
か
ら
隔
年
で

一
一
月
に
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
築
地
市
場
に
て
卸
五
社
と
の
首
都
圏
流
通
懇
談
会
を
開
催
し
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
バ
ン
も
実
施
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
は
隔
年
で
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
み
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し

て
マ
ル
エ
ツ
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
で
の
フ
ェ
ア
の
開
催
や
、
伊
勢
丹
、
千
葉
県
柏
市
の
「
か
し
わ

市
場
ま
つ
り
」
で
Ｐ
Ｒ
販
売
を
実
施
、
東
京
海
洋
大
学
学
園
祭
、
実
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
築
地

ま
つ
り
な
ど
で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
た
。

　

百
貨
店
や
量
販
店
で
の
取
り
扱
い
は
築
地
魚
市
場
（
株
）
経
由
の
東
信
水
産
（
株
）
が
最
初
で
、

そ
の
後
吉
川
水
産
（
株
）、（
株
）
三
越
伊
勢
丹F

. S
.

（
ク
イ
ー
ン
ズ
伊
勢
丹
）、（
株
）
サ
カ
ガ
ミ

等
で
も
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
（
表
２
―
１
）。

　

二
〇
一
四
年
に
は
首
都
圏
の
回
転
寿
司
チ
ェ
ー
ン
「
銚
子
丸
」
が
一
〇
月
二
五
日
か
ら
一
か
月
間
、

八
四
店
舗
に
お
い
て
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
フ
ェ
ア
を
初
め
て
開
催
し
て
中
央
魚
類
（
株
）
経
由
で
約

七
千
尾
を
取
り
扱
い
、
二
〇
一
五
年
も
ほ
ぼ
同
数
を
取
り
扱
う
な
ど
首
都
圏
で
の
販
売
拡
大
に
貢
献

さ
れ
た
。
な
お
、
中
島
水
産
（
株
）
に
は
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
で
は
な
く
、
な
お
し
ま
ハ
マ
チ
を
毎
年

計
四
〇
余
の
店
舗
で
継
続
販
売
さ
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
ハ
マ
チ
と
し
て
素
晴
ら
し
い
実
績
を
残
し
た
。

　
（
株
）
平
和
堂
は
近
畿
か
ら
中
部
・
北
陸
地
方
ま
で
一
六
〇
店
舗
余
を
擁
す
る
量
販
店
で
あ
る
が
、

一
九
九
四
年
か
ら
Ｊ
Ａ
香
川
県
と
青
果
物
の
直
接
取
引
の
実
績
が
あ
っ
た
た
め
、
二
〇
一
二
年
三
月

に
ビ
バ
シ
テ
ィ
平
和
堂
で
開
催
し
た
「
香
川
県
フ
ェ
ア
」
で
夏
原
平
和
社
長
と
浜
田
知
事
が
懇
談
し

た
こ
と
を
契
機
に
、
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
取
り
扱
い
を
申
し
入
れ
て
お
り
、
そ
の
実
現
が
待
た
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
に
は
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
で
飲
食
店
、
量
販
店
、
百
貨

店
な
ど
の
バ
イ
ヤ
ー
を
対
象
に
県
が
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
隣
県
・
近
県
で
は
、
愛
媛
県
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
リ
ュ
ー
、
徳
島
県
の
キ
ョ
ー
エ
イ
、
岡

山
県
の
天
満
屋
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
、
イ
オ
ン
、
広
島
県
・
兵
庫
県
・
鳥
取
県
の
イ
オ
ン
、
大
阪

府
の
万
代
、
ラ
イ
フ
な
ど
、
す
で
に
多
く
の
府
県
の
量
販
店
で
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
フ
ェ
ア
を
開
催
済

み
で
あ
る
。

　

・
今
後
の
方
向
性

　

ハ
マ
チ
は
関
西
が
強
い
た
め
、
フ
ェ
ア
を
頻
繁
に
開
催
し
な
が
ら
認
知
度
を
上
げ
て
顧
客
を
増
や

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
さ
ぬ
き
海
の
幸
販
売
促
進
協
議
会
が
核
と
な
っ
て
引
き
続
き
販
促
活

動
が
続
け
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
養
殖
・
天
然
共
に
豊
富
に
品
揃
え
が
で
き
る
地
域
で
あ
る
た

め
、
価
格
に
つ
い
て
は
当
然
に
シ
ビ
ア
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
高
品
質
を
前
面
に
出
し
て

き
っ
ち
り
と
勝
負
し
て
い
く
こ
と
が
王
道
で
あ
ろ
う
。
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二
〇
〇
七
年
の
試
食
会
に
参
加
し
、

翌
年
か
ら
首
都
圏
で
の
オ
リ
ー
ブ
ハ

マ
チ
の
販
売
を
手
掛
け
ら
れ
、
初
年

度
は
三
〇
〇
尾
か
ら
始
ま
っ
て
二
〇

一
四
年
は
一
二
，
七
〇
〇
尾
、
六
，

七
八
〇
万
円
余
ま
で
取
り
扱
い
を
伸

ば
す
な
ど
、
首
都
圏
販
売
の
パ
イ
オ

ニ
ア

一
万
尾
近
く
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
二
〇
一
五
年
に
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
を
ト
ッ
プ
バ
リ
ュ
ー
に
認
定
し
た
イ
オ
ン
は
、
南
関

東
・
北
関
東
新
潟
カ
ン
パ
ニ
ー
エ
リ
ア
内
の
店
舗
だ
け
で
約
八
，
〇
〇
〇
尾
分
の
フ
ィ
レ
を
販
売
さ

れ
て
い
る
。

　
（
東
信
水
産
（
株
））

　

同
社
は
一
九
四
九
年
創
業
で
首
都
圏
に
三
三
店
舗
を
擁
す
る
。
二
〇
〇
七
年
の
試
食
会
に
参
加

し
、
翌
年
か
ら
首
都
圏
で
の
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
販
売
を
手
掛
け
ら
れ
、
初
年
度
は
三
〇
〇
尾
か
ら

始
ま
っ
て
二
〇
一
四
年
は
一
二
，
七
〇
〇
尾
、
六
，
七
八
〇
万
円
余
ま
で
取
り
扱
い
を
伸
ば
す
な
ど
、

図
２
―
３
の
と
お
り
ま
さ
し
く
首
都
圏
販
売
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
。
香
川
県
産
ハ
マ
チ
の
認
知
度

が
首
都
圏
で
大
幅
に
向
上
し
た
の
は
同
社
の
お
か
げ
で
あ
る
。
こ
の
間
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
六
日

に
は
荻
窪
の
本
社
に
お
い
て
織
茂
章
則
社
長
と
浜
田
知
事
、
服
部
会
長
お
よ
び
嶋
野
組
合
長
の
四
者

が
販
売
強
化
に
関
す
る
申
し
合
せ
書
に
調
印
す
る
と
と
も
に
、
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
に
加
え
て
オ
リ
ー

ブ
ぶ
り
の
取
り
扱
い
も
は
じ
め
、
翌
年
九
月
に
は
織
茂
社
長
ほ
か
幹
部
社
員
と
築
地
魚
市
場
（
株
）

の
吉
田
猛
社
長
ら
が
共
に
浜
田
知
事
を
表
敬
訪
問
す
る
な
ど
、
県
と
の
交
流
も
欠
か
す
こ
と
な
く
現

在
ま
で
販
売
に
特
段
の
努
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
県
の
支
援
事
業
も
欠
か
し
て
お
ら
ず
、
例

え
ば
二
〇
一
四
年
は
九
月
一
三
日
の
初
売
り
か
ら
一
二
月
二
一
日
ま
で
の
三
か
月
足
ら
ず
の
間
に
、

荻
窪
総
本
店
を
は
じ
め
各
店
舗
に
マ
ネ
キ
ン
を
入
れ
て
試
食
を
出
し
な
が
ら
、
お
さ
か
な
大
使
や
お

表 2-1　首都圏でのオリーブハマチ・ぶり販売尾数の推移

香川おさかな大使を伴って東京・築地市場で PR キャラバン （2011.11.12）

銚子丸店舗ののぼりとチラシ（2014.11）
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関
係
各
社
と
は
年
に
数
度
、
特
に
ハ

マ
チ
販
売
の
開
始
前
と
終
了
後
に
は

県
・
県
漁
連
担
当
者
が
上
京
し
て
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
、
漁
期
中
に
も
漁

場
視
察
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
安
定

し
た
取
引
が
継
続
さ
れ
て
い
る

さ
か
な
シ
ャ
ト
ル
も
活
用
し
て
延
べ
九
二
店
舗
で
試
食
宣
伝
を
実
施
し
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
も
同

様
に
九
月
一
八
日
の
初
売
り
か
ら
試
食
宣
伝
を
開
始
し
た
が
、
店
舗
整
理
が
あ
っ
て
尾
数
・
金
額
と

も
に
少
し
落
ち
て
い
る
。

　

一
方
、
織
茂
信
尋
副
社
長
の
着
想
に
よ
り
、
電
子
レ
ン
ジ
で
調
理
で
き
る
半
調
理
品
「T

O
S

H
IN

 

P
L

A
T

E

」シ
リ
ー
ズ
の
販
売
や
、シ
ー
フ
ー
ド
ス
タ
イ
リ
ス
ト
が
店
頭
で
実
演
調
理
を
行
う「T

oshin 

K
itchen

」
の
設
置
、
基
本
調
理
時
間
を
表
示
し
た
シ
ー
ン
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
斬
新
な

販
売
手
法
の
導
入
な
ど
、
魚
食
普
及
に
も
鋭
意
努
め
な
が
ら
常
に
消
費
者
目
線
を
意
識
し
た
販
売
戦

略
は
、
従
来
の
対
面
販
売
の
先
を
行
く
画
期
的
な
取
り
組
み
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
そ
し
て
同
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
特
設
サ
イ
ト
を
設
け
た
り
、
サ
ワ
ラ
や
さ
ぬ
き
蛸
な
ど
に
加

え
て
二
〇
一
四
年
か
ら
は
新
た
な
香
川
ブ
ラ
ン
ド
「
讃
岐
さ
ー
も
ん
」
を
導
入
す
る
な
ど
、瀬
戸
内
・

香
川
の
魚
介
類
を
高
く
評
価
し
て
定
番
化
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
執
行
役
員
商
事
部
部
長
の
小
菅

將
光
氏
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

・
今
後
の
方
向
性

　

関
係
各
社
と
は
年
に
数
度
、
特
に
ハ
マ
チ
販
売
の
開
始
前
と
終
了
後
に
は
県
と
県
漁
連
担
当
者
が

上
京
し
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
漁
期
中
に
も
漁
場
視
察
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
安
定
し
た
取
引
が

継
続
さ
れ
て
い
る
。
県
側
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
マ
ネ
キ
ン
を
入
れ
た
り
試
食
魚
を
提
供
す
る
な
ど
特

段
の
支
援
を
続
け
て
お
り
、
国
内
販
売
の
イ
メ
ー
ジ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
地
位
も
保
っ
て
も
ら
い
た

い
と
期
待
し
て
い
る
。

図 2-3　東信水産㈱のオリーブハマチ・ぶり取り扱い尾数・金額の推移 （県漁連調べ）
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「
戦
略
な
き
販
拡
は
自
滅
す
る
」
こ

と
を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
、
双
方
が
信

頼
で
き
る
取
り
組
み
を
さ
ら
に
深
め

て
い
く
こ
と
が
重
要

　

一
方
で
県
側
と
し
て
は
首
都
圏
販
売
を
さ
ら
に
伸
ば
す
観
点
か
ら
、
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
さ
ら
に

増
や
し
て
い
く
方
向
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
は
取
り
扱
っ
て
く
れ
る
側
か
ら
見
れ
ば

‘
目
新
し
さ
が
な
く
な
る
、
独
自
性
を
失
う
’
等
々
で
、
折
角
掴
ん
だ
顧
客
を
失
っ
て
し
ま
い
か
ね

な
い
。「
戦
略
な
き
販
拡
は
自
滅
す
る
」
こ
と
を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
、
双
方
が
信
頼
で
き
る
取
り
組

み
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
る
に

つ
れ
商
品
を
見
る
目
も
当
然
に
厳
し
く
な
る
た
め
、
間
違
っ
て
も
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
壊
す
よ
う

な
変
な
魚
を
送
り
込
ま
な
い
よ
う
、
県
漁
連
は
特
段
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と

は
首
都
圏
だ
け
で
な
く
全
て
に
わ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。

（
３
）
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
海
外
展
開

　

香
川
県
産
養
殖
ハ
マ
チ
の
海
外
輸
出
は
、
一
九
九
五
年
頃
に
県
漁
連
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
向
け
に

試
験
輸
出
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
以
後
は
続
か
ず
、
二
〇
〇
八
年
の
ハ
マ
チ
養
殖
八
〇
周
年
を
契

機
に
本
格
着
手
し
た
と
い
え
る
。

　

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
に
つ
い
て
は
開
発
当
初
か
ら
輸
出
を
視
野
に
販
路
開
拓
を
行
っ
た
結
果
、

二
〇
一
五
年
末
ま
で
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
香
港
、
台

湾
、
そ
し
て
中
国
本
土
へ
の
輸
出
が
実
現
し
て
い
る
。
養
殖
ハ
マ
チ
の
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
は

比
較
的
早
く
海
外
展
開
で
き
た
と
自
負
し
て
い
る
が
、
数
量
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
た
め
、
新
た
な
戦

荻窪総本店のキッチンステージとシーンプレゼンテーション

「讃岐さーもん」の初フェアで 3,100 尾を販売 （2014.4.25 ～ 5.27）

申し合せ書の調印 （向かって左から嶋野組合長、織茂社長、浜田知事、服部会長）と、
荻窪総本店での記念フェア （2012.10.6）
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二
〇
〇
八
年
七
月
に
伊
勢
丹
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル 

ス
コ
ッ
ツ
店
に
お
い
て
真

鍋
前
知
事
が
県
漁
連
扱
い
の
ハ
マ
チ

を
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
し
た
の
が
最
初

略
を
必
要
と
す
る
時
期
が
来
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　

・
販
促
の
経
過
と
結
果

　

二
〇
〇
八
年
七
月
に
伊
勢
丹
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル 

ス
コ
ッ
ツ
店
に
お
い
て
真
鍋
前
知
事
が
県
漁
連
扱

い
の
ハ
マ
チ
を
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
。T

. C
. L

IM

社
長
と
知
事
が
年
間
取
引

確
立
の
た
め
の
申
し
合
わ
せ
書
を
交
換
し
た
。
ま
た
、
大
手
ス
ー
パ
ー
約
五
〇
店
舗
を
展
開
す
る

C
old S

torage

の
主
要
店
舗
で
九
月
に
香
川
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
刺
身
の
販
売
を
行
っ
た
が
、
こ
れ

は
（
株
）
巨
峰
のA

D
R

IA
N

 C
. K

. T
E

O

社
長
の
協
力

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、二
〇
一
二
年
五
月
に
は
浜
田
知
事
が
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
い
、
同
じ
くT

. C
. L

IM

社
長
と
県
産
品
の
常

設
販
売
を
目
指
す
申
し
合
わ
せ
書
を
交
換
し
、
さ
ら
に
水

産
物
を
取
り
扱
うK

IR
E

I J. F
. S

.

（
株
）
のR

icky

社

長
へ
の
売
り
込
み
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
県
漁
連
に
よ
る
ハ
マ
チ
フ
ェ
ア
は
、JS

T
T

 

S
IN

G
A

P
O

R
E

（
株
）
のK

O
H

 K
. J.

社
長
と
そ
の
日
本

法
人
で
あ
る
（
株
）JS

T
T

 JA
P

A
N

の
荒
張
浩
司
社
長

オリーブハマチ・ぶりの国内販売・海外輸出概要図

Cold Storage での県産ハマチの販売
 （2008.7.26）
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二
〇
一
五
年
度
は
一
月
末
時
点
で
約

六
五
〇
万
円
の
取
扱
い
額

の
協
力
に
よ
り
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
中
旬
に
大
型

量
販
店
のC

arrefour P
laza

・G
iant IM

M

ほ
か

主
要
店
舗
で
、
香
川
産
ハ
マ
チ
フ
ェ
ア
を
初
め
て
開

催
し
て
刺
身
パ
ッ
ク
や
寿
司
、
カ
マ
な
ど
が
販
売
さ

れ
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
九
年
一
二
月
に
はK

O
H

社

長
と
服
部
会
長
が
継
続
販
売
を
確
認
す
る
覚
書
も
交

換
す
る
な
ど
、
今
日
ま
で
県
漁
連
東
京
支
所
が
中
心

と
な
っ
て
、
相
手
先
店
舗
もM

E
ID

I-Y
A

な
な
み

水
産
な
ど
増
や
し
な
が
ら
取
引
を
継
続
・
拡
大
し
、

二
〇
一
五
年
度
は
一
月
末
時
点
で
約
六
五
〇
万
円
の

取
扱
い
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
二
〇
一
三
年
一
一
月
に
は
東
京
・
サ
ン
ト
レ
イ
ド（
株
）の
檜
山
社
長
とK

IR
E

I J. F
. S

.（
株
）

のR
icky

社
長
の
協
力
に
よ
り
、 Pan P

acific H
otel S

ingapore

内
の
日
本
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン「
欅
」

に
て
香
川
フ
ェ
ア
を
開
催
、
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
メ
ニ
ュ
ー
提
供
し
た
。

　

・
今
後
の
方
向
性

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
水
産
物
の
輸
入
は
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
業
者
が
登
録
通
関
士
を
使
っ
て
行
う

が
、
関
税
は
か
か
ら
ず
販
売
時
に
七
％
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
税
（
Ｇ
Ｓ
Ｔ
）
が
か
か
る
の
み
で
あ
る
。

生
カ
キ
な
ど
を
除
い
て
検
疫
も
不
要
で
あ
る
が
、
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

浜田知事によるトップセールス　
（2012.5.12）

JSTT KOH 社長と服部会長が覚書に調印
　（筆者が立会 2009.12.12）

伊勢丹シンガポールスコッツ店 平嶋水産で
フェア実施

Giant Tampines 店での販促活動 用意した英文の販促用チラシ

シンガポールへの香川県漁連の輸出額推移　（県漁連調べ）
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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
輸
出
は
パ
ー
ト

ナ
ー
に
事
欠
か
な
い
が
、
高
品
質
を

前
面
に
出
し
な
が
ら
他
の
県
産
品
も

含
め
た
販
売
が
必
要

タ
イ
ラ
ン
ド
の
日
本
料
理
店
向
け
に

二
〇
一
二
年
一
一
月
上
旬
に
オ
リ
ー

ブ
ぶ
り
を
初
め
て
少
量
輸
出

　

全
漁
連
は
国
産
水
産
物
の
輸
出
拡
大
の
た
め
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
現
地
法
人
を
設
立
し
、
二
〇
一
五

年
一
月
に
は
海
外
輸
出
戦
略
拠
点
と
し
て
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
「JF

 K
A

N
D

A
 W

A
D

A
T

S
U

M
I

」

を
開
店
さ
せ
る
な
ど
、
今
後
と
も
目
が
離
せ
な
い
、
力
が
抜
け
な
い
国
で
あ
る
。

　

タ
イ
ラ
ン
ド

　

・
販
促
の
経
過
と
結
果

　

タ
イ
ラ
ン
ド
の
日
本
料
理
店
向
け
に
二
〇
一
二
年
一
一
月
上
旬
に
東
京
・
う
お
ん
（
株
）
の
佐

藤
卓
也
社
長
の
協
力
で
、
オ
リ
ー
ブ
ぶ
り
を
初
め
て
少
量
輸
出
し
た
。
そ
の
後
二
〇
一
四
年
五

･

六
月
に
バ
ン
コ
ク
のK

O
I T

H
A

IL
A

N
D

（
株
）
が
県
漁
連
扱
い
の
セ
ミ
ド
レ
ス
ハ
マ
チ
四
九

尾
、
一
八
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
う
え
、
八
月
下
旬
に
同
社
の

P
raew

napa

社
長
を
香
川
県
が
招
へ
い
し
て
引
田
漁
場
と
引
田
加
工
場
に
案
内
、
そ
し
て
九
月
下
旬

か
ら
一
二
月
末
に
か
け
て
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
一
三
尾
に
加
え
て
ひ
け
た
鰤
四
四
尾
、
合
計
五
七
尾
、

二
五
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
正
規
輸
出
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
同
様
に
気
温
の
高
い
暑
い
国
な
の
で
、

脂
っ
こ
い
ひ
け
た
鰤
の
ほ
う
が
結
果
的
に
多
く
な
っ
た
。
物
流
ル
ー
ト
は
県
漁
連⇒

川
崎
丸
魚（
株
）

⇒

う
お
ん
（
株
）・
成
田

⇒

バ
ン
コ
ク
・K

O
I

（
株
）
で
、
通
関
は
（
株
）
カ
ン
ロ
ジ
で
あ
る
。

　

二
〇
一
五
年
は
香
川
県
特
産
の
オ
リ
ー
ブ
牛
の
取
り
扱
い
実
績
を
持
つ
、S

iam
 F

ood S
ervices

（
株
）
に
対
し
漁
期
前
の
段
階
か
ら
県
が
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
販
促
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
た
結
果
、

一
〇
月
五
日
の
サ
ン
プ
ル
出
荷
で
顧
客
に
そ
の
品
質
の
高
さ
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
以
後
輸
出
が

震
災
直
後
に
輸
入
し
た
日
本
産
野
菜
か
ら
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
で
一
時
的
に
輸
入
停
止

措
置
が
取
ら
れ
た
後
、
同
年
四
月
二
二
日
よ
り
同
国
向
け
に
水
産
物
を
輸
出
す
る
場
合
は
、
水
産
庁

も
し
く
は
各
都
道
府
県
水
産
部
局
長
が
発
行
し
た
原
産
地
証
明
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
日
本
産
生
鮮
魚
介
類
市
場
は
す
で
に
成
熟
し
て
お
り
、
新
規
参
入
は
即
座

に
国
内
他
産
地
と
の
価
格
競
争
に
晒
さ
れ
る
が
、
香
川
の
場
合
は
通
常
な
ら
関
西
国
際
空
港
ま
た
は

羽
田
空
港
経
由
で
割
高
と
な
る
た
め
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ｔ
向
け
は
現
在
の
と
こ
ろ
九
州
産
と
の
混
載
で
福
岡

空
港
か
ら
輸
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
国
へ
の
輸
出
は
パ
ー
ト
ナ
ー
に
事
欠
か
な
い
が
、
高
品
質
を
前
面
に
出
し
な
が
ら
他
の
県
産

品
も
含
め
た
販
売
が
必
要
で
、
ま
ず
香
川
県
そ
の
も
の
の
知
名
度
が
な
け
れ
ば
ダ
メ
と
い
う
こ
と

で
二
〇
〇
九
年
か
ら
毎
年
、
四
国
内
の
四
県
が
協
力
し
て
伊
勢
丹
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
「
四
国
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
た
り
、農
林
水
産
省
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
日
本
の
食
に
特
化
し
た
見
本
市
「O

ishii 

Japan

」
に
継
続
出
展
し
な
が
ら
地
道
な
努
力
を
続
け
て
い
る
。

　

同
国
で
の
主
な
販
売
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
現
地
在
住
の
日
本
人
と
中
国
系
の
人
達
で
、
マ
レ
ー
系
や
イ

ン
ド
系
の
人
達
は
ほ
と
ん
ど
生
食
を
し
な
い
の
で
期
待
は
で
き
な
い
。な
お
、刺
身
に
つ
い
て
は
サ
ー

モ
ン
や
マ
グ
ロ
の
ト
ロ
な
ど
脂
の
の
っ
た
魚
が
好
ま
れ
る
が
、
こ
れ
は
東
南
ア
ジ
ア
共
通
と
さ
れ
て

お
り
、
県
産
ハ
マ
チ
に
つ
い
て
も
さ
っ
ぱ
り
し
た
味
わ
い
の
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
よ
り
脂
っ
こ
い
ひ
け

た
鰤
の
ほ
う
が
好
ま
れ
る
。
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
は
現
地
の
日
本
人
向
け
に
Ｐ
Ｒ
し
て
、
二
〇
一
三
年

以
降
に
や
っ
と
輸
出
の
主
体
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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一
流
店
に
は
ブ
ラ
ン
ド
ハ
マ
チ
を
、

二
流
店
以
下
に
は
冷
凍
天
然
ハ
マ
チ

と
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
分
け
て
対
応
す

る
ほ
う
が
現
実
的

拡
大
し
て
セ
ミ
ド
レ
ス
を
週
二
回
木
・
土
で
一
二
月
二
四
日
ま
で
に
三
六
五
尾
、
一
・
二
ト
ン
、
金

額
で
二
五
〇
万
円
余
を
輸
出
し
た
。
ル
ー
ト
は
引
田
加
工
場⇒

中
央
魚
類
（
株
）・
成
田

⇒

バ
ン

コ
ク
・S

iam
 F

. S
.（

株
）
で
、
初
年
度
と
し
て
は
か
な
り
な
実
績
を
残
し
た
。

　

・
今
後
の
方
向
性

　

タ
イ
に
は
日
本
料
理
店
が
す
で
に
一
，
五
〇
〇
店
以
上
あ
り
、
日
本
産
鮮
魚
の
消
費
量
が
多
い
た

め
に
価
格
競
争
も
激
し
い
。
ハ
マ
チ
養
殖
発
祥
の
地
を
最
前
面
に
出
し
て
他
産
地
と
の
差
別
化
を

図
っ
て
い
る
が
、
一
流
店
に
は
ブ
ラ
ン
ド
ハ
マ
チ
を
、
二
流
店
以
下
に
は
冷
凍
天
然
ハ
マ
チ
と
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
分
け
て
対
応
す
る
ほ
う
が
現
実
的
で
あ
ろ
う
。
関
税
は
包
装
パ
ッ
ク
に
印
字
が
あ
れ
ば

二
〇
％
で
、
な
け
れ
ば
五
％
な
の
で
商
標
の
シ
ー
ル
は
初
め
か
ら
貼
ら
ず
に
通
関
後
に
現
地
で
貼
る

な
ど
、
価
格
競
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
の
き
め
細
か
い
対
応
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

S
iam

 F
. S

.

（
株
）
は
顧
客
もJW

 M
arriott H

otel

（B
angkok, P

huket

）、Intercontinental 

H
otel B

angkok

な
ど
ハ
イ
ク
ラ
ス
で
幅
広
く
、
ま
た
魚
の
旬
の
捉
え
方
も
理
解
で
き
て
お
り
、
ブ

ラ
ン
ド
魚
と
し
て
適
切
な
評
価
も
い
た
だ
け
た
の
で
、
来
年
度
以
降
、
東
南
ア
ジ
ア
輸
出
の
要
と
し

て
よ
り
早
く
よ
り
長
く
取
り
扱
っ
て
も
ら
っ
て
輸
出
の
倍
増
を
狙
っ
て
い
け
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

香
港

　

・
販
促
の
経
過
と
結
果

　

東
京
・（
株
）
艸
堂
の
栄
利
社
長
の
協
力
を
得
て
、
二
〇
一
一
年
七
～
一
〇
月
に
国
内
流
通
業
者 Siam F. S. ㈱社員 20 余名へのプレゼン風景　（2015.9.15：県産品振興課提供）

KOI THAILAND ㈱ Praewnapa 社長の香川県招へい　
（中央の女性：2014.8.23 引田・安戸池にて）

KOI ㈱が作成した販促用チラシ
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二
〇
一
二
年
一
一
月
一
五
日
、香
港
・

九
龍
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
「
梁
山

泊
」
向
け
に
オ
リ
ー
ブ
ぶ
り
を
初
め

て
輸
出

二
社
お
よ
び
香
港
卸
売
業
者
等
五
社
か
ら
直
接
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
う
え
で
、
香
港
餐
飲
聯
業

協
会
と
の
商
談
を
正
式
に
ス
タ
ー
ト
、
二
〇
一
二
年
一
月
早
々
に
協
会
所
属
の
日
本
料
理
レ
ス
ト
ラ

ン
オ
ー
ナ
ー
ほ
か
六
名
を
香
川
県
に
招
へ
い
、
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
漁
場
見
学
の
後
、
調
理
技
術
向

上
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
二
年
五
月
二
七
～
三
一

日
の
五
日
間
、
同
協
会
の
陳
首
銘
主
席
ほ
か
三
二
名
の
会
員
を
浜
田
知
事
が
招
へ
い
し
、
申
し
合
わ

せ
内
容
を
確
認
し
合
う
と
と
も
に
、
農
畜
水
産
物
ほ
か
日
本
酒
、
讃
岐
う
ど
ん
、
オ
リ
ー
ブ
な
ど
、

県
内
の
産
地
を
巡
り
な
が
ら
県
産
品
全
般
に
亘
っ
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
県
漁
連
で
は
伊

吹
い
り
こ
や
さ
ぬ
き
蛸
の
試
食
宣
伝
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
同
年
一
一
月
一
五
日
、
東
京
・
う
お
ん
（
株
）
の
協
力
で
香
港
・
九
龍
の
日
本
食
レ
ス
ト

ラ
ン
「
梁
山
泊
」
向
け
に
オ
リ
ー
ブ
ぶ
り
が
初
め
て
輸
出
さ
れ
、
同
月
三
〇
日
に
は
現
地
の
レ
ス
ト

ラ
ン
関
係
者
三
〇
名
を
集
め
て
試
食
会
を
開
催
、
そ
の
様
子
が
微
博
（w

eibo

）
に
投
稿
さ
れ
、
旅

行
雑
誌
「
明
周
」
な
ど
に
も
掲
載
さ
れ
て
好
評
を
博
し
た
。

　

翌
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
四
日
に
は
同
じ
く
「
梁
山
泊
」
に
お
い
て
現
地
の
バ
イ
ヤ
ー
や
マ
ス
コ

ミ
な
ど
一
〇
〇
名
余
を
浜
田
知
事
が
招
待
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
盛
大
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

行
っ
て
い
る
。
ル
ー
ト
は
県
漁
連⇒
（
一
財
）
か
が
わ
県
産
品
振
興
機
構⇒

（
株
）
ト
ラ
ス
ト
ジ
ャ

パ
ン
・
高
松
空
港

⇒

台
北
（
桃
園
）

⇒

香
港
・
梁
山
泊
、
で
あ
る
。
台
北
か
ら
香
港
へ
の
乗

り
継
ぎ
便
が
あ
る
の
で
、
高
松
空
港
か
ら
直
に
輸
出
で
き
る
の
が
強
み
で
あ
る
。
な
お
同
店
は
輸
入

業
者
も
兼
ね
て
お
り
、
二
〇
一
四
年
以
降
も
毎
年
一
一
月
に
オ
リ
ー
ブ
ぶ
り
料
理
を
メ
ニ
ュ
ー
展
開

香港餐飲聯業協会会員による県漁連視察 （2012.5.28）

嶋野文太氏が養殖ハマチの神経抜きを実演

浜田知事によるトップセールス　（香港・日本料理店「梁山泊」にて 2013.10.24）
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二
〇
一
四
年
に
は
日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン
「
Ｖ
ｅ
ｇ
ｉ
」
に
現
地
バ
イ
ヤ
ー

を
招
待
し
て
試
食
商
談
会
を
開
催

し
、
一
一
月
二
四
日
か
ら
二
週
間
に

わ
た
っ
て
期
間
限
定
で
メ
ニ
ュ
ー
展

開
を
行
っ
て
好
評
で
あ
っ
た

健
康
志
向
、日
本
食
ブ
ー
ム
を
盾
に
、

イ
メ
ー
ジ
の
良
い
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ

は
追
い
風
が
あ
る
と
し
て
、
商
品
性

を
前
面
に
出
し
て
売
り
込
み
を
図
っ

て
い
く
ほ
か
な
い

現
地
料
理
店
で
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
な
い
と
い
う
。

東
京
・
築
地
の
仲
卸
業
者
等
か
ら
多
品
目
の
鮮
魚
が
毎
日
即

着
で
輸
出
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
価
格
競
争
は
激
し

い
。
香
川
県
の
場
合
は
現
地
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
に
ど
う

し
て
も
ロ
ス
が
出
て
、
鮮
度
、
価
格
と
も
に
厳
し
く
、
特
に

価
格
競
争
の
激
し
い
養
殖
ハ
マ
チ
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
競

争
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
健
康
志
向
、
日
本
食
ブ
ー
ム
を

盾
に
、
イ
メ
ー
ジ
の
良
い
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
は
追
い
風
が
あ

る
と
し
て
、
商
品
性
を
前
面
に
出
し
て
売
り
込
み
を
図
っ
て

い
く
ほ
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。輸
出
関
係
書
類
が
少
な
い
、

関
税
が
か
か
ら
な
い
こ
と
は
輸
出
す
る
側
に
と
っ
て
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
一
方
、
商
品
メ
リ
ッ
ト
は
相
手
先
の
取
扱

業
者
、
卸
売
業
者
、
外
食
企
業
が
と
も
に
享
受
し
得
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
梁
山
泊
へ
の
輸
出
は
四
年
続
け
た
が
、
こ

こ
だ
け
で
は
輸
出
数
量
が
伸
び
な
い
た
め
、
新
た
な
パ
ー
ト

ナ
ー
探
し
が
急
務
と
考
え
る
。
た
だ
し
ハ
マ
チ
一
品
目
で
の

連
続
輸
出
は
至
難
の
業
で
あ
る
た
め
、
野
菜
や
果
物
な
ど
の

農
産
物
も
合
わ
せ
た
「
オ
ー
ル
香
川
県
産
品
」
で
の
輸
出
が

し
て
フ
ェ
ア
を
定
番
化
、
二
〇
一
五
年
は
一
〇
月
二
八
日
か
ら

ほ
ぼ
大
都
魚
類
（
株
）
扱
い
で
週
二
回
木
・
土
に
オ
リ
ー
ブ
ぶ

り
フ
ィ
レ
計
一
二
四
万
円
余
を
輸
出
し
て
い
る
。

　

一
方
、
二
〇
一
四
年
に
は
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｖ
ｅ
ｇ
ｉ
」

に
現
地
バ
イ
ヤ
ー
を
招
待
し
て
試
食
商
談
会
を
開
催
し
、
一
一

月
二
四
日
か
ら
二
週
間
に
わ
た
っ
て
期
間
限
定
で
メ
ニ
ュ
ー
展

開
を
行
っ
て
好
評
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
の
ル
ー
ト
は
県
漁
連⇒

大
都
魚
類
（
株
） ⇒

魚
増
（
仲
卸
・
輸
出
業
者
）・
羽
田
空
港

⇒
香
港
・GO

 G
O

 F
O

O
D

S

（
輸
入
業
者
）⇒

V
egi

で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
末
に
イ
オ
ン
香
港
（
全
一
三
店

舗
）
で
開
催
さ
れ
た
「
瀬
戸
内
フ
ェ
ア
」
に
出
展
す
る
べ
く
、

香
港
本
部
バ
イ
ヤ
ー
と
粘
り
強
く
交
渉
を
重
ね
た
が
、
ど
う
し

て
も
数
量
・
価
格
が
折
り
合
わ
ず
に
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

・
今
後
の
方
向
性

　

香
港
は
関
税
も
な
く
輸
出
は
簡
単
で
日
本
産
食
品
の
輸
出
第

一
位
の
国
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
商
品
で
過
当
競
争
に
陥
っ
て

い
る
。
日
本
産
水
産
物
は
香
港
外
食
産
業
の
五
％
を
占
め
る
、

約
一
，
八
〇
〇
店
の
日
本
料
理
店
に
集
中
し
て
、
そ
れ
以
外
の

日本食レストラン「Vegi」の集客チラシ香港到着直後の発泡スチロール箱の破損状況（左）と改良箱（右）（㈱ﾄﾗｽﾄｼﾞｬﾊﾟﾝ提供）
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二
〇
一
四
年
四
月
、
丸
屋
海
産
有
限

公
司
の
董
事
長
で
あ
り
京
都
で（
株
）

小
松
商
店
を
経
営
す
る
草
木
憲
一
郎

社
長
に
面
談
し
て
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ

の
売
り
込
み
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
現

物
を
見
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

品
質
の
良
さ
に
惚
れ
込
ん
で
「
ぜ
ひ

使
っ
て
み
た
い
！
」
と
の
即
答
を
得

た 二
〇
一
三
年
一
〇
月
、
爭
鮮
股
份
有

限
公
司
に
カ
マ
な
し
フ
ィ
レ
の
サ
ン

プ
ル
を
送
付
、
さ
ら
に
一
一
月
に
は

「
台
灣
築
地
魚
金
」
に
試
験
販
売
用

の
ラ
ウ
ン
ド
と
カ
マ
な
し
フ
ィ
レ
を

正
規
輸
出
し
た
が
、
い
ず
れ
も
価
格

面
で
折
り
合
わ
ず
以
後
は
断
念

く
な
い
、
新
鮮
で
美
味
し
い
瀬
戸
内
海
の
魚
で
あ
っ
て
も
、‘
築
地
’
ブ
ラ
ン
ド
に
は
全
く
歯
が
立

た
な
い
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
痛
感
さ
れ
た
。
し
か
し
二
〇
一
四
年
四
月
に
台
湾
在
住
の
香
川
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
、
台
灣
伊
都
錦
股
份
有
限
公
司
の
多
田
良
二
総
経
理
の
紹
介
で
よ
う
や
く
た
ど
り
着
い
た
の

が
、
主
に
日
本
海
産
の
鮮
魚
を
輸
入
し
て
販
売
す
る
丸
屋
海
産
有
限
公
司
で
あ
っ
た
。
早
速
、
同
公

司
の
董
事
長
で
あ
り
京
都
で
（
株
）
小
松
商
店
を
経
営
す
る
草
木
憲
一
郎
社
長
に
面
談
し
て
オ
リ
ー

ブ
ハ
マ
チ
の
売
り
込
み
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
現
物
を
見
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
品
質
の
良
さ
に

惚
れ
込
ん
で
「
ぜ
ひ
使
っ
て
み
た
い
！
」
と
の
即
答
を
得
た
。
そ
し
て
県
漁
連
と
の
商
談
、
生
産
現

場
で
の
商
品
確
認
を
経
て
、
丸
屋
海
産
を
輸
入
業
者
と
し
て
同
年
九
月
二
二
日
に
フ
ィ
レ
と
ラ
ウ
ン

ド
を
初
輸
出
。そ
れ
ま
で
に
草
木
社
長
と
と
も
に
台
北
市
内
を
売
り
込
み
行
脚
し
て
い
た
お
か
げ
で
、

燈
々
庵
、
染
乃
井
、
海
楽
の
ほ
か
、
三
花
、
の
む
ら
寿
司
、
新
都
里
、
鮓
一
郎
、
え
ん
、
な
ど
一
三

店
舗
余
で
鮨
や
刺
し
身
商
材
に
使
っ
て
い
た
だ
け
た
。

　

物
流
ル
ー
ト
は
大
水
京
都
に
未
明
に
到
着
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
引
田
加
工
場
で
フ
ィ
レ
に
し
、

他
の
魚
と
と
も
に
パ
ッ
キ
ン
グ
さ
れ
て
関
西
国
際
空
港
で
通
関
、
昼
発
の
中
華
航
空
便
で
桃
園
国

際
空
港
に
到
着
、
丸
屋
海
産
が
関
税
と
営
業
税
を
支
払
っ
て
通
関
、
夜
間
に
自
社
に
引
き
取
り
、

翌
朝
仕
分
け
し
て
ラ
ン
チ
、
デ
ィ
ナ
ー
な
ど
使
用
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
保
冷
車
で
配
達
さ
れ
る
。

二
〇
一
四
年
の
取
扱
量
は
九
～
一
二
月
で
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
フ
ィ
レ
二
九
二
枚
と
オ
リ
ー
ブ
鰤
ラ
ウ

ン
ド
二
六
本
で
、
初
年
度
と
し
て
は
か
な
り
な
実
績
を
残
し
た
。
二
〇
一
五
年
も
多
く
の
店
か
ら
リ

ク
エ
ス
ト
が
あ
り
、
一
〇
月
か
ら
週
三
回
、
三
～
四
尾
（
フ
ィ
レ
一
～
八
枚
）
ず
つ
約
一
〇
〇
尾
分

必
須
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
に
高
松
空
港
か
ら
台
北
乗
り
継
ぎ
便
で
輸
出
し
た
際
、
二
回
連
続
で

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
の
、
主
に
ハ
マ
チ
の
頭
の
部
分
が
破
損
す
る
事
故
が
あ
っ
た
た
め
、
四
隅
を
補

強
し
た
箱
に
切
り
替
え
て
羽
田
発
直
行
便
で
香
港
ま
で
輸
出
し
た
こ
と
が
あ
り
、
想
定
外
の
商
品
事

故
に
も
臨
機
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
常
に
心
掛
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

台
湾

　

・
販
促
の
経
過
と
結
果

　

二
〇
一
二
年
か
ら
、
ま
ず
台
湾
に
約
二
〇
〇
店
舗
を
展
開
す
る
爭
鮮
股
份
有
限
公
司
に
売
り
込
ん

で
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
に
カ
マ
な
し
フ
ィ
レ
の
サ
ン
プ
ル
を
送
付
、
さ
ら
に
一
一
月
に
は
九
店
舗

を
有
す
る
新
光
三
越
の
天
母
店
テ
ナ
ン
ト
「
台
灣
築
地
魚
金
」
に
試
験
販
売
用
の
ラ
ウ
ン
ド
と
カ
マ

な
し
フ
ィ
レ
を
正
規
輸
出
し
た
が
、
い
ず
れ
も
価
格
面
で
折
り
合
わ
ず
以
後
は
断
念
し
た
。
そ
し
て

台
北
市
日
本
商
工
会
の
山
本
幸
男
総
幹
事
の
紹
介
で
一
二
月
か
ら
翌
二
〇
一
四
年
三
月
に
か
け
て
計

三
回
、
立
ち
食
い
寿
司
「
上
引
水
産
」
な
ど
を
経
営
す
る
、
台
北
で
も
老
舗
の
日
本
料
理
店
で
あ
る

三
井
餐
飲
事
業
集
團
の
黄
社
長
に
面
談
し
、オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
だ
け
で
な
く
天
然
マ
ダ
イ
や
ヒ
ラ
メ
、

マ
ダ
コ
、
殻
付
き
タ
イ
ラ
ギ
や
ミ
ル
ク
イ
ガ
イ
な
ど
の
サ
ン
プ
ル
も
持
ち
込
ん
で
強
引
に
売
り
込
み

を
か
け
た
が
、
最
終
的
に
「
東
京
築
地
の
ブ
ラ
ン
ド
を
、
わ
ざ
わ
ざ
瀬
戸
内
香
川
に
変
え
る
メ
リ
ッ

ト
は
、
何
も
な
い
！
」
と
い
う
辛
辣
な
結
論
を
出
さ
れ
て
ギ
ブ
ア
ッ
プ
。
放
射
能
の
心
配
が
ま
っ
た
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台
湾
は
親
日
で
、
日
本
食
に
対
す
る

好
感
度
は
抜
群
だ
が
、
香
川
県
の
知

名
度
は
無
く
、
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
も

試
食
宣
伝
が
極
め
て
重
要
に
な
っ
て

く
る

の
フ
ィ
レ
を
輸
出
し
て
い
る
。

　

な
お
、
草
木
社
長
は
別
途
二
〇
尾
ほ
ど
を
初
め
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
販
売
し
た
と
こ
ろ
、‘
日
持
ち

が
良
く
色
変
り
し
な
い
、
こ
れ
ま
で
の
物
と
全
然
違
う
’
と
の
高
評
価
を
得
た
と
い
う
。
二
〇
一
六

年
秋
の
輸
出
が
大
い
に
楽
し
み
で
あ
る
。

　

・
今
後
の
方
向
性

　

台
湾
は
も
ち
ろ
ん
親
日
で
、
日
本
食
に
対
す
る
好
感
度
は
抜
群
で
あ
る
。
し
か
し
香
川
県
の
知
名

度
の
無
さ
が
こ
こ
で
も
足
を
引
っ
張
っ
た
。
讃
岐
う
ど
ん
は
現
地
事
業
者
の
努
力
で
有
名
に
な
っ
て

い
る
が
、
香
川
の
県
名
は
ま
っ
た
く
別
物
で
あ
る
。
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
品
質
の
良
さ
は
取
り
扱
う

業
者
ま
で
は
認
識
し
て
く
れ
る
が
、
そ
の
先
は
試
食
宣
伝
が
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
ま
だ
ま

だ
努
力
不
足
を
感
じ
て
い
る
。
愛
媛
の
「
み
か
ん
ブ
リ
」
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
魚
も
す
で
に
一
定
量
が
輸

入
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
競
争
が
激
し
く
な
る
。
な
お
、
二
〇
一
四
年
度
の
筆
者
ら
の

取
り
組
み
は
、
ジ
ェ
ト
ロ
の
報
告
書
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、昨
年
現
地
で
大
き
な
議
論
を
呼
ん
だ
‘
放
射
能
検
査
証
明
の
全
品
目
へ
の
義
務
付
け
’
は
、

今
の
と
こ
ろ
回
避
さ
れ
て
い
る
が
、
い
つ
ま
た
蒸
し
返
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
輸
入
通
関
の
際
に
衛
生
検
査
、放
射
能
検
査
に
加
え
て
薬
品
検
査
が
抜
き
打
ち
で
行
わ
れ
る
が
、

こ
れ
に
引
っ
か
か
る
と
最
低
三
日
間
は
検
疫
所
に
足
止
め
を
喰
ら
い
、
生
鮮
品
で
あ
る
が
た
め
に
結

局
は
廃
棄
処
分
と
な
っ
て
輸
出
者
側
の
丸
損
と
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
輸
出
に
は
中
国
本
土

と
同
等
の
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
ハ
マ
チ
の
ラ
ウ
ン
ド 無事の着荷を確認し思わず‘笑顔’に　（向かって左が筆者 2014.9.30）

草木社長とオリーブハマチを売り込む
（左上から「三花」｢ 燈々庵 ｣「新都里」にて 2014.6.11）
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県
産
水
産
物
の
中
国
輸
出
へ
の
動
き

は
、
中
国
の
春
秋
航
空
公
司
が
香
川

県
の
誘
致
活
動
を
受
け
て
「
上
海

⇔

高
松
」
便
の
就
航
を
決
定
し
た
こ
と

を
受
け
て
、
二
〇
一
〇
年
九
月
二
日

に
香
川
県
議
会
経
済
委
員
会
視
察
団

が
上
海
長
申
魚
市
貿
易
有
限
公
司
・

長
崎
鮮
魚
市
場
を
現
地
視
察
し
た
こ

と
が
始
ま
り

は
四
二
・
五
％
の
関
税
が
か
か
り
特
別
に
高
い
。
フ
ィ
レ
で
も
カ
マ
付
き
は
同
じ
率
で
あ
る
。
現
地

で
水
揚
げ
さ
れ
る
カ
ン
パ
チ
の
保
護
策
と
の
見
方
も
あ
り
、
さ
ら
に
日
本
の
消
費
税
に
あ
た
る
営
業

税
五
％
が
、
す
べ
て
の
食
品
に
一
律
に
オ
ン
さ
れ
る
た
め
、
最
終
的
に
現
地
価
格
は
香
川
の
浜
値
の

三
倍
位
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
高
品
質
を
常
に
前
面
に
出
し
て
よ
ほ
ど
う
ま
く
売
り
込
み
を
か
け

な
け
れ
ば
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
も
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

中
国

　

・
販
促
の
経
過
と
結
果

　
　
（
上
海
）

　

県
産
水
産
物
の
中
国
輸
出
へ
の
動
き
は
、
中
国
の
春
秋
航
空
公
司
が
香
川
県
の
誘
致
活
動
を
受
け

て
「
上
海

⇔

高
松
」
便
の
就
航
を
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
二
〇
一
〇
年
九
月
二
日
に
香
川
県
議

会
経
済
委
員
会
視
察
団
が
上
海
長
申
魚
市
貿
易
有
限
公
司
・
長
崎
鮮
魚
市
場
を
現
地
視
察
し
た
こ
と

が
始
ま
り
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、上
海
に
輸
入
さ
れ
た
数
多
く
の
新
鮮
な
長
崎
県
産
魚
介
類
を
前
に
、

長
崎
魚
市
（
株
）
の
呉
永
平
部
長
か
ら
、「
黒
字
に
な
っ
た
の
は
ご
く
最
近
で
、
こ
こ
ま
で
二
〇
年

以
上
か
か
っ
て
い
る
」
と
の
お
話
を
伺
っ
た
が
、
そ
の
と
き
は
筆
者
は
中
国
輸
出
に
直
接
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
前
で
あ
っ
て
ピ
ン
と
こ
ず
、
後
に
そ
の
難
し
さ
を
思
い
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

春
秋
航
空
高
松
便
の
就
航
は
二
〇
一
一
年
七
月
一
五
日
で
あ
っ
た
が
、
翌
二
〇
一
二
年
二
月
下
旬

に
高
松
市
で
東
京
・
築
地
魚
市
場
（
株
）
と
東
市
築
地
水
産
貿
易
（
上
海
）
有
限
公
司
（
以
下
、
東

長崎魚市（株）
呉永平総合企画部長

上海長申魚市貿易有限公司
曽波董事長（大洋世家集団股份有限公司）
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二
〇
一
二
年
一
〇
月
下
旬
に
上
海
に

生
鮮
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
フ
ィ
レ
の
サ

ン
プ
ル
を
持
ち
込
み
、
日
本
料
理
店

「
二
条
」
に
て
肉
質
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
も
ら
い
、
さ
ら
に
一
二
月
上
旬
に

は
日
本
料
理
店
等
九
店
舗
に
チ
ェ
ッ

ク
を
依
頼
し
て
、
そ
の
品
質
の
良
さ

は
証
明
で
き
た
も
の
の
、
三
月
中
旬

ま
で
に
愛
媛
産
と
の
競
合
問
題
を
解

決
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局
こ
の

ル
ー
ト
で
の
輸
出
は
断
念

市
上
海
と
い
う
）、
県
漁
連
と
県
の
四
者
が
県
産
ハ
マ
チ
の
輸
出
に
向
け
た
活
動
を
開
始
、
厚
生
労

働
省
に
よ
る
引
田
加
工
場
の
中
国
向
け
輸
出
施
設
の
登
録
完
了
を
受
け
て
、
三
月
中
旬
に
（
一
財
）

日
本
冷
凍
食
品
検
査
協
会
（
Ｊ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
）
に
冷
凍
ハ
マ
チ
・
マ
ダ
イ
フ
ィ
レ
の
検
査
を
依
頼
し
衛

生
証
明
書
の
発
行
を
申
請
し
た
。
四
月
上
旬
に
県
漁
連
役
員
視
察
団
が
東
市
上
海
を
訪
問
、
そ
し
て

中
国
側
の
施
設
登
録
・
輸
入
許
可
が
五
月
上
旬
に
下
り
た
も
の
の
初
め
て
の
こ
と
で
書
類
の
完
備
に

手
間
取
り
、
よ
う
や
く
六
月
二
七
日
に
冷
凍
ハ
マ
チ
・
マ
ダ
イ
フ
ィ
レ
計
一
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
松

山
空
港
か
ら
中
国
東
方
航
空
便
で
上
海
に
輸
出
が
で
き
た
。

　

一
方
で
は
、
青
島
在
住
の
香
川
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
、
大
谷
吉
治
氏
の
紹
介
で
上
海
峰
二
食
品
有
限
公

司
の
小
玉
享
董
事
長
、
愛
媛
県
の
ナ
イ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
（
愛
媛
産
水
産
物
輸
出
促
進
共
同
企
業
体
）
か

ら
鮮
魚
を
輸
入
販
売
し
て
い
る
海
之
興
進
出
口
貿
易
有
限
公
司
の
稲
田
部
長
と
面
談
、
一
〇
月
下
旬

に
上
海
に
生
鮮
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
フ
ィ
レ
の
サ
ン
プ
ル
を
持
ち
込
み
、
日
本
料
理
店
「
二
条
」
に
て

肉
質
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
一
二
月
上
旬
に
は
日
本
料
理
店
等
九
店
舗
に
チ
ェ
ッ
ク
を

依
頼
し
て
、
そ
の
品
質
の
良
さ
は
証
明
で
き
た
も
の
の
、
翌
二
〇
一
三
年
三
月
中
旬
ま
で
に
愛
媛
産

と
の
競
合
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局
こ
の
ル
ー
ト
で
の
輸
出
は
断
念
し
た
。
続
い
て

六
月
中
旬
に
は
上
海
文
展
国
際
貿
易
有
限
公
司
の
陳
董
事
長
と
上
海
寅
和
商
貿
発
展
有
限
公
司
の
周

総
経
理
を
香
川
県
に
招
へ
い
し
、
県
漁
連
及
び
県
と
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
試
験
輸
出
を
具
体
的
に
協

議
、
庵
治
漁
協
ハ
マ
チ
養
殖
漁
場
・
引
田
加
工
場
を
視
察
の
う
え
輸
入
通
関
業
者
に
な
っ
て
も
ら
う

べ
く
働
き
か
け
た
が
、
や
は
り
鮮
魚
の
即
日
通
関
は
難
し
い
と
の
結
論
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
築
地
魚発泡スチロール箱にドライアイスをかまして梱包し通関（2012.6.26）

香川県産業技術センターでの放射能検査
（当然に放射性セシウム・ヨウ素非検出 2012.3.14）

JFFIC による検体採取　検査済みのパッキング（引田加工場にて 2012.3.12）
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鮮
度
を
保
持
し
た
ま
ま
で
の
輸
入
通

関
が
物
理
的
に
不
可
能
で
廃
棄
リ
ス

ク
が
極
め
て
高
い
と
の
結
論
に
至

り
、
最
終
的
に
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の

生
鮮
輸
出
を
諦
め
て
今
日
に
至
っ
て

い
る

市
場
（
株
）
本
社
も
交
え
て
再
々
度
の
協
議
を
行
い
、
県
側
が
最
後
ま
で
生
鮮
輸
出
に
こ
だ
わ
っ
た

た
め
、二
〇
一
三
年
八
月
上
旬
に
東
市
上
海
の
劉
慧
臣
総
経
理
が
中
国
輸
出
入
商
品
検
験
検
疫
局（
Ｃ

Ｉ
Ｑ
）
に
輸
入
許
可
の
申
請
を
し
た
も
の
の
、
許
可
が
下
り
た
の
が
一
〇
月
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
生

鮮
ハ
マ
チ
主
体
で
し
か
も
新
規
の
取
扱
い
と
な
る
と
確
実
に
通
関
検
査
さ
れ
、
そ
の
所
用
日
数
は

四
～
五
日
と
の
こ
と
で
、
鮮
度
を
保
持
し
た
ま
ま
で
の
輸
入
通
関
が
物
理
的
に
不
可
能
で
廃
棄
リ
ス

ク
が
極
め
て
高
い
と
の
結
論
に
至
り
、
最
終
的
に
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
生
鮮
輸
出
を
諦
め
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

　
　
（
大
連
・
青
島
）

　

・
販
促
の
経
過
と
結
果

　

世
界
三
大
水
産
博
の
一
つ
「
中
国
国
際
漁
業
博
覧
会
」
が
二
〇
一
三
年
一
一
月
五
～
七
日
に
大
連

で
、
二
〇
一
四
年
も
同
日
程
で
青
島
に
て
開
催
さ
れ
た
が
、
県
漁
連
が
大
連
の

子
島
集
團
股
份
有

限
公
司
お
よ
び
そ
の
窓
口
で
あ
る
東
京
・
中
央
魚
類
（
株
）
と
連
携
し
て
出
展
し
、
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ

チ
・
ひ
け
た
鰤
フ
ィ
レ
を
刺
身
、
照
り
焼
き
に
し
て
試
食
宣
伝
を
行
う
な
ど
、
県
産
水
産
物
の
売
り

込
み
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
一
部
の
サ
ン
プ
ル
を
除
い
て
二
〇
一
四
年
に
販
売
用
と
し
て
冷
凍
で
正

規
輸
出
し
た
フ
ィ
レ
は
、
輸
入
許
可
申
請
か
ら
通
関
完
了
ま
で
二
カ
月
近
く
を
要
し
た
。
商
談
は
各

五
〇
社
以
上
あ
っ
た
が
、
冷
凍
で
あ
っ
て
も
上
海
同
様
ま
と
も
に
輸
出
が
で
き
な
け
れ
ば
商
売
は
無

理
と
判
断
し
、
こ
こ
で
も
生
鮮
輸
出
は
断
念
し
た
。

大連で開催の中国国際漁業博覧会（2013.11.5 ～ 7）

右から二人目が 子島集團股份有限公司の呉厚剛総裁

青島で開催された同博覧会 （2014.11.5 ～ 7） 
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関
税
が
一
二
％
、
増
値
税
一
三
％
、

さ
ら
に
販
売
時
に
は
営
業
税
が
一
三

％
か
か
る
た
め
、
卸
値
を
下
げ
る
こ

と
は
極
め
て
困
難

二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で

の
八
年
間
に
お
け
る
県
産
養
殖
ハ
マ

チ
の
販
売
の
浜
値
と
養
殖
種
苗
の
買

値
の
推
移

第
三
章　

飛
躍
へ
の
課
題
と
展
望

　

二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
八

年
間
に
お
け
る
県
産
養
殖
ハ
マ
チ
の
販
売
の

浜
値
と
養
殖
種
苗
の
買
値
の
推
移
を
み
る

と
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
サ
イ
ズ
の
種
苗
価
格
は

特
に
こ
こ
三
年
程
は
高
め
で
、
販
売
の
浜
値

も
二
〇
一
四
年
は
近
年
で
は
珍
し
く
キ
ロ
グ

ラ
ム
当
た
り
九
二
〇
円
の
高
値
で
始
ま
っ
た

が
、
限
界
突
破
の
兆
し
も
な
く
残
念
な
が
ら

二
〇
一
五
年
は
下
落
し
た
。
こ
の
浜
値
に
対

し
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
生
産
者
は
オ
リ
ー
ブ

粉
末
代
と
し
て
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
三
〇
円

を
上
乗
せ
し
て
受
け
取
る
が
、
そ
れ
は
実
費

で
あ
っ
て
直
接
の
利
益
に
は
何
ら
結
び
つ
い

て
い
な
い
。

　

一
方
、
餌
の
モ
イ
ス
ト
ペ
レ
ッ
ト
に
混
ぜ

　

・
今
後
の
方
向
性

　

上
海
で
は
冷
凍
ハ
マ
チ
を
解
凍
し
て
生
食
用
に
使
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
当
然
に
生
鮮
品
で

あ
れ
ば
付
加
価
値
は
高
い
。
二
〇
一
二
年
当
時
、
上
海
で
鮮
魚
を
継
続
的
に
輸
入
し
て
い
た
の
は
主

に
長
崎
産
を
扱
う
上
海
長
申
魚
市
貿
易
有
限
公
司
と
愛
媛
産
を
扱
う
海
之
興
進
出
口
貿
易
有
限
公
司

だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
鹿
児
島
産
の
黒
瀬
ブ
リ
がtax free

で
香
港
か
ら
大
量
に
輸
入
さ
れ
、
す

で
に
価
格
競
争
を
呈
し
て
い
た
。
養
殖
ハ
マ
チ
は
キ
ロ
当
た
り
二
千
円
前
半
で
な
け
れ
ば
勝
負
で
き

な
い
と
聞
い
て
い
た
が
、
こ
の
時
の
本
県
産
は
冷
凍
で
し
か
も
保
冷
剤
で
は
な
く
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を

使
っ
た
た
め
危
険
物
扱
い
で
三
千
円
を
超
え
た
た
め
、

現
地
で
は
長
期
在
庫
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し

関
税
が
一
二
％
、
増
値
税
一
三
％
、
さ
ら
に
販
売
時
に

は
営
業
税
が
一
三
％
か
か
る
た
め
、
卸
値
を
下
げ
る
こ

と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

　

冷
凍
ハ
マ
チ
の
輸
出
で
二
回
と
も
実
質
二
カ
月
を
要

し
た
が
、
こ
れ
で
は
事
業
と
し
て
致
命
傷
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
中
国
輸
出
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た

め
て
第
三
章
で
整
理
し
た
。

用意した中文の販促用チラシ

図 3-1　香川県産養殖ハマチの価格推移

（販売の浜値は毎年 9 月の初売り価格、種苗の買値は同 4 月の
1kg 物：県漁連調べ）
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「
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
に
‘
戻
り
道
’

は
な
い

合
わ
せ
る
配
合
飼
料
の
主
成
分
で
あ
る
魚
粉
の
価
格
は
、
取
り
組
み
を
開
始
し
た
二
〇
〇
八
年
当
時

の
二
倍
以
上
に
跳
ね
上
が
り
、
特
に
円
安
の
影
響
も
あ
っ
て
二
〇
一
四
年
は
一
時
的
に
二
五
〇
円
／

キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
急
騰
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
供
給
国
で
あ
る
チ
リ
や
ペ
ル
ー
の
生
産
調
整
と
、

淡
水
魚
主
体
の
養
殖
生
産
量
が
日
本
の
数
十
倍
規
模
も
あ
る
中
国
に
よ
る
買
い
占
め
に
よ
っ
て
需
給

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
か
ら
で
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
国
内
産
の
エ
サ
用
の
サ
ン
マ
や
サ
バ
も
、
食

用
と
し
て
中
国
に
買
い
漁
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。

　

生
産
コ
ス
ト
の
約
七
割
を
占
め
る
餌
代
が
こ
れ
だ
け
高
騰
す
れ
ば
、
生
産
者
が
い
か
に
厳
し
い
経

営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
か
お
分
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
。
両
図
か
ら
の
単
純
計
算
だ
が
、
浜
値
が
一
・

五
倍
以
上
に
な
っ
て
い
な
い
と
引
き
合
わ
な
い
の
に
、
現
実
は
そ
う
で
は
な
い
ば
か
り
か
逆
に
下
落

し
て
い
る
年
も
あ
る
。

　

養
殖
ハ
マ
チ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
は
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
も
の
の
、
商
品
自
体
の
浜
値
が
種
苗

の
買
値
や
天
然
魚
の
漁
獲
動
向
等
に
引
っ
張
ら
れ
て
毎
年
大
き
く
変
動
す
る
う
え
、
二
〇
一
六
年
に

入
っ
て
下
落
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
魚
粉
価
格
が
こ
こ
ま
で
高
騰
し
て
し
ま
っ
て
は
、
生
産
者
は

ほ
ん
と
に
何
を
信
じ
て
経
営
を
続
け
て
い
け
ば
い
い
の
か
頭
を
抱
え
込
ま
れ
て
い
る
と
思
う
。
し
か

し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
け
れ
ば
、
小
規
模
生
産
者
は
最
終
的
に
潰
れ
る
し
か
な

い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
に
‘
戻
り
道
’
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

販
売
九
年
目
と
な
る
本
年
二
〇
一
六
年
以
降
、
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
が
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
に

は
、
生
産
者
が
発
祥
の
地
と
し
て
の
歴
史
と
伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ
た
先
取
の
技
術
を
も
っ
て
生
産
し

図 3-2　高騰するペルー産魚粉の価格推移 （イギリス CIF 価格 2016.3.9 現在）

（世界経済のネタ帳 http://ecodb.net/ より筆者作図）

あるメーカーの配合飼料の成分表
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二
〇
〇
九
年
五
月
一
八
日
に
県
か
ん

水
の
嶋
野
組
合
長
を
委
員
長
と
し
、

生
産
者
一
〇
名
を
委
員
と
す
る
オ
リ

ー
ブ
ハ
マ
チ
管
理
委
員
会
が
設
立

「
イ
メ
ー
ジ
の
良
さ
、
味
の
良
さ
、

そ
し
て
報
道
や
口
コ
ミ
に
よ
る
宣
伝

効
果
」

粉
末
の
安
定
確
保
、 

Ｃ
．
活
〆
・
神
経
抜
き
・
脱
血
・
氷
冷
の
徹
底
な
ど
、
生
産
・
流
通
・
販
売
の

全
過
程
に
お
け
る
統
一
的
な
管
理
が
重
要
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
養
殖
期
間
中
の
詳
細
な
日
誌
記
帳

に
よ
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
徹
底
で
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
こ
と
な
ど
、
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
向
け

生
産
者
自
ら
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
極
め
て
多
い
。

　

Ａ
．
出
荷
基
準
の
統
一

　

二
〇
〇
九
年
五
月
一
八
日
に
県
か
ん
水
の
嶋
野
組
合
長
を
委
員
長
と
し
、
生
産
者
一
〇
名
を
委
員

と
す
る
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
管
理
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
。
二
〇
一
五
年
度
の
委
員
は
一
五
名
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
生
産
方
針
や
割
り
当
て
尾
数
の
決
定
、
試
験
の
内
容
、
さ
ら
に
毎
年
九
月
上
旬
に
委
員

が
生
産
し
た
ハ
マ
チ
を
持
ち
寄
っ
て
県
や
県
漁
連
職
員
も
交
え
た
な
か
で
試
食
し
合
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

採
点
し
、
仕
上
が
り
状
況
を
確
認
し
た
う
え
で
一
斉
販
売
日
を
決
め
て
い
る
。
ま
た
出
荷
前
に
は
必

要
に
応
じ
て
抜
き
取
り
検
査
で
ベ
コ
病
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
身
肉
の
直
接
確
認
も
し
て
き
た
。

　

し
か
し
生
産
者
が
増
え
れ
ば
工
業
製
品
で
な
い
だ
け
に
、
均
質
性
の
維
持
が
き
わ
め
て
重
要
と
な

る
。
Ｍ
Ｐ
主
体
の
生
産
者
が
使
用
す
る
サ
ン
マ
、
サ
バ
、
マ
イ
ワ
シ
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
な
ど
の
生

餌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
脂
質
含
量
も
栄
養
組
成
も
異
な
る
。
当
然
に
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
に
仕
上
げ
る
前
段

階
で
生
産
者
間
の
差
が
生
じ
て
い
る
が
、
脂
質
含
量
は
オ
リ
ー
ブ
葉
粉
末
の
投
与
に
よ
っ
て
、
全
体

と
し
て
通
常
ハ
マ
チ
よ
り
若
干
低
め
に
仕
上
が
る
こ
と
が
開
発
当
初
か
ら
判
明
し
て
い
る
。し
か
し
、

い
か
に
最
後
を
オ
リ
ー
ブ
葉
粉
末
で
仕
上
げ
よ
う
と
も
、
す
で
に
大
差
が
生
じ
て
い
れ
ば
似
て
非
な

る
も
の
が
で
き
上
が
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
消
費
者
が
「
今
日
の
ハ
マ
チ
は
こ
の
前
の
と
は
味

た
、
安
全
・
安
心
・
新
鮮
で
お
い
し
い
香
川
の
プ
ラ
イ
ド
フ
ィ
シ
ュ
＝
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
を
、
関
係

団
体
が
適
確
な
流
通
手
段
を
も
っ
て
消
費
者
に
安
定
的
に
提
供
し
、
そ
し
て
美
味
し
く
食
べ
て
い
た

だ
い
て
‘
笑
顔
の
輪
’
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
尽
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
①
高
品
質
の
持
続
、
②
研

究
開
発
の
継
続
、
③
消
費
の
拡
大
、
④
販
促
・
販
拡
活
動
の
強
化
、
さ
ら
に
は
⑤
輸
出
の
拡
大
、
の

五
つ
の
課
題
を
確
実
に
ク
リ
ヤ
ー
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し

た
あ
ら
ゆ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
更
な
る
飛
躍
を
図
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
⑥
中
国
輸
出
の
問
題

点
、
に
つ
い
て
現
状
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

①　

高
品
質
の
持
続

　

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
が
成
功
し
た
理
由
を
一
言
で
い

え
ば
、「
イ
メ
ー
ジ
の
良
さ
、
味
の
良
さ
、
そ
し
て

報
道
や
口
コ
ミ
に
よ
る
宣
伝
効
果
」
に
尽
き
る
。
さ

ら
に
不
動
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
や
る
べ
き
こ
と

は
、
ま
ず
は
優
良
種
苗
の
導
入
、
そ
し
て
最
適
な
養

殖
環
境
の
維
持
と
飼
育
管
理
全
般
に
わ
た
る
技
術
の

向
上
、
お
よ
び
Ｍ
Ｐ
用
に
は
最
適
・
高
品
質
の
冷
凍

餌
魚
を
常
に
使
用
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

Ａ
．
出
荷
基
準
の
統
一
、
Ｂ
．
良
質
な
オ
リ
ー
ブ
葉

嶋野文太氏のハマチ養殖管理野帳
日々清書して年度毎に船内に完備
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ば
ら
つ
き
が
無
く
、
い
つ
、
ど
れ
を

食
べ
て
も
‘
美
味
し
い
’
と
消
費
者

に
言
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
そ

れ
ら
変
動
要
因
を
で
き
る
だ
け
排
除

す
る
必
要
が
あ
る

が
違
う
？
」
と
い
う
よ
う
な
反
応
を
示
せ
ば
、
信
頼
を
一
気
に
失
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
難
題
を
ク
リ
ヤ
ー
す
る
に
は
、
生
餌
の
種
類
・
サ
イ
ズ
・
漁
獲
場
所
の
統
一
が
決
め
手
と
な

る
が
、そ
れ
が
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
生
産
者
は
そ
れ
ぞ
れ
が
い
わ
ゆ
る
‘
得
意
’
の
部
分
を
持
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
最
も
簡
単
な
方
法
は
、
既
に
十
分
な
実
績
の
あ
る
オ
リ
ー
ブ
葉
粉
末
入
り
の

Ｅ
Ｐ
を
全
員
が
使
え
ば
、
漁
場
の
差
に
よ
る
も
の
以
外
は
ほ
ぼ
同
じ
魚
が
で
き
る
。
し
か
し
Ｅ
Ｐ
は

Ｍ
Ｐ
に
比
べ
て
摂
餌
し
難
い
・
成
長
が
劣
る
・
コ
ス
ト
も
か
か
る
、
と
感
じ
て
い
る
生
産
者
は
多
い
。

一
方
、
Ｍ
Ｐ
は
仕
上
げ
時
期
、
魚
体
サ
イ
ズ
、
そ
の
味
な
ど
を
予
想
し
て
生
餌
の
種
類
や
比
率
を
変

え
ら
れ
る
し
、
栄
養
剤
等
の
添
加
も
容
易
で
あ
る
。
そ
う
し
て
Ｍ
Ｐ
を
使
う
と
、
必
然
的
に
生
産
者

に
よ
っ
て
魚
の
出
来
具
合
に
差
が
生
じ
て
し
ま
う
。
残
念
で
は
あ
る
が
、
切
り
身
の
変
色
が
少
な
く

さ
っ
ぱ
り
と
し
て
臭
み
が
無
い
と
い
っ
た
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
特
長
が
、
生
産
者
個
々
の
力
量
に

よ
っ
て
何
と
か
維
持
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
ば
ら
つ
き
が
無
く
、
い
つ
、
ど
れ
を
食
べ
て

も
‘
美
味
し
い
’
と
消
費
者
に
言
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
変
動
要
因
を
で
き
る
だ
け
排

除
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
管
理
委
員
会
の
場
を
通
じ
て
生
産
者
個
々
の
理
解
を
深
め
な
が

ら
、
せ
め
て
生
餌
の
基
本
部
分
で
も
統
一
で
き
な
い
か
、
そ
の
方
法
を
模
索
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

ま
た
脂
質
含
量
測
定
器
も
開
発
し
た
が
、
脂
質
含
量
だ
け
で
は
品
質
の
把
握
が
で
き
た
こ
と
に
は
な

ら
な
い
た
め
、
か
ん
き
つ
類
で
普
及
し
て
い
る
セ
ン
サ
ー
や
糖
度
計
の
よ
う
に
、
新
た
な
基
準
の
見

出
し
と
機
器
の
開
発
導
入
に
よ
っ
て
、
基
準
以
下
の
も
の
は
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
冠
を
付
さ
な
い
な

ど
の
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
、
今
後
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
る
。

図 3-3　オリーブハマチと通常ハマチの脂質含量の比較（三者）
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現
在
使
用
し
て
い
る
オ
リ
ー
ブ
の
葉

は
、
オ
リ
ー
ブ
栽
培
に
使
わ
れ
る
農

薬
の
種
類
、残
留
の
程
度
の
関
係
で
、

ど
こ
の
葉
で
も
良
い
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
た
め
、（
株
）
ヤ
マ
ヒ
サ
の

協
力
に
よ
っ
て
必
要
量
を
確
保
す
る

の
が
や
っ
と
の
状
況

　

Ｂ
．
良
質
な
オ
リ
ー
ブ
葉
粉
末
の
安
定
確
保

　

さ
ら
に
大
き
な
課
題
が
あ
る
。
規
定
で
は
オ
リ
ー
ブ
葉
粉
末
の
投
与
量
を
単
純
に
「
餌
に
二
％
混

ぜ
る
」
と
決
め
て
い
る
が
、
当
然
に
量
よ
り
も
質
の
方
が
重
要
で
あ
る
。
オ
リ
ー
ブ
葉
に
含
ま
れ
る

オ
レ
ウ
ロ
ペ
イ
ン
の
濃
度
は
、
そ
の
年
の
天
候
、
摘
採
時
期
、
保
存
・
加
工
方
法
等
に
大
き
く
左
右

さ
れ
る
た
め
、
管
理
委
員
会
が
毎
年
、
県
機
関
に
分
析
を
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
オ
リ
ー
ブ
葉
に

含
ま
れ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
オ
レ
ウ
ロ
ペ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
＋
α
が
あ
っ
て
オ
リ
ー

ブ
ハ
マ
チ
の
特
長
が
発
現
・
強
化
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
分
析
に
よ
り
オ
レ
ウ
ロ
ペ
イ
ン

濃
度
が
七
・
五
％
を
下
回
っ
た
場
合
は
、
市
販
の
栄
養
剤
の
中
で
身
肉
の
変
色
抑
制
に
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
添
加
量
を
増
や
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
さ
ら
に
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
な
る

た
め
、
管
理
委
員
会
で
激
論
の
末
に
方
針
を
決
定
し
て
い
る
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
オ
リ
ー
ブ
の
葉
は
、
オ
リ
ー
ブ
栽
培
に
使
わ
れ
る
農
薬
の
種
類
、
残
留
の
程

度
の
関
係
で
、
ど
こ
の
葉
で
も
良
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
た
め
、（
株
）
ヤ
マ
ヒ
サ
（
香
川
県
小

豆
島
町
）
の
協
力
に
よ
っ
て
必
要
量
を
確
保
す
る
の
が
や
っ
と
の
状
況
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
今
後

も
オ
リ
ー
ブ
業
者
の
理
解
と
協
力
を
深
め
る
努
力
を
続
け
て
、
県
の
支
援
も
受
け
な
が
ら
、
小
枝
な

ど
の
混
ざ
り
物
が
少
な
い
良
質
の
葉
を
、
吉
田
飼
料
（
株
）（
香
川
県
東
か
が
わ
市
）
が
安
全
性
を

保
ち
な
が
ら
最
適
な
粒
子
に
加
工
し
た
オ
リ
ー
ブ
葉
粉
末
を
、
安
定
的
に
確
保
し
て
い
く
努
力
が
不

可
欠
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
も
あ
っ
て
オ
リ
ー
ブ
葉
の
粉
末
は
高
価
と
な
り
、
現
在
は
㎏
当
り

一
，
〇
〇
〇 

円
で
あ
る
。

図 3-4　オリーブ葉粉末の総使用量とオレウロペイン濃度の年変動
（使用量は県かん水、濃度分析は香川県産業技術センター）
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オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
は
出
荷
に
際
し
、

養
殖
生
簀
か
ら
十
尾
程
度
を
掬
い
上

げ
て
一
尾
ず
つ
迅
速
・
確
実
に
手
で

〆
る
こ
と
を
繰
り
返
す

　

Ｃ
．
活
〆
・
神
経
抜
き
・
脱
血
・
氷
冷
の
徹
底

　

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
は
出
荷
に
際
し
、
養
殖
生
簀
か
ら
十
尾
程
度
を
掬
い
上
げ
て
一
尾
ず
つ
迅
速
・

確
実
に
手
で
〆
る
こ
と
を
繰
り
返
す
（
写
真
①
、
②
）。
そ
こ
が
定
置
網
な
ど
で
一
時
に
大
量
漁
獲

さ
れ
る
天
然
ハ
マ
チ
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
そ
の
後
少
し
の
時
間
氷
水
で
冷
や
し
な
が
ら
脱
血

さ
せ
、
さ
ら
に
一
定
量
の
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
は
「
神
経
抜
き
」
と
い
っ
て
尾
柄
部
の
上
半
分
を
特
殊

な
ナ
イ
フ
で
切
断
し
（
同
③
）、
露
出
し
た
尾
椎
の
中
央
に
圧
搾
空
気
を
注
入
し
て
（
同
④
）
脊
髄

を
瞬
時
に
抜
い
て
ま
っ
た
く
動
け
な
い
よ
う
に
し
て
か
ら
さ
ら
に
海
水
氷
で
徹
底
し
て
冷
や
し
込
ん

で
、
身
割
れ
を
防
ぐ
と
と
も
に
生
臭
さ
の
原
因
と
な
る
血
液
の
身
肉
へ
の
残
留
を
防
ぐ
こ
と
で
品
質

維
持
に
万
全
を
期
し
て
い
る
。
脊
髄
は
尾
部
に
近
づ
く
ほ
ど
細
く
な
る
が
（
同
⑤
右
側
）、
手
〆
で

正
確
に
延
髄
を
切
断
し
て
い
な
い
と
、
出
口
が
な
い
た
め
体
外
に
排
出
さ
れ
ず
に
脊
椎
腔
の
中
で
詰

ま
っ
て
腐
っ
て
し
ま
う
。
船
上
で
椅
子
に
座
っ
て
左
手
だ
け
で
ハ
マ
チ
の
尾
柄
部
を
持
っ
て
膝
上
で

一
本
一
本
丁
寧
に
処
置
す
る
が
、
嶋
野
組
合
長
に
よ
れ
ば
、
四
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
サ
イ
ズ
ま
で
が
片

手
で
扱
う
限
界
で
、
一
人
で
連
続
五
〇
〇
本
も
や
る
と
腕
が
上
が
ら
な
く
な
る
と
い
う
ほ
ど
厳
し
い

作
業
で
あ
る
た
め
、
本
県
で
も
ま
だ
生
産
者
の
半
数
足
ら
ず
し
か
行
え
て
い
な
い
。
人
手
と
小
出
し

用
の
生
簀
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
、
海
水
氷
の
使
い
方
に
も
工
夫
が
い
る
が
、
こ
れ
も
高
品
質
を

維
持
す
る
た
め
に
は
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
作
業
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
他
産
地
の
養

殖
ブ
リ
の
一
部
、
ま
た
マ
ダ
イ
や
ス
ズ
キ
な
ど
天
然
魚
で
も
近
年
急
速
に
普
及
し
て
お
り
、‘
瞬
〆
’

と
い
う
登
録
商
標
も
あ
る
。
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フ
ィ
ー
ル
ド
試
験
の
大
原
則
六
つ

②　

研
究
開
発
の
継
続

　

二
〇
〇
七
年
以
降
、
香
川
県
水
産
試
験
場
（
前
半
は
同
赤
潮
研
究
所
）
が
同
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

に
化
学
分
析
を
依
頼
す
る
形
で
研
究
開
発
を
続
け
て
き
た
結
果
が
現
在
の
高
品
質
に
繋
が
っ
て
い
る

が
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
等
は
県
漁
連
や
県
か
ん
水
の
職
員
が
協
力
す
る
な
ど
、
県
が
主
導
し
関
係
団
体

が
支
援
・
協
力
す
る
体
制
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
そ
れ
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

現
在
は
地
元
の
香
川
大
学
農
学
部
と
の
共
同
研
究
に
も
着
手
し
て
い
る
。

　

生
産
現
場
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
試
験
の
大
原
則
は
、

　

１
．
同
一
の
時
期
・
漁
場
・
生
簀
・
種
苗
を
使
用
し
、

　

２
．
同
一
人
の
同
一
基
本
餌
料
に
よ
る
給
餌
管
理
で
、

　

３
．
同
一
人
に
よ
る
日
誌
記
帳
と
外
部
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
う
え
、

　

４
．
同
サ
イ
ズ
・
部
位
・
手
順
で
化
学
分
析
を
実
施
し
、

　

５
．
結
果
を
取
り
ま
と
め
て
査
読
の
あ
る
学
会
誌
等
に
投
稿
し
て
掲
載
さ
れ
た
う
え
で
、

　

６
．
新
聞
・
チ
ラ
シ
等
で
も
公
表
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
う
、

　

と
い
う
手
順
と
な
る
。
こ
の
六
つ
の
プ
ロ
セ
ス
の
う
ち
一
つ
で
も
欠
け
れ
ば
、
正
式
に
認
知
さ
れ

た
ブ
ラ
ン
ド
と
は
言
え
な
く
な
る
と
思
っ
て
い
る
。 

表 3-1　オリーブハマチに関する試験研究結果と発表先

普及啓発用チラシの表紙
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二
〇
一
一
年
か
ら
四
年
間
の
動
き
を

み
る
と
、
浜
値
の
動
き
と
は
無
関
係

に
年
々
少
し
づ
つ
値
上
が
り
し
て
き

た
よ
う
に
感
じ
る

③　

消
費
の
拡
大

　

Ａ
．
販
売
・
消
費
動
向
の
把
握

　

量
販
店
で
の
特
売
価
格
は
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
確
認
で
き
る
し
最
近
は
ウ
ェ
ブ
チ
ラ
シ
が

充
実
し
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
か
ら
四
年
間
の
動
き
を
み
る
と
、
浜
値
の
動
き
と
は
無
関
係
に
年
々

少
し
づ
つ
値
上
が
り
し
て
き
た
よ
う
に
感
じ
る
。
二
〇
一
四
年
は
浜
値
が
高
か
っ
た
の
で
値
上
が
り

は
や
む
を
得
ず
、
特
売
で
も
二
五
〇
円
／
一
〇
〇
グ
ラ
ム
を
下
回
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
同

じ
時
期
・
商
品
で
五
〇
～
一
〇
〇
円
／
一
〇
〇
グ
ラ
ム
の
差
は
大
き
い
。

　

ま
た
通
常
価
格
は
店
頭
へ
行
っ
て
確
認
す
る
し
か
な
い
が
、
二
〇
一
五
年
に
高
松
市
内
で
隣
接
す

る
量
販
店
二
店
で
刺
身
用
柵
の
売
価
を
定
点
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
引
田
加
工
場
産
フ
ィ
レ
を
取
り
扱

う
Ａ
店
は
も
と
も
と
仕
入
れ
値
が
高
い
が
、
需
要
期
に
合
わ
せ
て
価
格
を
変
え
る
売
り
方
を
し
、
高

松
市
中
央
卸
売
市
場
経
由
の
ラ
ウ
ン
ド
を
取
り
扱
う
Ｄ
店
は
、
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
か
ら
オ
リ
ー
ブ
ぶ

り
に
変
わ
っ
て
二
〇
円
／
キ
ロ
グ
ラ
ム
下
が
っ
た
浜
値
に
も
対
応
し
た
ほ
ぼ
一
定
価
格
で
の
売
り
方

で
あ
っ
た
。
ラ
ウ
ン
ド
な
ら
カ
マ
も
ア
ラ
も
売
れ
る
の
で
Ｄ
店
の
方
が
単
価
を
下
げ
ら
れ
る
と
思
う

が
、
隣
接
す
る
店
舗
で
単
価
が
異
な
る
の
に
客
が
一
方
に
流
れ
て
い
な
い
の
も
興
味
深
い
。
Ａ
店
は

Ｅ
Ｐ
で
育
て
た
ハ
マ
チ
で
あ
る
が
、
食
感
と
色
合
い
の
違
い
を
す
で
に
顧
客
は
把
握
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
図
３
―
５
・
３
―
６
の
Ａ
・
Ｄ
は
同
一
店
舗
で
あ
る
が
、
浜
値
が
下
が
っ
た
二
〇
一
五
年

の
方
が
（
図
３
―
１
参
照
）
通
常
売
価
は
高
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

折り込みチラシ例

図 3-5　オリーブハマチ刺身の特売価格（税抜）の推移 
（折り込みチラシより著者作図）
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何
と
か
少
し
で
も
高
く
買
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
生
産
者
の
応
援
団
で
あ

る
我
々
が
も
っ
と
努
力
し
て
い
く
ほ

か
な
い

　

こ
の
五
年
間
の
価
格
推
移
を
み
て
感
じ
る
こ
と
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
も
、
結
局
は
消
費
者

の
購
入
価
格
が
高
く
な
っ
た
だ
け
で
、生
産
者
の
手
取
り
が
増
え
た
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、

‘
生
産
者
の
た
め
に
’
と
い
う
当
初
の
目
的
を
達
成
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問

で
あ
る
。‘
誰
の
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
化
か
’
と
い
う
根
本
的
な
命
題
の
答
え
が
、
筆
者
自
身
ま
だ
明

確
に
は
見
い
だ
せ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
単
に
価
格
だ
け
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
生
産
者
は
、‘
オ

リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
は
確
実
に
売
れ
る
、
計
画
的
に
生
産
で
き
る
、
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
て
、

日
々
安
心
し
て
仕
事
に
打
ち
込
め
る
’
と
い
う
こ
と
で
、
ブ
ラ
ン
ド
化
が
間
違
っ
た
方
向
だ
と
は
決

し
て
思
っ
て
は
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
納
得
す
る
し
か
な
い
が
、
願
わ
く
ば
あ
と

数
十
円
で
も
浜
値
が
上
が
っ
て
く
れ
れ
ば
、
そ
の
分
は
利
益
と
し
て
潤
う
は
ず
で
あ
る
の
で
、
何
と

か
少
し
で
も
高
く
買
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
生
産
者
の
応
援
団
で
あ
る
我
々
が
も
っ
と
努
力
し
て
い

く
ほ
か
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

Ｂ
．
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

　

二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
五
日
に
富
山
県
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
に
出
席

し
た
翌
日
に
、
氷
見
市
ま
で
足
を
運
び
魚
市
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
氷
見
と
言
え
ば
産
卵

前
で
脂
の
乗
っ
た
「
ひ
み
寒
ぶ
り
」
が
、全
国
津
々
浦
々
に
ま
で
知
れ
渡
っ
た
大
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

氷
見
漁
協
は
二
〇
一
一
年
度
か
ら
名
称
を
統
一
し
、図
形
付
き
の
商
標
登
録
を
し
て
「
販
売
証
明
書
」

を
添
付
の
う
え
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
時
期
前
で
ま
だ
水
揚
げ
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
近
隣
施
設

の
魚
々
座
で
は
黒
板
に
詳
し
く
説
明
書
き
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
映
像
で
水
揚
げ
作
業
も
見
せ
て
お

図 3-6　オリーブハマチ刺身用柵の通常店頭価格（税抜）の推移
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今
後
は
中
国
語
ほ
か
外
国
語
で
の
ヒ

ッ
ト
件
数
が
伸
び
る
よ
う
、
さ
ら
な

る
売
り
込
み
努
力
が
必
要

り
、
漁
協
の
職
員
さ
ん
に
も
確
認
し
た
が
、
ブ
リ
は
網
揚
げ
と
同
時
に
魚
槽
内
の
氷
水
で
瞬
殺
す
る

「
沖
〆
」
が
鮮
度
保
持
の
秘
訣
と
さ
れ
て
い
た
。

　
「
不
漁
に
よ
る
寒
ぶ
り
宣
言
の
見
送
り
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が
二
〇
一
六
年
二
月
初
め
に
全
国
放
送
さ

れ
た
が
、
近
年
、
養
殖
ハ
マ
チ
の
生
産
地
は
「
ひ
み
寒
ぶ
り
」
に
負
け
じ
と
ば
か
り
、
こ
ぞ
っ
て
ブ

ラ
ン
ド
魚
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に
多
く
の
抗
酸
化
物
質
を
含
ん
で
い
る
柑
橘

類
の
果
汁
や
皮
を
餌
に
混
ぜ
て
仕
上
げ
た
ブ
リ
・
ハ
マ
チ
、
い
わ
ゆ
る
‘
フ
ル
ー
ツ
魚
’
が
急
拡
大

し
、
大
手
量
販
店
や
回
転
寿
司
チ
ェ
ー
ン
店
で
定
番
化
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
と
聞
く
。

　

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
・
ぶ
り
は
柑
橘
系
で
は
な
い
が
、
消
費
者
の
関
心
度
が
分
か
るY

ahoo! Japan
で
そ
れ
ぞ
れ
二
重
検
索
を
か
け
て
み
る
と
、
日
本
語
で
は
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
が
一
番
で
あ
っ
た
が
全

体
と
し
て
か
な
り
拮
抗
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
英
語
、
中
国
語
も
ヒ
ッ
ト
す
る
が
か
な
り
少

な
く
、
特
に
中
国
語
は
繁
体
語
・
簡
体
語
含
め
て
こ
の
件
数
で
は
ま
だ
ま
だ
輸
出
も
宣
伝
も
足
り
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
中
国
語
ほ
か
外
国
語
で
の
ヒ
ッ
ト
件
数
が
伸
び
る
よ
う
、
さ
ら
な

る
売
り
込
み
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
生
臭
さ
が
少
な
く
香
り
の
良
い
好
み
の
魚
を
自
由
に
選
べ
る
と
い
う

こ
と
で
大
変
喜
ば
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
生
産
者
は
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
国
内
産
地
間
競
争
の
激
化
で
一

段
と
厳
し
い
経
営
に
晒
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
。
体
力
勝
負
で
共
倒
れ
に
な
ら
な
い

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

ま
た
香
川
県
で
は
、
県
か
ん
水
と
関
係
漁
協
が
「
香
川
ブ
ラ
ン
ド
ハ
マ
チ
三
兄
弟
」
を
順
次
商
標

東信水産㈱店舗での店頭販売状況
（丸広百貨店川越店で撮影していたもの 2012.12.15）
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海
外
に
輸
出
す
る
ブ
ラ
ン
ド
産
品
な

ら
、
相
手
国
で
も
商
標
登
録
を
し
て

お
く
必
要
が
あ
る

登
録
し
て
き
た
が
、
商
標
登
録
は
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認

知
さ
れ
る
た
め
の
最
低
条
件
で
あ
っ
て
、
先
願
主
義
で

あ
る
わ
が
国
に
あ
っ
て
は
、
い
の
一
番
に
手
を
つ
け
る

べ
き
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
海
外
に
輸
出
す
る
ブ
ラ
ン

ド
産
品
な
ら
、
相
手
国
で
も
商
標
登
録
を
し
て
お
く
必

要
が
あ
ろ
う
。

　

ひ
け
た
鰤
に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
二
〇
〇
六
年
に

制
度
が
発
足
し
た
「
地
域
団
体
商
標
登
録
」
を
目
指
し
、

二
〇
一
六
年
二
月
二
九
日
現
在
で
は
全
国
で
五
九
二
件

が
登
録
さ
れ
、
香
川
県
は
庵
治
石
、
ひ
け
た
鰤
、
伊
吹

い
り
こ
、
讃
岐
牛
、
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
五
件

の
み
で
ま
だ
全
国
最
下
位
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
よ
り
上
位

の
制
度
と
し
て
二
〇
一
五
年
六
月
に
施
行
さ
れ
た
「
地

理
的
表
示
保
護
制
度
」
は
、
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
を
貼
付
し
た

地
域
の
特
産
品
づ
く
り
が
目
的
と
さ
れ
、
特
に
輸
出
先

国
で
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
飛
躍
的
に
上
が
る
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
は
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と
考

え
る
。

　

ま
た
、
二
〇
一
三
年
四
月
二
二
日
に
広
島
県
が
中
心
と
な
り
環
瀬
戸
内
海
七
県
が
連
携
し
て

表 3-2　柑橘系ブリ・ハマチの検索ヒット件数

表 3-3　香川ブランドハマチ三兄弟の商標登録の現況

長男「ひけた鰤」は大型生簀で 4kg 以上のサイズまでのびのび育ってよく脂が乗っている。
次男「なおしまハマチ・鰤」は潮流の速い直島でケルプ入りの餌で元気に育っている。

瀬戸内ブランド認定商品（香川県分）
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香
川
県
産
ハ
マ
チ
の
認
知
度
は
、
二

〇
一
五
年
に
食
品
で
は
讃
岐
う
ど
ん

に
次
ぐ
第
二
位
に
ま
で
ブ
レ
イ
ク

讃
岐
う
ど
ん
の
例

ず
で
一
気
に
上
昇
し
て
二
〇
一
五
年
に
は

九
三
・
三
％
と
、
食
品
で
は
讃
岐
う
ど
ん
に

次
ぐ
第
二
位
に
ま
で
ブ
レ
イ
ク
、
と
り
わ

け
関
西
圏
、
首
都
圏
で
は
と
も
に
三
倍
ゲ
ー

ム
で
伸
び
て
い
る
。
香
川
の
一
〇
〇
％
＝

一
〇
〇
万
人
弱
が
、
首
都
圏
で
は
わ
ず
か

八
％
程
度
で
ほ
ぼ
同
数
に
な
る
こ
と
か
ら

考
え
る
と
、
香
川
お
さ
か
な
大
使
や
お
さ
か

な
シ
ャ
ト
ル
を
活
用
し
た
宣
伝
販
売
が
い

か
に
効
果
的
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
重
要
性
が

あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

人
は
‘
ど
こ
の
何
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な

食
べ
物
’
は
普
通
は
口
に
し
な
い
。
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
、
教
え
て
も
ら
っ
た
、
テ
レ
ビ

で
見
た
、
な
ど
は
一
番
の
決
め
手
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
‘
讃
岐
う
ど
ん
’
の
よ
う
に
す
で

に
汎
用
さ
れ
て
商
標
登
録
も
地
域
ブ
ラ
ン

ド
登
録
も
で
き
な
い
、
だ
れ
で
も
が
使
え
る

「
瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
も
ブ
ラ
ン
ド
を
名
乗
る
た
め
の
競
争
が
す
で

に
起
き
て
い
る
ほ
ど
で
、
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
流
れ
は
止
ま
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

④　

販
促
・
販
拡
活
動
の
強
化

　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
、
香
川
県
は
俳
優
の
要
潤
氏
を
副
知
事
に
任
命
し
て
「
香
川
県
か
ら
う
ど
ん

県
に
改
名
」
と
い
う
動
画
サ
イ
ト
を
公
開
し
、
そ
れ
が
二
日
間
で
約
二
一
万
件
も
の
ア
ク
セ
ス
が
殺

到
し
て
二
〇
一
二
年
新
語
・
流
行
語
大
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
。
本
気
に
し
た
人
も
か
な
り
い
た
よ
う
で
、
筆
者
も
県
外
で
何
度
か
尋
ね
ら
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
で
は
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
ブ
レ
ー
ク
し
た
か
？･･･

そ
れ
は
、‘
讃
岐
う
ど
ん
’
が

香
川
県
の
代
名
詞
と
し
て
す
で
に
全
国
に
知
れ
渡
っ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
あ
ら
た

め
て
表
３
―
４
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
讃
岐
う
ど
ん
の
認
知
度
は
、
香
川
県
の
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
は

当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
近
年
、
関
西
圏
や
首
都
圏
で
は
認
知
度
が
下
が
り
つ
つ
あ
る
。
他
県
の
ご

当
地
う
ど
ん
が
頑
張
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
無
関
心
派
が
増
え
て
い
る
の
か
は
よ
く
知
ら
な
い

が
、‘
香
川
と
言
え
ば
讃
岐
う
ど
ん
’
を
知
ら
な
い
人
は
い
な
い･･･

と
思
っ
て
い
る
の
は
、
何
も

し
な
け
れ
ば
香
川
県
人
だ
け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

同
じ
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
香
川
県
産
ハ
マ
チ
の
認
知
度
を
み
る
と
、
表
３
―
５
の
と
お
り

香
川
県
で
も
記
念
事
業
に
取
り
組
む
前
は
四
人
に
一
人
ほ
ど
だ
っ
た
の
が
、
そ
の
後
一
〇
年
足
ら

表 3-4　讃岐うどんの認知度の推移（％）

表 3-5　香川県産ハマチの認知度の推移（％）
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認
知
度
の
高
さ
は
価
格
プ
レ
ミ
ア
ム

を
生
む
場
合
が
多
い
た
め
、
そ
れ
を

悪
用
す
る
者
が
一
人
で
も
い
れ
ば
、

そ
の
ブ
ラ
ン
ド
は
一
瞬
に
し
て
崩
れ

て
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る

て
カ
バ
ー
し
て
い
く
方
程
式
が
一
段
と
現
実
味
を
帯
び
て

く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
で
、
二
〇
一
三
年
に
「
和
食
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
、
二
〇
一
五
年
開
催
の
ミ
ラ
ノ

万
博
で
日
本
館
が
好
評
を
博
し
た
、
等
々
の
ニ
ュ
ー
ス
が
、

「
和
食
は
今
後
間
違
い
な
く
世
界
標
準
の
食
と
な
り
、
そ
れ

を
支
え
る
日
本
の
安
全
・
安
心
で
新
鮮
な
生
鮮
魚
介
類
の

未
来
は
バ
ラ
色
だ
！
」
と
い
う
ふ
う
に
聞
こ
え
て
く
る
。

し
か
し
本
当
に
そ
う
で
あ
ろ
う
か
？

　

二
〇
一
六
年
に
な
っ
て
原
油
価
格
の
急
落
や
中
国
経
済

の
減
速
が
伝
え
ら
れ
、
日
本
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
と
い
う
金

融
緩
和
策
が
意
表
を
つ
い
て
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
我
々
庶

民
に
は
分
か
り
辛
い
経
済
動
向
と
な
っ
て
い
る
が
、
さ
ら

に
三
月
に
入
っ
て
中
国
の
貿
易
統
計
の
悪
化
が
報
じ
ら
れ
、

‘
こ
れ
か
ら
先
も
日
本
か
ら
の
輸
出
が
ど
ん
ど
ん
伸
び
る
’

な
ど
と
安
易
に
は
言
っ
て
お
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

香
川
県
は
こ
れ
ま
で
政
策
的
に
海
外
の
航
空
会
社
の
誘

致
活
動
を
行
っ
た
結
果
、
東
南
ア
ジ
ア
と
高
松
空
港
間
の

名
称
で
あ
る
が
た
め
に
、
他
県
で
マ
ズ
い
讃
岐
う
ど
ん
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
た
方
は
少
な
く
な
い
は
ず

で
あ
る
。

　

通
常
、
認
知
度
の
高
さ
は
価
格
プ
レ
ミ
ア
ム
を
生
む
場
合
が
多
い
た
め
、
そ
れ
を
悪
用
す
る
者
が

一
人
で
も
い
れ
ば
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
は
一
瞬
に
し
て
崩
れ
て
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
県
内
で
は

近
年
「
年
明
け
う
ど
ん
」
の
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
る
も
の
の
、
本
家
本
元
を
守
り
抜
く
地
道
な
努

力
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

水
産
物
も
同
様
で
あ
る
。
商
標
登
録
し
た
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
は
、
生
産
段
階
か
ら
手
を
抜
く
こ
と

な
く
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
宣
伝
販
売
を
続
け
、
安
定
し
た
高
品
質
の
も
の
を
適
正
な
価
格
で

市
場
に
提
供
し
続
け
れ
ば
、
ま
す
ま
す
認
知
度
は
上
が
る
は
ず
で
、
ま
た
そ
う
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
一
旦
立
ち
止
ま
る
と
す
ぐ
に
他
の
ブ
ラ
ン
ド
に
追
い
つ
か
れ
る
。
及
び
腰
で
は
な
く
、

讃
岐
う
ど
ん
の
よ
う
に
‘
強
い
コ
シ
’
で
常
に
前
を
向
い
て
頑
張
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

⑤　

輸
出
の
拡
大

　

二
〇
一
五
年
は
年
初
か
ら
年
末
ま
で
対
ド
ル
レ
ー
ト
で
約
一
二
〇
円
と
い
う
安
定
し
た
円
安

で
、
輸
出
を
取
り
巻
く
環
境
は
す
こ
ぶ
る
快
調
で
あ
っ
て
、
国
策
と
し
て
の
輸
出
促
進
も
功
を
奏

し
、
貿
易
赤
字
の
解
消
も
進
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
年
末
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
基
本
合
意
を
受
け
て
、

二
〇
一
六
年
は
国
を
挙
げ
て
輸
出
拡
大
の
大
合
唱
が
始
ま
り
、
日
本
が
抱
え
る
最
重
要
課
題
の
一
つ

で
あ
る
国
民
の
高
齢
・
少
子
化
に
よ
る
生
鮮
食
料
品
の
国
内
需
要
の
落
ち
込
み
を
、輸
出
拡
大
に
よ
っ浦東国際空港に到着した高松空港発の春秋航空便
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海
外
で
は
付
加
価
値
の
高
い
ブ
ラ
ン

ド
魚
は
、
売
り
方
に
よ
っ
て
は
値
が

取
れ
る

「
ハ
マ
チ
の
前
に
香
川
を
売
り
込

め
！
」

　

Ｃ
．
支
援
体
制
の
整
備

　

県
は
交
流
推
進
部
が
主
体
で
動
い
て
い
る
が
、
能
力
と
適
性
を
兼
ね
備
え
た
専
門
職
員
の
養
成
を

同
時
並
行
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
間
に
合
わ
な
い
。
関
係
団
体
と
の
支
援
協
力
体
制
の
構
築
も
重

要
で
あ
る
。

　

Ｄ
．
県
名
の
知
名
度
ア
ッ
プ

　

東
南
ア
ジ
ア
で
は
「
築
地
」「
北
海
道
」「
長
崎
」
が
水
産
物
の
不
動
の
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
お
り
、

残
念
な
が
ら
「
瀬
戸
内
海
」
も
「
香
川
県
」
も
ま
っ
た
く
通
用
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
か

ら
当
然
と
言
え
ば
当
然
だ
が
、
ま
ず
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
が
最
優
先
で
あ
り
、「
ハ
マ
チ
の
前
に

香
川
を
売
り
込
め
！
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
「O

ishii Japan

」
や
昨
年
の
ミ

ラ
ノ
万
博
へ
の
出
展
に
引
き
続
き
、
販
路
開
拓
と
販
売
促
進
に
繋
が
る
、
県
が
主
体
と
な
っ
た
次
の

一
手
を
期
待
し
た
い
。

⑥　

中
国
輸
出
の
問
題
点

　

上
海
経
由
で
鮮
魚
を
正
規
輸
出
し
て
い
る
長
崎
魚
市
（
株
）
は
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
の
積
極
的
な

取
り
組
み
に
よ
り
二
〇
一
二
・
二
〇
一
三
年
の
二
年
間
で
二
二
三
ト
ン
、
六
二
六
百
万
円
を
売
り
上

げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
業
務
提
携
先
の
上
海
長
申
魚
市
貿
易
有
限
公
司
（
大
洋
世
家
集
団
股
份
有
限

公
司
）
の
特
段
に
高
度
な
販
売
力
に
依
る
と
き
い
て
い
る
。
ま
た
愛
媛
県
の
ナ
イ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
は
、

現
地
の
海
之
興
進
出
口
貿
易
有
限
公
司
が
販
売
を
担
っ
て
、
二
〇
一
一
～
二
〇
一
三
年
の
三
年
間
で

発
着
便
が
徐
々
に
拡
充
さ
れ
、「
高
松

⇔

仁
川
」
が
週
三
便
で
最
も
古
く
、
現
在
は
「
高
松

⇔

上
海
」

が
週
四
便
、「
高
松

⇔

台
北
」
が
週
六
便
、
さ
ら
に
「
高
松

⇔

成
田
」
が
毎
日
二
便
就
航
し
て
国
際

化
の
進
展
が
著
し
い
。
さ
ら
に
高
松
空
港
か
ら
海
外
へ
の
乗
継
便
の
充
実
な
ど
、
外
国
人
客
の
利
便

性
の
向
上
も
図
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
客
を
さ
ら
に
呼
び
込
め
、
航
空
貨
物
の
増
加
と
い
う

ダ
ブ
ル
メ
リ
ッ
ト
も
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
即
、海
外
輸
出
の
活
性
化
と
い
う
大
き
な
変
革
を
、

我
々
の
周
囲
に
巻
き
起
こ
し
て
く
れ
る
可
能
性
を
も
秘
め
て
い
る
。

　

ハ
マ
チ
の
浜
値
は
既
述
の
通
り
国
内
で
は
期
待
す
る
ほ
ど
は
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
海
外

で
は
付
加
価
値
の
高
い
ブ
ラ
ン
ド
魚
は
、
売
り
方
に
よ
っ
て
は
値
が
取
れ
る
。
空
路
の
整
備
は
間
違

い
な
く
そ
の
近
道
と
な
る
。
香
川
は
、
以
下
の
準
備
さ
え
整
え
ば
、
間
違
い
な
く
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

　

Ａ
．
物
流
・
商
流
ル
ー
ト
の
構
築

　

生
鮮
輸
出
の
場
合
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
は
付
加
価
値
を
生
か
せ
る
か
否
か
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

航
空
貨
物
便
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
高
松
空
港
に
乗
り
入
れ
た
春
秋
航
空
は
、
中
国
本
土
で

も
貨
物
便
は
な
い
と
の
こ
と
で
、
期
待
は
ず
れ
で
あ
っ
た
。

　

Ｂ
．
生
鮮
輸
出
業
者
の
育
成
と
各
国
制
度
へ
の
精
通

　

生
鮮
輸
出
の
場
合
は
特
別
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
必
要
と
す
る
が
、
香
川
県
内
に
は
取
り
扱
え
る
事
業
者

が
少
な
く
、
鮮
魚
に
至
っ
て
は
皆
無
に
等
し
い
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
致
命
傷
で
あ
る
。
県
漁
連

は
海
外
と
の
直
接
取
引
は
基
本
的
に
で
き
な
い
た
め
、
生
鮮
輸
出
に
精
通
し
た
事
業
者
の
確
保
・
育

成
は
急
務
で
あ
る
。
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二
〇
一
四
年
春
か
ら
衛
生
証
明
書
の

発
行
が
県
段
階
で
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
若
干
楽
に
は
な
っ
た
も
の

の
、
書
類
は
極
め
て
多
い

三
四
ト
ン
、
六
五
百
万
円
余
を
売
り
上
げ
て
一
定
の
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
た
も
の
の
、
松
山
空
港
発

着
の
中
国
東
方
航
空
が
航
空
貨
物
を
取
り
扱
わ
な
く
な
っ
て
関
西
国
際
空
港
か
ら
の
輸
出
と
な
り
、

輸
送
コ
ス
ト
の
上
昇
に
加
え
て
度
重
な
る
通
関
検
査
で
の
足
止
め
の
影
響
な
ど
で
、
二
〇
一
四
年
三

月
末
を
も
っ
て
一
旦
解
散
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
問
題
点
を
整
理
し
て
み
た
。

　

Ａ
．
輸
出
前
の
準
備
書
類
の
問
題

　

現
時
点
で
香
川
か
ら
上
海
へ
輸
出
し
よ
う
と
し
た
場
合
の
関
係
書
類
の
フ
ロ
ー
図
を
示
し
た
が
、

二
〇
一
四
年
春
か
ら
衛
生
証
明
書
の
発
行
が
県
段
階
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
若
干
楽
に
は

な
っ
た
も
の
の
、
図
に
示
す
と
お
り
書
類
は
極
め
て
多
い
。
そ
し
て
県
で
実
施
し
た
放
射
性
物
質
の

検
査
結
果
は
引
き
続
き
国
の
証
明
を
必
要
と
し
、
そ
の
日
数
も
意
外
に
か
か
る
し
有
効
期
間
も
三
か

月
し
か
な
い
う
え
、
官
能
検
査
も
年
一
回
は
検
証
検
査
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

上
海
側
の
輸
入
業
者
は
事
前
に
輸
入
許
可
が
必
要
で
最
低
二
〇
日
は
か
か
る
。
香
川
の
場
合
は
既
述

の
よ
う
に
二
回
と
も
そ
の
倍
以
上
の
日
数
が
か
か
っ
た
が
、
国
内
で
も
上
海
で
も
金
と
手
間
暇
の
か

か
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

Ｂ
．
到
着
後
の
輸
入
・
通
関
手
続
き
の
問
題

　

二
〇
一
二
年
の
下
半
期
以
降
、
日
本
か
ら
空
輸
さ
れ
た
す
べ
て
の
鮮
魚
が
上
海
浦
東
国
際
空
港
に

到
着
後
Ｃ
Ｉ
Ｑ
の
指
定
冷
蔵
庫
に
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
通
関
検
査
を
受
け
て
検
査
に
合
格
し
な
け
れ

ば
商
品
を
引
き
取
れ
な
い
シ
ス
テ
ム
に
変
わ
っ
た
。
長
崎
と
愛
媛
は
Ｃ
Ｉ
Ｑ
に
施
設
登
録
済
み
の
自

輸出関係書類のフロー図

日本の輸入手続き概要図
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中
国
へ
の
鮮
魚
輸
出
は
、
す
べ
て
の

書
類
を
整
え
て
い
ざ
実
行
し
た
と
し

て
も
通
関
検
査
で
ス
ト
ッ
プ
を
喰
ら

う
た
め
、
現
状
の
ま
ま
で
は
営
利
事

業
と
し
て
成
り
立
た
な
い

中
国
輸
出
に
関
し
て
は
、
な
ぜ
輸
出

が
必
要
か
、な
ぜ
上
海
を
選
ん
だ
か
、

そ
の
輸
入
業
者
は
信
頼
で
き
る
か
、

一
定
の
継
続
性
と
発
展
性
は
見
込
め

る
か
、
そ
れ
で
生
産
者
は
儲
か
る
の

か
、
な
ど
、
命
題
を
十
分
に
突
き
詰

め
、
慎
重
に
見
極
め
て
か
ら
取
り
組

む
こ
と
が
極
め
て
重
要

う
に
し
て
日
本
産
鮮
魚
の
価
格
競
争
力
を
そ
ぎ
落
と
す
、
そ
し
て
自
国
産
の
魚
を
守
ろ
う
と
す
る
、

ま
さ
し
く
日
本
を
狙
い
撃
ち
に
し
た
露
骨
な
‘
保
護
貿
易
’
と
し
か
思
え
な
い
が
、
筆
者
の
捉
え
方

が
間
違
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

Ｃ
．
輸
出
コ
ス
ト
の
問
題

　

一
般
的
な
輸
出
経
費
の
内
訳
は
、
日
本
で
の
原
魚
代
＋
利
益
、
保
冷
剤
・
梱
包
費
、
各
種
検
査
・

書
類
費
、
陸
送
費
、
さ
ら
に
航
空
運
賃
で
あ
る
が
、
意
外
に
航
空
運
賃
そ
の
も
の
は
安
い
と
思
う
。

ま
た
中
国
に
お
い
て
は
商
品
代
×
関
税
×
増
値
税
×
通
関
諸
費
用
×
陸
送
費
×
手
数
料
（
輸
入
者
・

小
売
店
）
な
ど
、
す
べ
て
掛
け
算
で
オ
ン
さ
れ
る
た
め
、
日
本
の
価
格
の
約
三
倍
が
普
通
に
販
売
価

格
と
な
っ
て
し
ま
う
ほ
か
、
店
舗
等
で
の
販
促
の
た
め
の
試
食
・
マ
ネ
キ
ン
・
販
促
グ
ッ
ズ
費
に
場

所
代
、
マ
ー
ジ
ン
、
立
会
経
費
な
ど
、
国
内
で
の
試
食
宣
伝
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
よ
う
な
経
費
が

必
要
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
加
え
て
決
済
期
間
と
そ
の
方
法
な
ど
重
要
な
問
題
が
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
中
国
輸
出
に
関
し
て
は
、
な
ぜ
輸
出
が
必
要
か
、
な
ぜ
上
海
を
選
ん
だ
か
、
そ

の
輸
入
業
者
は
信
頼
で
き
る
か
、
一
定
の
継
続
性
と
発
展
性
は
見
込
め
る
か
、
そ
れ
で
生
産
者
は
儲

か
る
の
か
、
な
ど
、
命
題
を
十
分
に
突
き
詰
め
、
慎
重
に
見
極
め
て
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

現
在
、
中
国
の
対
日
輸
出
入
額
は
増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
中
国
国
内
の
景
気
の
先
行
き
や

外
交
上
の
問
題
が
依
然
強
い
影
を
落
と
し
、
現
地
日
本
人
の
な
か
に
は
長
年
積
み
上
げ
た
信
頼
関
係

が
一
瞬
に
し
て
瓦
解
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
人
も
い
た
。
ま
た
水
産
物
に
つ
い
て
は
「
高
鮮
度

≒

高
価

社
冷
蔵
庫
に
輸
入
当
日
収
納
し
、
翌
日
か
ら
大
部
分
の
販
売
が
可
能
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
新
規
業

者
の
場
合
、
冷
蔵
施
設
を
整
備
し
て
も
通
関
検
査
で
四
～
五
日
も
足
止
め
を
喰
ら
え
ば
、
鮮
魚
と
し

て
の
商
品
価
値
は
ゼ
ロ
に
等
し
く
な
る
。

　

一
方
、
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
貨
物
は
最
新
二
〇
一
二
年
九
月
の
財
務
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
般

貨
物
で
も
航
空
機
の
空
港
到
着
か
ら
輸
入
許
可
ま
で
に
要
す
る
平
均
所
要
時
間
は
一
三
・
四
時
間
で

あ
る
が
、タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の
貨
物
の
搬
入
や
仕
分
け
な
ど
申
告
準
備
の
時
間
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、

実
際
に
輸
入
申
告
を
し
税
関
審
査
を
受
け
、
関
税
・
消
費
税
を
支
払
い
、
輸
入
許
可
書
を
得
る
ま
で

僅
か
〇
・
三
時
間
と
い
う
ほ
ど
早
い
。
そ
の
後
に
貨
物
の
国
内
引
き
取
り
を
行
っ
て
輸
入
者
に
配
送

す
る
が
、‘
外
国
か
ら
の
輸
入
品
は
で
き
る
だ
け
早
く
通
関
さ
せ
よ
う
’
と
い
う
の
が
日
本
政
府
の

基
本
的
な
姿
勢
で
あ
る
。

　

結
局
中
国
へ
の
鮮
魚
輸
出
は
、
す
べ
て
の
書
類
を
整
え
て
い
ざ
実
行
し
た
と
し
て
も
通
関
検
査
で

ス
ト
ッ
プ
を
喰
ら
う
た
め
、
現
状
の
ま
ま
で
は
営
利
事
業
と
し
て
成
り
立
た
な
い
。
オ
ー
プ
ン
な
制

度
の
も
と
で
フ
ェ
ア
な
競
争
原
理
が
働
か
な
け
れ
ば
、
結
果
的
に
中
国
の
消
費
者
は
高
い
輸
入
魚
を

食
べ
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
こ
と
が
さ
ら
に
障
壁
を
高
く
さ
せ
て
し
ま
う
と
思
う
。安
全
・

安
心
、
新
鮮
で
美
味
し
い
日
本
産
の
鮮
魚
に
、
な
ぜ
こ
と
さ
ら
に
衛
生
証
明
書
が
必
要
な
の
か
、
保

冷
剤
を
し
っ
か
り
入
れ
て
完
全
に
梱
包
さ
れ
た
鮮
魚
パ
ッ
ク
を
、
数
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
に
も
か
か
わ

ら
ず
再
び
開
け
て
検
査
す
る
必
要
性
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
な
ど
、
首
を
か
し
げ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

結
局
コ
ス
ト
と
手
間
が
か
か
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
を
複
雑
化
し
、
高
価
格
販
売
が
避
け
ら
れ
な
い
よ
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事
業
の
直
接
経
費
は
一
億
五
千
万
円

余

お
わ
り
に

　

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
開
発
に
着
手
し
て
以
降
、
こ
の
九
年
間
に
「
さ
ぬ
き
海
の
幸
販
売
促
進
協
議

会
」
な
ど
業
界
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
推
進
し
た
事
業
の
直
接
経
費
は
一
億
五
千
万
円
余
に
上
る
。

事
務
局
本
部
が
県
か
ら
県
漁
連
に
移
っ
て
四
〇
人
体
制
と
な
っ
た
が
、
服
部
会
長
の
大
号
令
の
も
と

引
き
続
き
積
極
的
な
販
促
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
香
川
県
の
関
係
部
局
が
単
独
で

使
っ
た
販
促
経
費
も
こ
れ
に
匹
敵
す
る
額
と
な
ろ
う
。

　

全
国
に
お
け
る
ハ
マ
チ
・
カ
ン
パ
チ
な
ど
ブ
リ
類
の
養
殖
生
産
量
は
最
新
二
〇
一
四
年
の
集
計
で

一
三
四
，
六
〇
八
ト
ン
、
同
じ
く
天
然
の
ブ
リ
類
の
漁
獲
量
は
一
二
五
，
三
三
二
ト
ン
で
、
養
殖
に

迫
る
勢
い
で
増
え
て
い
る
。
香
川
県
の
ブ
リ
類
の
養
殖
生
産
量
は
二
〇
〇
一
年
に
は
過
去
最
高
の

一
七
，
四
〇
八
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
餌
代
や
燃
油
の
高
騰
、
個
人
消
費
の
冷
え
込
み
で
廃
業
者
が
後

を
絶
た
ず
、一
九
八
九
年
の
二
三
七
経
営
体
が
一
八
年
後
の
二
〇
〇
七
年
に
は
五
一
経
営
体
に
激
減
、

生
産
量
も
八
，
四
六
〇
ト
ン
と
初
め
て
一
万
ト
ン
を
下
回
っ
て
以
降
、
近
年
で
も
七
千
ト
ン
前
後
で

推
移
し
て
回
復
は
し
て
い
な
い
。
特
に
養
殖
ブ
リ
・
ハ
マ
チ
だ
け
を
み
る
と
全
国
生
産
量
は
九
四
，

四
一
九
ト
ン
、
う
ち
香
川
は
四
，
九
五
四
ト
ン
で
全
国
の
僅
か
五
％
で
あ
っ
て
順
位
も
第
八
位
に
ま

で
下
げ
て
い
る
。

　

こ
の
状
態
を
打
破
す
る
に
は
、
生
産
者
が
自
信
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
対
象
が
必
要
で
あ
る
。
香

格
」
と
い
う
日
本
の
常
識
が
、
必
ず
し
も
正

し
く
理
解
さ
れ
て
い
る
国
と
は
思
え
な
か
っ

た
。

　

筆
者
自
身
、
た
っ
た
二
年
や
三
年
で
結
論

を
出
し
て
し
ま
う
よ
う
な
取
り
組
み
姿
勢

は
、
明
ら
か
に
主
義
に
反
す
る
と
の
思
い
は

あ
っ
た
が
、
天
・
地
・
人
が
揃
わ
な
い
な
か

で
安
易
に
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
は
、
海

外
に
お
い
て
は
特
に
無
謀
で
あ
る
と
考
え
、

無
理
に
進
め
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
中
国
は
や
は
り
消
費
大
国
で
あ
っ

て
、
し
か
も
二
〇
一
五
年
に
日
本
を
訪
れ
た

中
国
人
観
光
客
は
五
〇
〇
万
人
で
さ
ら
に
増

え
る
見
込
み
と
の
こ
と
。
筆
者
が
手
掛
け
た

中
で
唯
一
や
り
残
し
た
国
で
あ
る
の
で
、
で

き
れ
ば
県
と
県
漁
連
が
体
制
を
整
え
て
、
オ

リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
生
鮮
輸
出
に
再
度
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と
願
う
次
第
で
あ
る
。

上海の東方国際水産中心（センター）　長崎魚市㈱の上海常設店、
東市築地水産貿易（上海）有限公司もここにある （2013.5.8 夕方撮影）
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香
川
県
に
は
生
産
者
が
連
綿
と
受
け

継
い
で
き
た
魚
類
養
殖
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

と
、
養
殖
発
祥
の
地
と
し
て
の
プ
ラ

イ
ド
が
今
も
全
く
失
わ
れ
て
は
い
な

い

川
の
場
合
、
そ
れ
が
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
で
あ
り
香
川
ブ
ラ
ン
ド
ハ
マ
チ
三
兄
弟
で
あ
る
。
一
旦
下
落

し
た
生
産
量
を
回
復
さ
せ
、
増
や
し
て
い
く
に
は
、
国
内
消
費
を
拡
大
さ
せ
る
か
輸
出
す
る
し
か
な

い
。
そ
し
て
浜
値
を
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
輸
出
で
あ
る
。
地
元
の
農
水
産
物
の
売
り
込

み
に
、
知
事
や
市
長
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
の
が
最
近
で
は
普
通
の
こ
と
と
な
っ
た
が
、
サ
ー

モ
ン
の
売
り
込
み
に
国
王
や
首
相
が
世
界
中
を
飛
び
回
っ
て
い
る
国
も
あ
る
。
魚
食
が
紛
れ
も
な
く

世
界
の
ト
レ
ン
ド
と
な
っ
た
今
日
、
国
内
で
の
地
産
地
消
や
食
育
の
推
進
の
み
な
ら
ず
、
水
産
日
本

と
し
て
国
外
に
も
っ
と
目
を
向
け
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

魚
類
養
殖
業
が
抱
え
る
構
造
的
な
欠
陥
は
そ
う
簡
単
に
は
修
復
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
香

川
県
に
は
生
産
者
が
連
綿
と
受
け
継
い
で
き
た
魚
類
養
殖
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
、
養
殖
発
祥
の
地
と
し
て
の

プ
ラ
イ
ド
が
今
も
全
く
失
わ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
香
川
が
率
先
し
て
新
た
な
方

向
性
を
示
し
て
い
く
義
務
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
の
が
、
行
政
や

関
係
団
体
の
責
務
で
あ
る
。

　

香
川
県
に
は
日
本
唯
一
の
オ
リ
ー
ブ
研
究
所
が
あ
り
、
オ
リ
ー
ブ
産
業
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

事
業
に
も
取
り
組
ん
で
、
オ
リ
ー
ブ
、
オ
リ
ー
ブ
牛
に
加
え
、
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
生
産
か
ら
新
商

品
開
発
、
販
売
促
進
ま
で
力
を
注
げ
る
環
境
下
に
あ
る
。
し
か
も
香
川
大
学
・（
株
）
百
十
四
銀
行
・

野
村
證
券
（
株
）
の
三
者
が
「
か
が
わ
ア
グ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
と
い
う
産
学
官
連
携
の
研
究

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
立
ち
上
げ
て
、香
川
の
オ
リ
ー
ブ
産
業
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
む
な
ど
、

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
を
取
り
巻
く
支
援
体
制
が
一
段
と
整
備
さ
れ
て
い
る
。
あ
と
は
生
産
者
が
プ
ラ
イ

図 3-7　養殖ブリ・ハマチの県別生産比率 （2014 年度全国合計 94,419 トン）
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香
川
の
ブ
ラ
ン
ド
ハ
マ
チ
三
兄
弟
の

末
っ
子
「
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
」
が
、

引
き
続
き
多
く
の
方
々
の
温
か
い
ご

支
援
ご
鞭
撻
に
よ
っ
て
、
香
川
の
み

な
ら
ず
水
産
日
本
の
魚
類
養
殖
業

の
、
真
の
救
世
主
と
な
る
日
が
来
る

こ
と
を
心
か
ら
願
う

と
共
に
行
動
し
て
惜
し
み
な
い
努
力
を
し
て
く
れ
た
数
多
く
の
方
々
に
一
人
ひ
と
り
お
礼
を
申
し
上

げ
た
い
が
、
紙
面
の
都
合
も
あ
る
の
で
特
に
以
下
の
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
ず
開
発
当

初
か
ら
一
貫
し
て
販
売
促
進
に
努
め
た
香
川
県
農
政
水
産
部
水
産
課
の
栩
野
元
秀
、
植
田 
豊
、
竹

森
弘
征
の
各
氏
、
開
発
試
験
か
ら
今
日
ま
で
研
究
開
発
を
継
続
し
生
産
者
へ
の
指
導
を
適
確
に
行
っ

て
き
た
香
川
県
水
産
試
験
場
の
大
山
憲
一
氏
、
そ
し
て
販
売
の
実
務
を
担
っ
た
香
川
県
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
の
伊
藤
芳
彦
、
鎌
田
勝
史
、
赤
坂
元
春
、
黒
石
英
之
の
各
氏
、
海
外
お
よ
び
首
都
圏
の

販
路
開
拓
に
携
わ
っ
た
香
川
県
交
流
推
進
部
県
産
品
振
興
課
の
廣
田
章
臣
、
平
岡
淳
一
、
古
市 

智
、

塩
田
京
子
の
各
氏
に
、
そ
れ
ぞ
れ
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
国
内
、
海
外
で
お
世
話
に
な
っ

た
バ
イ
ヤ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
方
々
は
、
本
文
中
に
所
属
と
ご
芳
名
を
明
記
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
で
、
お
礼
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
本
文
中
の
具
体
的
な
氏
名
、
数
量
・
金
額

等
は
、
事
前
に
服
部
会
長
と
嶋
野
組
合
長
、
お
よ
び
香
川
県
水
産
課
の
北
尾
課
長
と
同
県
産
品
振
興

課
の
大
畑
課
長
に
確
認
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

　

最
後
に
、
筆
者
も
現
役
を
退
い
た
今
、
情
報
の
収
集
に
も
不
自
由
す
る
有
様
で
は
、
オ
リ
ー
ブ
ハ

マ
チ
の
応
援
も
十
分
に
は
で
き
な
い
と
思
う
が
、
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
に
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
た

め
、
後
進
に
委
ね
る
の
は
も
う
少
し
先
に
と
思
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
い
つ
気
が
変
わ
る
か
わ
か
ら

な
い
の
で
、
こ
こ
ま
で
我
慢
し
て
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
前
も
っ
て
お
願
い
だ
け
は
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。･･･

『
私
の
こ
と
は
忘
れ
て
も
、
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
は
絶
対
に
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
！
』･･･

ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
フ
レ
ー
ズ
で
す
が
、
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
を
生
産
者
が
大
き
く

ド
を
も
っ
て
、
更
な
る
努
力
を
続
け
て
い
く
気
が
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

今
回
筆
者
は
、
読
者
の
皆
さ
ん
の
参
考
に
さ
れ
得
る
部
分
と
一
笑
に
付
さ
れ
る
部
分
を
、
分
か
っ

た
う
え
で
す
べ
て
ガ
ラ
ス
張
り
で
記
述
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
で
良
か
っ
た
か
悪
か
っ
た
か
の

答
え
は
い
ら
な
い
。
た
だ
、香
川
の
ブ
ラ
ン
ド
ハ
マ
チ
三
兄
弟
の
末
っ
子
「
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
」
が
、

引
き
続
き
多
く
の
方
々
の
温
か
い
ご
支
援
ご
鞭
撻
に
よ
っ
て
、
香
川
の
み
な
ら
ず
水
産
日
本
の
魚
類

養
殖
業
の
、
真
の
救
世
主
と
な
る
日
が
来
る
こ
と
を
心
か
ら
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

謝　
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こ
れ
ま
で
、
極
め
て
多
く
の
方
々
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
が
一
定
の
ブ
ラ
ン
ド
に

育
て
上
げ
ら
れ
た
が
、
特
に
二
〇
〇
七･

二
〇
〇
八
年
の
記
念
事
業
実
行
委
員
会
会
長
、
そ
し
て
さ

ぬ
き
海
の
幸
販
売
促
進
協
議
会
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
常
に
先
頭
に
立
っ
て
販
売
促
進
と
販
路
拡
大
に

尽
力
さ
れ
た
、販
売
団
体
代
表
で
あ
る
香
川
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
服
部
郁
弘
代
表
理
事
会
長
、

生
産
者
団
体
代
表
か
つ
応
援
団
長
と
し
て
、
生
産
規
模
拡
大
に
尽
力
さ
れ
た
、
香
川
県
か
ん
水
養
殖

漁
業
協
同
組
合
の
嶋
野
勝
路
組
合
長
、
さ
ら
に
開
発
試
験
か
ら
安
定
生
産
に
至
る
ま
で
の
最
大
の
功

労
者
で
あ
る
庵
治
漁
協
の
嶋
野
文
太
氏
の
、
こ
れ
ま
で
の
長
き
に
亘
る
ご
努
力
に
深
く
敬
意
を
表
し

た
い
。
そ
し
て
国
内
は
も
と
よ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
香
港
な
ど
海
外
で
も
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実

行
さ
れ
た
香
川
県
の
浜
田
恵
造
知
事
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
労
を
い
と
わ
ず
筆
者



−　−−　−113 112

　

栩
野
元
秀
・
長
野
泰
三
・
三
木
勝
洋
・
大
山
憲
一
・
植
田　

豊
・
竹
森
弘
征
・
濱
本
俊
策
・
多
田

武
夫
・
佐
藤
秀
一
・
白
鳥　

勝
・
湯
澤
功
也
「
野
網
和
三
郎
生
誕
一
〇
〇
年
・
ハ
マ
チ
養
殖
八
〇
周

年
記
念
事
業
生
産
強
化
対
策
事
業
」『
香
川
県
水
産
試
験
場
事
業
報
告 

平
成
十
九
年
度
』（
香
川
県

水
試
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
一
〇
四
～
一
〇
六
頁

　

濱
本
俊
策
「
ハ
マ
チ
養
殖
八
〇
周
年
を
契
機
と
し
た
香
川
県
水
産
業
の
活
性
化
」『
調
査
月
報 

二
〇
〇
八
年
四
月
号 

№
二
五
四
』（
財
団
法
人 

香
川
経
済
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
四
月
）
二
～
一
〇

頁
　

濱
本
俊
策
「
ハ
マ
チ
養
殖
八
〇
周
年
を
迎
え
た
香
川
県
水
産
業
の
活
性
化
」『
月
刊 

養
殖

二
〇
〇
八
年
一
一
月
号
』（
㈱
緑
書
房
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
）
四
〇
～
四
三
頁

　

ハ
マ
チ
養
殖
八
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局
「
ハ
マ
チ
養
殖
八
〇
周
年
記
念
事
業
へ
の

取
り
組
み
と
そ
の
成
果
の
概
要
」（
二
〇
〇
九
年
三
月
）
全
五
六
頁

　

栩
野
元
秀
・
長
野
泰
三
・
佐
藤
秀
一
・
白
鳥　

勝
・
植
田　

豊
「
ブ
リ
養
殖
現
場
で
確
認
し
た

低
魚
粉
飼
料
へ
の
タ
ウ
リ
ン
添
加
効
果
」『
水
産
増
殖 

第
五
七
巻 

第
四
号
』（
水
産
増
殖
学
会
、

二
〇
〇
九
年
）
五
九
五
～
六
〇
〇
頁

　

濱
本
俊
策
「
ハ
マ
チ
養
殖
八
〇
周
年
記
念
事
業
の
成
果
を
活
用
し
た
、
香
川
の
ハ
マ
チ
養
殖
業
の

活
性
化
」『
漁
協 

二
〇
〇
九
年
春
号 

№
一
三
一
』（
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
、
二
〇
〇
九
年
五
月
）
八
～
九
頁

　

小
林
謙
一
・
夏
川　

大
ほ
か
「
爆
砕
処
理
オ
リ
ー
ブ
葉
粉
末
に
よ
る
脂
肪
吸
収
お
よ
び
胆
汁
酸
再

吸
収
の
促
進
効
果
」『
日
本
食
生
活
学
会
誌 

第
二
〇
巻 

第
二
号
』（
日
本
食
生
活
学
会
、二
〇
〇
九
年
）

育
て
て
、
流
通
業
者
が
丁
寧
に
取
り
扱
っ
て
、
そ
し
て
消
費
者
が
美
味
し
く
食
べ
て
、
そ
う
し
て
皆

さ
ん
が
‘
笑
顔
’
に
な
ら
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
静
か
に
ペ
ン
を
置
く
こ
と
と
し
ま
す
。

参
考
文
献
（
参
考
順
に
記
載
）

　

濱
本
俊
策
「
野
網
和
三
郎
生
誕
一
〇
〇
年
・
ハ
マ
チ
養
殖
八
〇
周
年
記
念
事
業
を
活
用
し
た
、

地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」『
漁
協 

二
〇
〇
七
年
秋
号 

№
一
二
五
』（
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
、

二
〇
〇
七
年
一
一
月
）
一
一
～
一
四
頁

　

野
網
和
三
郎
生
誕
一
〇
〇
年
・
ハ
マ
チ
養
殖
八
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
会
長 

服
部
郁
弘

「
養
殖
発
祥
の
地　

香
川
―
ハ
マ
チ
養
殖
八
〇
周
年
の
あ
ゆ
み
―
」（
二
〇
〇
八
年
三
月
）
全
一
一
四

頁
　

笹
田
布
佐
子
・
大
西
美
弥
ほ
か
「
オ
リ
ー
ブ
を
活
用
し
た
鶏
卵
肉
高
付
加
価
値
化
に
つ
い
て
の

一
考
察
」『
香
川
県
畜
産
試
験
場
研
究
報
告　

第
四
二
号
』（
香
川
県
畜
試
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）

五
一
～
六
四
頁

　

金
沢
和
樹
ほ
か
「
特
集 
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
養
魚
へ
の
活
用
」『
月
刊 

養
殖
二
〇
〇
四
年
七
月
号
』

（
㈱
緑
書
房
、
二
〇
〇
四
年
七
月
）
一
四
～
二
七
頁

　

大
山
憲
一
・
竹
森
弘
征
・A

nupam
 G

iri

・
大
島
敏
明
「
養
殖
ブ
リ
の
血
合
筋
の
褐
変
抑
制
に
及

ぼ
す
オ
リ
ー
ブ
葉
粉
末
の
投
与
効
果
」『
平
成
二
十
年
度
日
本
水
産
学
会
春
季
大
会
講
演
要
旨
集
』

（
二
〇
〇
八
年
三
月
）
一
二
七
頁
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済
学
会　

一
般
報
告
会
講
演
要
旨
』（
二
〇
一
〇
年
五
月
）
一
五
頁

　

濱
本
俊
策
「
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
の
中
国
輸
出
に
か
か
る
問
題
点
」『
第
六
一
回
漁
業
経
済
学
会　

一
般
報
告
会
講
演
要
旨
』（
二
〇
一
四
年
五
月
）
八
頁

参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
主
な
も
の
の
み
記
載
）

オ
リ
ー
ブ
・
ミ
オ
グ
ロ
ビ
ン
・
メ
ト
ミ
オ
グ
ロ
ビ
ン
・
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
・
オ
レ
ウ
ロ
ペ
イ
ン
・
フ

ル
ー
ツ
魚

https://ja.w
ikipedia.org/w

iki/

平
成
二
十
五
年
産
特
産
果
樹
生
産
動
態
等
調
査　

https://w
w

w
.e-stat.go.jp/estat/guide/index.htm

l

ハ
マ
チ
養
殖
八
〇
周
年
記
念
事
業
・
香
川
の
食
／
香
川
の
県
産
品
・
報
道
発
表
資
料

http://w
w

w
.pref.kagaw

a.jp/

う
ど
ん
県
の
県
産
品
紹
介
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
さ
ぬ
き
さ
ん
」
香
川
・
讃
岐
の
特
産
品
や

生
産
者
情
報

http://w
w

w
.kensanpin.org/

世
界
経
済
の
ネ
タ
帳
：
魚
粉
価
格
の
推
移

http://ecodb.net/pcp/im
f_usd_pfish.htm

l

魚
の
締
め
方
（
活
け
締
め
、
神
経
締
め
）
で
一
番
た
め
に
な
っ
た
解
説
動
画

一
二
一
～
一
二
六
頁

　

大
山
憲
一
・
栩
野
元
秀
・
植
田　

豊
・
竹
森
弘
征
・
多
田
武
夫
「
養
殖
ブ
リ
の
血
合
筋
の
褐
変
抑

制
に
及
ぼ
す
オ
リ
ー
ブ
葉
粉
末
添
加
飼
料
の
投
与
効
果
」『
水
産
増
殖 

第
五
八
巻 

第
二
号
』（
水
産

増
殖
学
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
七
九
～
二
八
七
頁

　

田
村　

章
・
佐
々
原
浩
幸
「
食
品
中
の
健
康
機
能
性
成
分
の
分
析
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
」『
四
国
地
域 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
協
議
会
．
地
域
食
品
・
健
康
分
科
会 

編
』（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
一
～
五
頁

　

さ
ぬ
き
海
の
幸
（
ハ
マ
チ
・
ノ
リ
・
イ
リ
コ
）
販
売
促
進
実
行
委
員
会
「
さ
ぬ
き
海
の
幸
（
ハ
マ

チ
・
ノ
リ
・
イ
リ
コ
）
販
売
促
進
事
業
実
績
報
告
書
」（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
全
四
一
頁

　

さ
ぬ
き
海
の
幸
販
売
促
進
協
議
会
「
さ
ぬ
き
海
の
幸
販
売
促
進
事
業
実
績
報
告
書 

平
成
二
十
二

～
二
十
六
年
度
（
五
冊
）」（
二
〇
一
一
年
三
月
～
二
〇
一
五
年
三
月
）
各
全
四
〇
頁

　

織
茂
信
尋
「
特
集
フ
ァ
ス
ト
フ
ィ
シ
ュ
と
ス
ロ
ー
フ
ィ
シ
ュ
：
調
理
時
間
別
提
案
で
重
層
的

な
魚
食
拡
大
を
！
東
信
水
産
㈱
」『
月
刊 

ア
ク
ア
ネ
ッ
ト
二
〇
一
三
年
一
月
号
』（
㈲
湊
文
社
、

二
〇
一
三
年
一
月
）
三
四
～
三
七
頁

　

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
富
山
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
「
台
湾
に
お
け
る
ブ
リ
等
水
産
物

に
お
け
る
市
場
調
査
～
富
山
産
・
三
重
の
ケ
ー
ス
～
」（
二
〇
一
五
年
三
月
）
五
～
六
頁

　

濱
田
英
嗣
「
価
格
プ
レ
ミ
ア
ム
と
リ
ピ
ー
タ
ー
顧
客
の
存
在
を
目
指
す
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
試
論
」

『
漁
業
経
済
研
究　

第
五
四
巻 

第
一
号
』(
漁
業
経
済
学
会
、
二
〇
〇
九
年
六
月
）
一
九
～
三
四
頁 

　

栩
木　

誠
「
長
崎
魚
市
に
み
る
、
中
国
向
け
鮮
魚
輸
出
の
可
能
性
と
課
題
」『
第
五
七
回
漁
業
経



−　−116

http://angler.prum
m

y.com
/2014/11/131/

瞬
〆

－

漁
魂 

大
傳
丸

http://w
w

w
.daidenm

aru.com
/

C
hina trade 

中
国
貿
易

http://w
w

w
.aleis.net/~m

atsushim
a/

築
地
→
上
海
、
鮮
魚
輸
出
計
画
の
難
航
「
国
同
士
の
問
題
大
き
い
」（
東
市
）

http://w
w

w
.m

ynew
sjapan.com

/reports/1524

第
一
〇
回 

輸
入
手
続
の
所
要
時
間
調
査
（
財
務
省
）

https://w
w

w
.m

of.go.jp/custom
s_tariff/trade/facilitation/ka20120921.htm

平
成
二
十
六
年
漁
業
・
養
殖
業
生
産
統
計

http://w
w

w
.e-stat.go.jp/S

G
1/estat/L

ist.do?lid=000001141864



◇
…
党
名
や
看
板
が
変
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
俄
か
に
人
気
が
湧

く
訳
で
は
な
く
、
そ
の
逆
も
あ

り
得
る
。
民
主
、維
新
の
両
党
は
、

新
た
な
党
名
を
「
民
進
党
」
と

し
た
。
合
併
に
よ
る
国
会
議
員

は
一
五
一
人
（
衆
院
九
二
人
、
参
院
五
九

人
）。
野
党
に
よ
る
第
一
党
を
実
現
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
第
一
党
た
る
政
府
与
党
に
迫

ろ
う
と
す
る
も
の
。
た
だ
、
名
前
や
看
板

さ
え
付
け
か
え
る
の
は
、
来
る
べ
き
参
院

戦
を
期
待
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
目
算
通
り

ゆ
く
の
か
。
結
果
は
す
ぐ
見
え
て
く
る
。

街
を
通
り
過
ぎ
る
人
々
の
期
待
感
は
ど
の

く
ら
い
か
。

◇
…
権
力
主
義
の
権
化
マ
キ
ャ
ベ
ェ
リ
も

「
へ
つ
ら
い
者
を
避
け
、
賢
い
側
近
を
選
び

彼
ら
だ
け
に
直
言
さ
せ
よ
」「
吾
が
君
の
た

め
に
死
を
も
辞
せ
ぬ
」
と
い
っ
て
い
る
。

問
題
は
ど
う
し
た
ら
そ
う
し
た
側
近
だ
け

を
そ
ろ
え
る
か
だ
。
十
八
史
略
に
出
て
く

る
楚
の
話
が
面
白
い
。
忠
臣
、
伍
挙
と
蘇

従
の
話
が
出
て
く
る
。
二
人
い
ず
れ
も
自

ら
死
を
と
し
て
楚
の
荘
王
を
戒
め
た
の
だ

っ
た
。
以
来
楚
王
は
命
が
け
の
忠
臣
二
人

を
使
い
、
楚
の
盟
主
に
な
り
上
が
っ
た
。

◇
…
と
こ
ろ
で
「
民
進
党
」
の
こ
れ
か
ら

の
行
先
は
ど
う
か
。
先
ず
関
心
が
集
ま
っ

た
の
は
「
民
進
党
」
へ
の
支
持
で
は
な
く
、

民
主
党
に
対
す
る
不
信
の
根
深
さ
で
あ
る
。

ま
た
名
前
自
体
が
「
民
主
」「
維
新
」
か
ら

字
の
読
み
で
一
字
ず
つ
抜
い
た
点
で
あ
る
。

三
年
三
カ
月
の
民
主
党
政
権
で
は
普
天
間

問
題
も
扱
っ
て
ニ
ッ
チ
も
サ
ッ
チ
も
行
か

な
か
っ
た
。
現
在
の
維
新
の
党
代
表
の
松

野
氏
は
そ
の
時
に
民
主
党
を
離
党
し
た
。

政
党
政
治
家
の
一
挙
手
一
投
足
は
非
常
に

不
安
定
で
あ
る
。
常
に
付
和
雷
同
を
繰
り

返
し
て
一
カ
所
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
こ
れ

が
常
態
で
あ
り
、
誰
も
が
不
思
議
に
は
思

わ
な
い
。
こ
れ
が
政
治
の
マ
ン
ネ
リ
化
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

◇
…
実
際
に
直
言
し
て
く
れ
る
臣
を
持
つ

こ
と
は
難
し
い
。「
一
国
に
争
臣
な
け
れ
ば

あ
や
う
し
」
と
い
う
。
趙
の
簡
子
の
言
葉

に
「
千
羊
の
皮
は
一
孤
の
腋
に
し
か
ず
」

と
い
う
。
つ
ま
り
千
匹
の
羊
の
皮
が
あ
っ

て
も
一
匹
の
狐
の
腋
の
下
の
白
い
毛
皮
に

は
及
ば
な
い
。
確
か
に
民
進
党
は
頭
数
一

五
一
人
の
顔
を
そ
ろ
え
た
が
、
さ
て
次
の

参
院
戦
に
ど
れ
だ
け
力
を
発
揮
す
る
か
。

天
下
注
視
の
的
と
な
る
だ
ろ
う
。
大
い
に

注
視
し
て
眺
め
た
い
。（
Ｋ
）

　

筆
者
の
濱
本
氏
は
長
年
に
わ
た
り
香
川
県

の
水
産
行
政
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
同

県
は
ハ
マ
チ
養
殖
発
祥
の
地
で
す
。
そ
の
八
〇

周
年
の
記
念
事
業
で
「
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
」
が

デ
ビ
ュ
ー
。
県
特
産
の
オ
リ
ー
ブ
の
葉
の
粉
末

を
餌
に
混
ぜ
て
養
育
す
る
こ
と
で
ハ
マ
チ
の

高
品
質
化
を
実
現
し
ま
し
た
。
本
号
で
は
「
オ

リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
」
な
ど
県
産
養
殖
ブ
リ
類
の
国

内
で
の
販
売
促
進
や
海
外
輸
出
に
県
を
挙
げ

て
取
り
組
ま
れ
た
成
果
や
課
題
を
ま
と
め
て

頂
き
ま
し
た
。
筆
者
及
び
県
の
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
厚
く
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

「
水
産
振
興
」　

第
五
七
九
号

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
発
行

（
非　

売　

品
）

井

上

恒

夫

編
集
兼

発
行
人

発
行
所

〒　
　
　

東
京
都
中
央
区
豊
海
町
五
番
一
号

　
　
　
　

豊
海
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
七
階

一
般
財
団
法
人　
東
京
水
産
振
興
会

印
刷
所　

㈱
連
合
印
刷
セ
ン
タ
ー

電　
話（
03
）三
五
三
三
︱
八
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
03
）三
五
三
三
︱
八
一
一
六

（
本
稿
記
事
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
）
ご意見・ご感想をホームページよりお寄せ下さい。

URL  http://www.suisan-shinkou.or.jp/

「
水
産
振
興
」
発
刊
の
趣
旨

　

日
本
漁
業
は
、
沿
岸
、
沖
合
、
そ
し
て
遠

洋
の
漁
業
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
振
興
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
る
の
で
、
そ
の
為
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
分
析
、
乃
至
振
興
施
策

の
必
要
性
を
、
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
坊

間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
代
表
的
見
解
が
横
行
し

す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
が
国
民
経
済
の
な
か
に
お
け
る
日
本

漁
業
を
、
近
代
産
業
と
し
て
、
よ
り
発
展
振

興
さ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
水
産
業
の

個
別
的
分
析
の
徹
底
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

そ
の
総
合
的
視
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
、

世
界
経
済
と
と
も
に
発
展
振
興
す
る
方
策
の

樹
立
に
一
層
精
進
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
様
な
努
力
目
標
に
む
か
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
調
査
研
究
事
業
を
発
足
さ
せ
た
次
第
で

冊
子
の
生
れ
た
処
以
、
ま
た
こ
れ
へ
の
奉
仕

の
、
さ
さ
や
か
な
表
わ
れ
で
あ
る
。

　

昭
和
四
十
二
年
七
月

財
団
法
人　

東
京
水
産
振
興
会

（
題
字
は
井
野
碩
哉
元
会
長
）

104-
0055
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濱は
ま

本も
と

俊
し
ゅ
ん

策さ
く

略
歴

▽
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
）
に  

香
川
県
に
奉
職
。
研
究
職
六
年
、  

司
法
警
察
員
で
漁
業
調
整
九
年
、

普
及
員
・
専
門
技
術
員
七
年
、企
画
・

振
興
・
合
併
・
養
殖
・
流
通
等
幅

広
く
担
当
し
、
農
政
水
産
部
水
産

課
長
で
二
〇
一
一
年
三
月
に
定
年

退
職
。
政
策
部
参
事
と
し
て
再
任

用
さ
れ
、（
一
財
）
か
が
わ
県
産
品

振
興
機
構
参
事
を
経
て
二
〇
一
五

年
三
月
に
退
職
。

　

現
在
、
香
川
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
会
長
、
瀬
戸
内
海
広
域
漁
業

調
整
委
員
会
委
員
、
香
川
県
水
産

審
議
会
委
員
、
さ
ぬ
き
海
の
幸
販

売
促
進
協
議
会
学
識
委
員
の
ほ
か
、

国
立
大
学
法
人 

香
川
大
学
大
学
院

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
非
常

勤
講
師
を
務
め
る
。
兵
庫
県
姫
路

市
出
身
。
宮
崎
大
学
大
学
院
農
学

研
究
科
水
産
増
殖
学
専
攻
修
了
。

漁
業
経
済
学
会
正
会
員
。
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オリーブハマちゃん奮闘記
－オリーブハマチを作って売って食べて、
そして‘笑顔’に！－

濱 本 俊 策会　長

香川海区漁業調整委員会




